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			進化の実 ～知らないうちに勝ち組人生～③

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・しおざわりな＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			それぞれの場所で

			情報収集

			本の呪縛と安らぎと

			《災厄》少女の決意、《化物》少年の苦悩

			ナンパ

			ごく普通の馬？

			ロバの忠誠

			意外な展開

			王都カップ

			ルルネ無双

			魔王軍議会

			連行

			剣聖の戦乙女

			陰謀

			呪いと決意

			反転魔法

			お風呂

			番外編・芽生えた感情

		

	
		
			　

			それぞれの場所で

			　

			「腕を下げるな！　戦闘において、一瞬の隙が命取りになるんだぞ！」

			　俺――高たか宮みや翔しよう太たは、王城内にある訓練場で、木刀を手に戦闘訓練を受けていた。

			　もちろん、訓練を受けているのは俺だけではない。

			　勇者召しよう喚かんされた、全生徒がこの訓練を受けていた。

			「あと１００回！」

			　そんな俺たちを指導しているのが、この国の騎士団長である、ザキア・ギルフォードさんだ。

			　ザキアさんは、国王との初顔合わせの後、槍やりを突き付けてきた兵士たちの後ろで腕を組んでいた人物である。

			　鈍い銀色の鎧よろいは、歴戦の傷が多く刻まれており、身に纏まとう雰囲気が、明らかに一般兵とは違っていた。

			　そんなザキアさんは、俺たち全員に木刀を持たせ、素振りを１０００回することから要求してきた。

			　それは、俺たちが勇者召喚されたとき、必然的に手に入れた【聖剣】を使いこなすためである。

			　この【聖剣】とやらは、勇者召しよう喚かんされた者のみが手に入れられる、特典のようなものらしい。実際に出現させてみると、俺たち全員無事に聖剣を出現させることができた。

			　その人曰いわく、聖剣は魔王や魔物に対して、絶大な効果を誇ほこる『聖属性』を纏まとっているそうだ。

			　だが、そんな優れた力も使いこなせなければ意味がないため、俺たち全員ザキアさんの指導のもと、聖剣を巧うまく扱えるようにする訓練を受けることになったのだった。

			「あと５回！　……４！　３！　２！　１！　……そこまで！」

			　ザキアさんの指示通り、俺たちは振っていた木刀を下ろす。

			　もうこの世界に来てから半年が経過しようとしているが、多くの生徒はこの訓練についてこれていない。

			　俺や神かん無な月づき先輩は、もともと剣道部だということもあり、さほど苦労はしておらず、賢けん治じも、持ち前の根性で乗り切っていた。

			　みんな息を整え、痛む体を休めていると、ザキアさんが言う。

			「今日の訓練はここまでだ。各自、しっかり休養するように」

			　事務的に必要最低限度のことだけ告げると、ザキアさんはその場を後にしようとする。

			　いつもはここで解散なのだが、今回ばかりは違った。

			「ちょっと待ってくださいよ！」

			「……」

			　立ち去るザキアさんを呼び止めたのは、クラスリーダー的存在の青山だった。

			「一体いつになったら素振りじゃなくて、実戦するんですか！　俺たちは勇者なんでしょ？　こんな訓練したところで、ステータスも微々たる上昇しかしないし、レベルも全然上がらないじゃないですか！」

			「……今は武器に慣れることのほうが大事だ」

			「前も同じことを言ってましたよね？　弱い魔物から倒していって、レベルアップするほうが絶対に強くなれると思うんですけど？」

			　青山がそこまで言い切ると、今まで黙って見ていた他の連中も、口々に言う。

			「そ、そうだよな！」

			「いつまでも木刀振ってたって、強くなるわけねぇじゃん」

			「素のスペックが高いこの体なら、レベルアップして強くなるほうがいいに決まってます！」

			「ザキアさん、いい加減俺たちを魔物と戦わせてくださいよぉ」

			　徐々に膨ふくらむ不満の声。

			　ふと神無月先輩のほうに視線を向けると、先輩は苦い顔をしてその生徒たちを見ていた。

			　確かに、レベルアップをしたほうが今より強くなれるだろう。

			　だが、なぜか俺は、それではいけない気がしていた。

			　すると、生徒たちの不満を黙って聞いていたザキアさんは、一言。

			「……方針は変えん。明日も素振りをしたのち、簡単な戦闘訓練を行う。以上だ」

			　それだけ言うと、ザキアさんは今度こそ帰って行った。

			　ザキアさんの後ろ姿が見えなくなると、生徒たちは次々に不満をぶちまける。

			「何だよ、アイツ！」

			「マジ訳分かんねぇ」

			「こんなこと続けて、何の意味があるわけ？」

			「頭おかしいんじゃねぇの？」

			　みんな言いたい放題である。

			　確かに効率は悪いが、何か考えがあるのだろう。

			　俺は剣道をやっているとはいえ、戦闘に関しては完全に素人しろうとだ。やはり、プロに任せるのが一番だろう。

			　そう結論付けた俺は、目の前で醜ひどい悪口を言い続ける生徒たちを眺め続けた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「はぁ……」

			　綺き麗れいな月明かりが照らす王城内のバルコニーで、俺……ザキア・ギルフォードはため息を吐いた。

			「……上手く、いかないものだな……」

			「何がですか？」

			　不意に背後から声がかけられる。

			　だが、別に驚きはしなかった。気配で近くにいることが分かっていたからである。

			「オルフェか……」

			「となり、いいですか？」

			「……好きにしろ」

			　俺の返答に柔らかな笑みを浮かべる、茶色いくせ毛が特徴の優やさ男おとこ――騎士団長補佐の、オルフェ・アルモンドだった。

			　俺がもっとも信頼している部下であり、実力は騎士団の中でも群を抜いている。

			　オルフェは、俺と同じように黙って月を見上げた。

			　すると、おもむろに口を開く。

			「ザキアさん。今日の訓練も厳しかったですね」

			「……」

			「どうしてですか？」

			　柔らかな笑みを浮かべたまま、オルフェは俺の悩みの核心を突いてくる。

			　別に、隠すほどのことでもないと判断した俺は、オルフェに話した。

			「……死んで欲しくないからな」

			「え？」

			　俺の答えが意外だったのか、オルフェは驚いた表情を浮かべていた。

			「彼らは……俺たちの戦争に関係ない。それなのに、魔王の討とう伐ばつを彼らを頼りにすると言うのが、どうも納得できなくてな……」

			「それは……」

			「それに……お前にだから言うが、俺は魔族との戦争に反対だ」

			「っ！」

			　オルフェの目が、これでもかというほどに見開かれた。

			「……ザキアさん。その発言を、もし誰かに聞かれたら……」

			「問題ない。ここには……お前しかいないからな」

			　俺がそう断言すると、オルフェは少し安心した様子を見せた。

			「かの《王剣》がそういうのであれば、大丈夫なんでしょう」

			「……その名は好きではない。第一、俺は現国王の命令に従ってはいるが、心は常に、先代国王の下にある」

			「……アルフ様ですか」

			　アルフ・ディア・カイゼル。俺の命を救ってくれた恩人であり、素晴らしい王だった人だ。

			　民に優しく、種族を問わず困っていればすぐに助けに行くような……そんなお方だ。

			　だが、アルフ様は歳の影響か床に臥ふせる日が多くなり、やがて息子である現国王に王の座を渡した。

			　それからの日々は、決して平和とは言えなかった。

			　思わず顔を険しくしていると、オルフェが言う。

			「……確かに、今の国王様は……。それで、話がそれましたが、彼らを死なせたくないのは分かりました。ですが、なぜ実戦経験を積ませないのですか？」

			「……彼らは、我々が思っている以上に平和な世界から来たようだ。剣の握り方さえ知らない。だから、まずは武器に慣れることから始めたんだ」

			「それは……」

			「魔王復活まで時間がないことも分かっているし、ここまで徹底して基礎をやらされるのも嫌になるだろう。だが、彼らは武器に触れたことさえなかったのだ。そんな状態で、凶暴な魔物と戦えると思うか？　いくらステータスが高かろうが、戦い方を知らなければ、戦場では死ぬだけ……。付け焼刃なのは分かっている。だが、それでも……しないよりはマシだろう」

			「……」

			「所しよ詮せんは俺の我わが儘ままだ。だが、彼らを一人も死なせたくない。平和な世界から来たのなら、その素晴らしい世界で生きていてほしかったんだ。……ただ、それだけだ」

			　言うだけ言った俺は、そのままバルコニーを後にする。

			「ザキアさん……アナタは不器用すぎる……」

			　オルフェの呟つぶやきは俺には聞こえず、そのまま夜空にとけて消えた。

		

	
		
			　

			情報収集

			　

			「はぁ……」

			　俺こと柊ひいらぎ誠せい一いちは、『安らぎの木』で朝食を食べながら悩んでいた。

			　その悩みの種は――。

			「あ……ッ！」

			　――アルトリアさんである。

			　たった今も、部屋から出てきたアルトリアさんが、俺とサリアの姿を見つけると、顔を逸そらして足早に宿屋から出ていった。

			「……完全に避けられてるな、俺……」

			　まあ、いきなりプロポーズみたいなことをしたんだ。仕方がないと言えば、仕方がないのだろう。戸惑う上に、客観的に見れば、すごく大胆なことをしたわけですし。

			　昨日の時点で誤解を解こうにも、会ってさえくれなかったのだ。

			　ただ、やはりというか、避けられるのはいろいろ辛つらい。というか、悲しい。

			「どうすればいいんだよ……」

			　思わずそう口に出すと、目の前で黙々と食事を続けていたサリアが、口を開いた。

			「大丈夫だよ。別に、誠一のことを嫌いになったわけじゃないから」

			　笑顔でサリアがそう言ってくれるので、俺の心も少しは安らぐ。

			「ありがとう。でも、どうしてそんなことが言えるんだ？」

			「うーん……野生の勘？」

			「野生!?」

			　女じゃなくて!?　いや、ゴリラだから正しいのかもしれないけど……！
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			　あまりの新しさに驚いていると、何やら興味津々といった様子で、この宿屋の看板娘であるメアリがやって来た。

			「ねぇねぇ、アルトリアさんと何かあったの？」

			「へ？」

			「だって、あからさまにアルトリアさんが誠一さんを避けてるし……何かあったと思うほうが自然でしょ？」

			「それは……」

			　メアリの鋭い指摘に、思わず口ごもる。

			　すると、メアリは面白そうに問い詰めてきた。

			「で？　何があったの？　あ、やっぱり男と女の関係での悩み？　誠一さんって意外とモテるのね。こんなに綺き麗れいな彼女もいるのに……。フードで素顔も分からないのに、不思議よね。で、なんで？」

			「いや、俺に言われても……」

			　これは……あれだな。女子が恋バナに興味を示すのと似たようなものだな。

			　自分がその対象になるとは思ってもいなかったが……。

			「いや、そんな大層なことじゃないんだけど……」

			「えー？　全然そんなふうに見えないよ？　で、何？　何があったの？　ん？　ほら、言っちゃいなよ？」

			「君は一体何なんだ!?」

			　何度も訊きいてくるメアリに、ツッコミをいれてしまった。

			　結局、質問をはぐらかし続けていると、この宿屋のオーナーで彼女のお母さんであるフィーナさんが気づいて注意したので、メアリは渋々仕事に戻って行った。

			「ふぅ……あ、そういえば、サリア。今日はどうする？」

			「え？」

			「ほら、討とう伐ばつ系の試験は中止になったけど、ギルドメンバーにはなれただろ？」

			　俺とサリアは、昨日のうちにガッスルから正式なギルドカードをもらい、ギルドの説明を受けていた。つまり、正式なギルドの一員というわけだ。晴れて変態の仲間入りだぜ！

			　説明の内容を簡単にまとめると、冒険者や依頼にはランクがあって、低い順にＦ、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｓとなっているらしい。

			　俺もサリアも、最低ランクのＦランクからスタートだ。

			　依頼を受けることができるのは、自分と同じランクか、それより一つ上。そして、一度に３つまでなら同時に依頼を受けることができる。

			　ランクを上げるための方法は、自分と同じランクなら10回。一つ上のランクなら５回依頼を成功させることで、ランクアップできるらしい。

			　ギルドに登録したからと言って、絶対に依頼を受けなければいけないというわけでもない。それを聞いたとき、俺は少し安心した。

			　なぜなら、俺の目的は、あくまで情報を集めたりすることだからだ。依頼にばっかり集中していられない。

			　それで、今日の予定としては、俺は依頼を受けず、情報を集めてみようと思っていた。

			　そんな考えがある俺に対して、サリアは少し考える素振りを見せる。

			「うーん……私、今日は孤児院に行こうかなぁ」

			「お、早速依頼を受けるってことか？」

			「うん。クレアさん、いつでも来ていいよって言ってたし。依頼に出てなくても、行ってみる」

			「そうか。それじゃあ、今日は別行動だな。気を付けていくんだぞ？」

			「うん！」

			　サリアの返事に満足した俺は、朝食をすぐに食べ、早速情報収集のために移動を開始した。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「やっぱり、この街は活気づいてるなぁ……」

			　サリアと別れ、宿屋から出た俺は、そう感想をもらす。

			　露店で元気よく商売をする人や、おばさんたちが世間話をしている姿がたくさん目に映ったからだ。

			　みんな笑顔でいるのが印象的だった。仕事や勉強に追われていた地球では考えられない光景かもしれない。

			　こんないい国にも、スラム街みたいなものが存在するんだろうか？

			　あんまり考えたくはないが、光があれば影もあるわけで、現時点でスラム街がないとは、この国の実情を詳しく知らない俺は言い切ることができなかった。

			「まあ、そこも今日できれば調べてみるか……」

			　そんなことを思っていると、ふと街が騒がしいことに気づく。

			「ん？　何だ？」

			　この街の住人によるいつもの活気とは、少し違う騒がしさだった。

			　よく耳をすませば、女性の叫び声まで聞こえる。

			「おいおい、いい街だって思ったそばから物騒だな……」

			　そう思いながら、騒ぎのする方向に視線を向けたときだった。

			「止まれええええええええ！」

			「逃がすな！　追え！　追えええええええッ！」

			「ハハハハ！　私は捕まらんよ！　自由サイコー！」

			「自由はいいから、服を着ろおおおおおおおお！」

			　全裸の少し小太り気味のオッサンが、クロードと同じ種類の鎧よろいに身を包んだ男たちに全力で追われている姿が目に飛び込んできた。

			　全裸のオッサンは、どう見てもギルドでロリコンのオッサンと危ない話をしていた人物である。

			　この人通りの多い道を軽快な走りで駆け抜ける全裸のオッサンは、爽さわやかな笑顔を浮かべていた。

			　ふと、周囲に視線を向ければ、女性は真っ赤になった顔を背そむけ、男たちは苦笑いしている。

			「今日という今日は許さんぞ！」

			「絶対牢ろう屋やにぶち込んでやるッ！」

			「物騒なことを言いますな。だが、私は逃げきって見せよう！　この解き放たれた心と体なら、どこへでも行ける……！」

			「どこに行くのも勝手だが、服だけは着てくれッ！」

			「断るッ！」

			「なんで!?」

			「私の誇ほこりと魂たましいが、全裸になれと叫んでいる……！」

			「クソッ！　なんで無駄に壮大なんだ……！」

			　そんなやり取りをしながら、全裸のオッサンと鎧を着た兵士たちは俺の前を走り抜けていった。

			　…………。

			「ふぅ……今日も平和だなぁ……」

			　そう呟つぶやき、俺はギルドへと向かった。ツッコみ？　するだけ無駄でしょ。

			　道中、特に何かイベントがあるわけでもなく、普通にギルドに辿たどり着くと、俺はそのまま足を踏み入れた。

			　意外なことに、今日は目立った変態の姿はなく、エリスさんも受付に普通に立っていた。

			　ただ、ガッスルだけは、受付の横でいろいろなポーズをとっては首を捻ひねっている。仕事してんのかな？　アイツ……。

			　ガッスルがギルドマスターである理由に疑問を感じつつ、俺は当の本人であるガッスルに話しかけた。

			「おはよう、ガッスル」

			「む？　おお、誠一君か！　昨日いろいろあって、疲れたのではないか？」

			「まあ、そこは大丈夫だ」

			　化け物級のステータスだし。

			「そうか、元気なら何よりだ。そういえば、サリア君の姿が見えないが……」

			「サリアは、試験のときによくしてくれた孤児院に向かったよ」

			「なるほど。では、誠一君はどうしたのかな？」

			　ガッスルが、ちょうど質問してきたので、俺は何らかの情報を得られないか訊きくことにした。

			「実は、ちょっと情報が欲しいんだ。それで、ギルドマスターのガッスルなら、いろいろ知ってるだろうと思ってな」

			「ふむ、情報か……」

			　俺の言葉に、ガッスルは考え込む仕草をした。

			　やっぱり、簡単に教えてもらえる情報と、聞きだすことが難しい情報があるのだろう。

			　そんなことを思っていると、ガッスルは顔を上げ、真剣な表情で俺に言う。

			「筋肉を効率よくつける方法、入門編から上級編まであるが、どれがいい？」

			「そう言う情報じゃねぇよ!?」

			　珍しく真剣に考えてるから、まじめな話かと思ったよ！　つか、入門編とかあんの!?

			　驚く俺を見て、なぜかガッスルは不思議そうな顔をする。

			「む？　逆に、これの他にどのような情報があるというんだ？」

			「あるよ!?　アンタのほうがおかしいんだよ!?　何で俺がおかしいみたいになってるのさっ！」

			　俺が全力でツッコんでいると、受付の仕事はいいのか、エリスさんがやって来た。

			「そうですわ。そんなくだらない情報、誰が求めるというんですの？　そんなことも分かりませんの？　これだから筋肉ダルマは……」

			「く、くだらないだと!?」

			　エリスさんの言葉に、ガッスルは目に見えて落ち込んだ。

			　つか、筋肉ダルマはスルーかい……。

			　しかし、エリスさんのような常識人がいてよかった。鞭むちを振るってるときは変態以外の何者でもないけど、普通に話せば話が通じるギルドでは数少ない常識人だ。

			　エリスさんの登場に、俺は軽く感謝しつつ、気を取り直してエリスさんに尋ねた。

			「えっと、エリスさん。ガッスルにも言ったんですが、ちょっと情報が欲しくて……」

			「なるほど、分かりましたわ」

			「おお！」

			「ＳＭ講座、入門編から上級編までありますけど……どれにします？」

			「アナタもかッ！」

			　少しでも期待した俺がバカだった！

			　ツッコミを受けたエリスさんは、なぜか戦せん慄りつする。

			「そ、そんな……圧倒的人気を誇ほこる、わたくしのＳＭ講座が……」

			「俺がおかしいんですか？　ねえ、俺がおかしいんですか？」

			　思わず二度同じことを口にしてしまう俺。それくらい、エリスさんの驚きよう愕がくの仕方が異常だった。

			　もうまともな人間はいないのか……。

			　頭を抱える俺に、ガッスルは笑顔で言う。

			「まあ、冗談はここまでにしようかな」

			「初めからそうしろよ！」

			　全力でぶん殴りたくなったが、自重しておいた。俺は大人だからな！

			「情報が欲しいのだろう？　ただ、最近はこれといって、変わった情報があるわけでもないのだが……」

			「なら、ここ半年の間にあった、大きな出来事か何かを教えてくれ」

			「半年？　まあ、それくらいならいいが……」

			　俺が半年と設定した理由は、俺が【果て無き悲愛の森】にいた期間が、約半年だったからだ。

			　もし、この期間に勇者の動きとかがあったのなら、知っておきたい。

			　それに、直接勇者のことを訊きけば、不思議に思われるかもしれないからな。何でそんなことが気になるのかとか、勇者が一般的に知られていなかったら、それこそ何でそんなことを知ってるのかとか。

			　俺の心の内など知る由もないガッスルは、まじめにここ半年の間に起こった大きな出来事を教えてくれた。

			「……うむ。やはり、一番大きな出来事といえば、カイゼル帝国が勇者召しよう喚かんを行ったことだろうな」

			「そうですわね」

			「！」

			　いきなりビンゴだ。

			　こうも簡単に知りたかった情報が出てきたことに驚きだが、今は大歓迎である。

			「勇者召喚……」

			　いかにも、そんなこと知りませんよ？　といった態度を装い、俺はそう呟つぶやく。

			「ん？　勇者召喚を知らないのかい？」

			「まあ……」

			「そうか。結構大きな出来事だったと思うのだがな……。まあ、知らないのであれば、教えよう。勇者召しよう喚かんとは――――」

			「カイゼル帝国が、復活したとされる魔王を討とう伐ばつするため、異世界から勇者を召喚しよう……といった内容ですわ」

			「……私のセリフ……」

			　落ち込むガッスルを無視し、エリスさんに魔王のことについて聞いてみる。

			「魔王って何なんですか？」

			「あら？　それも知りませんの？」

			「えっと……田舎いなかから来たもので……」

			　ギルドカードを発行するときも、出身地は書いていないわけだから、いくらでもウソが吐ける。良心が痛むが……。

			「そうですの。まあ、いいですわ。魔王とは簡単に言えば、魔族を率いる王……ですわね」

			「魔族を率いる……」

			「どういう存在かは、わたくしたちから聞くより、図書館で調べたほうが詳しいことが分かりますわよ？」

			「なるほど」

			　図書館か……。地球のころの俺は、読書とは無縁な生活だったのだが、多少なりとも異世界の図書館というものには興味が出る。

			　しかし、魔族ですか。この街の付近にある森で出会った……ベルだっけ？　アイツら、確か魔族軍がどうたら言ってた気がする。

			　そんなことを思った俺だが、ふとあることに気づいた。

			「えっと、そのカイゼル帝国は勇者召喚をして、魔王に備えているわけですよね？」

			「そうですわね」

			「なら、この国とか、他の国々は何か対策を立てているんですか？」

			　もし、魔王が凶悪な存在だったとすれば、こんなにのほほんと平和な気分で暮らしていていいのだろうか？

			　まあ、黒龍神の過去を知る俺からすれば、凶悪といった印象はあまり受けないんだけど。

			　そんな俺の質問に、いつの間にか復活したガッスルが答えた。

			「他の国でも、勇者召喚のことが話題にならなかったわけではないが、少なくともこの国ではそういったことは一切していないな」

			「え、大丈夫なのかよ？」

			「心配する必要はないだろう。この国には、二人の最強クラスの騎士がいる。一人は、王のそばを離れないのだが、もう一人が守護の天才でな。万が一、魔王軍がこの国……この街を襲ったとしても、まず負けることはないだろう」

			　ナニソレ、スゲー。

			　そんな強い騎士がこの国にいたのか……。

			　どんな騎士なのか、一目見てみたいななどと思っていると、ガッスルは続ける。

			「それに、Ｓランク冒険者の中には、魔族だっているのだぞ？」

			「そうなのか!?」

			　魔族でＳランク……なんか、カッコイイな。

			　てっきり、魔族は全面的に悪って認識かと思ってたけど、意外とそうでもないのか？

			　そんな俺の内心を察したのか、ガッスルは柔らかい笑みを浮かべた。

			「魔王がどういう存在なのかは知らないが、魔族というだけでその人を否定するのはおかしいだろう？」

			　俺は黒龍神の記憶で、魔族より人間のほうが悪いだろう、というイメージがある。

			　だが、ガッスルは魔族がどうとか、初めから気にしていないようだ。

			　アルトリアさんのときに思ったが、個性の強すぎる連中が集まるこのギルドでは、人間も魔族も関係ないのだろう。

			　そんなギルドを束ねるガッスルは、仕事をしているようには見えないが、ギルドマスターとしての器はあるのかもしれない。

			「それに、この国の王は、多種族との交流に積極的だ。それは魔族も含まれる。まあ、魔族との交流は、魔王の復活やらが起こっている今、積極的に行えていないから、友好関係も結べていないのだが……。国民は直接魔族の被害にあったわけではないから、国王の考えにも好意的だぞ」

			「……」

			　普通、人間って自分とは違う存在を本能的に嫌うものだと思っていたけど、ここの連中を見てると、むしろいろいろな個性がありすぎて、まったく気にならないんだろうなと思った。

			　変態だらけといえどもいいヤツらなのは、俺やサリア、何よりアルトリアさんが一番分かっている。

			　ギルドの連中が消えた俺たちを捜してくれていたことを思い出し、また少しだけ感動していると、ガッスルは他の情報も教えてくれた。

			「後は、そうだな……勇者関連で言えば、この半年の間で、様々な技術が劇的に向上したぞ」

			「え、なんで？」

			「勇者たちの住んでいた『地球』とやらの技術が、いくつかカイゼル帝国で広まったのだ。主に服や食事、娯ご楽らくに武器と様々な分野で技術の進歩があったぞ」

			「……」

			　おい勇者！　少しは自重しろ！　……俺が言えたことではないけどね！

			「でも、そのカイゼル帝国はよく技術を独占しなかったな」

			　俺は、思ったことを素直に口にする。

			　だって、勇者召しよう喚かんとかしちゃう辺り、ずいぶん身勝手な国だと思ってたんだけど……。

			　そんなふうに思っていると、ガッスルは苦笑いしながら言った。

			「ハハ。もちろん、カイゼル帝国は独占しようとしたさ。それこそ、他国を遥かに凌しのぐ技術だからな。それを一つの国が保有するということの意味の大きさは、誰もが分かることだろう」

			「なら、なんで？」

			「商売魂だけは、帝国でも抑えられなかったのさ」

			　し、商売魂？　え、ってことは……。

			「商人が、勝手に広めたってことか？」

			「まあ、結果的にはそう言うことだ」

			「商人の方々は、売って利益を得ることが仕事ですもの。新技術を使った商品が多く出回るカイゼル帝国で無駄な競争をするより、他国まで移動して、その技術を利用した商品を売るほうが絶対に利益が出ると思いません？」

			「た、確かに……」

			　そりゃあ新技術同士で競争するより、新技術が浸しん透とうしていない土地で勝負したほうが、絶対ぼろ儲もうけできるよな。

			「ですから、勇者が持ち込んだ技術は、多くの国々でも広まっているんですの。まあ、カイゼル帝国の商人の方々は、帝国が禁止するなかでその技術を広めるのにも、命がけだったようですが……」

			　うーん……カイゼル帝国とやらが、なかなかえげつない国に思えてきたな。

			　まあ、国民を守るという観点から考えれば、他国に技術が流用されるのは避けたいと思うのが普通だけどな。詳しい国内事情は知らんけども。

			　内心ひそかに納得していると、ガッスルが不意に何かを思い出した。

			「おお、そうだった。誠一君」

			「ん？」

			「君、まだ馬を持っていないだろう？」

			「馬？」

			　馬って……動物のだよな？

			　それ以外、馬と名の付くモノが思い浮かばなかったが、一応異世界ということもあり、思わず考えてしまった。

			　すると、そんな俺の様子を見て、馬を持っていないと察したガッスルは、なぜそんなことを突然口にしたのか説明を始めた。

			「Ｆランク冒険者とはいえ、馬は持っておいたほうがいいぞ。これから先、馬で移動することが多くなるだろう」

			「は？　俺、別に馬とかいらないんだが……」

			　だって、そこまで真剣にギルドで働くわけじゃないしな。

			　それに、俺は自分から進んで戦闘系の依頼を受けようとも思っていないので、遠出をするつもりはなかった。

			　そもそも、馬で走るより、俺が走ったほうが速いし。……あれ？　おかしい。

			「うむ、そうは言うがな。君は、ずいぶん実力があるようじゃないか。実力があれば、指名で護ご衛えいの依頼が来るかもしれないのだぞ？」

			「!?」

			　ガッスルの言葉に、俺は思わず緊張した。

			　な、なんで俺が実力あるだなんて言うんだ？　ステータスは完かん璧ぺきに偽ぎ装そうできているはずだし……。

			　そんな俺の考えが見透かされたのかは分からないが、ガッスルは理由を説明した。

			「まあ、アルトリア君が言っていたことなんだがな」

			「えぇっ？　な、なんて言ってたんだ？」

			「ん？　いや……『なぜか知らねぇが、おそらく誠一は実力を隠してる。オレでも勝てなかった化け物を、誠一は倒しているはずだ。じゃねぇと、オレや誠一たちが、こうして無事に帰れるわけねぇんだよ』……と言ってたからな」

			「……」

			「まあ、君のことは今はいいだろう。とにかく、そんな実力者を貴族は放っておかない。お抱えにしようと接触して来たり、護衛の依頼が舞い込んだりとな。今は知られていないかもしれないが、君が本当に実力者なのであれば、いずれバレると思うぞ」

			「……そんなことはないけどな」

			　今さらという気がしないでもないが、一応ごまかしておいた。

			　しかし、本当にガッスルは俺が強かろうが、そうじゃなかろうがどうでもいいらしく、話を続ける。

			「とにかく、護衛の依頼を受けることになれば、必然的に長い道のりを移動することになる。盗とう賊ぞくなどに襲われたりすれば、走ることにもなるだろう。だから、冒険者の間で、馬は貴重な道具のひとつなのだよ」

			「へぇ。でも、今馬を買ったって、置いておく場所がないし……」

			「ふむ、君はアルトリア君と同じで、『安らぎの木』で宿泊しているのだろう？」

			「そうだな」

			「あそこは、確か裏に、馬小屋があったはずだ。お金が少しかかるが、払えば、馬の世話もしてもらえるぞ」

			　なんだ、そうなのか。

			　今のところ不便は感じていないが、ガッスルの言う通り、いつ馬を使う場面が出てくるかは分からない。

			　周囲が馬を使っているなかで、俺だけ走ってそれでも疲れてなかったら、それこそ化け物扱いだし。

			「なら、馬を買おうかな」

			「まあ、それはお金がある時でいいのではないか？　私なりのアドバイスのつもりだし、今すぐというわけにはいかないだろう？」

			「いや、一応金はあるから大丈夫だ」

			「そうか。なら、少し待ってなさい」

			　ガッスルはそう言うと受付の奥に引っ込み、しばらくすると一枚の紙を持って戻ってきた。

			「これが、馬を売っている店までの地図だ。他にも、初心者だけでなく冒険者がよく行く道具屋や鍛か冶じ屋など、大切な場所の地図も書いておいたぞ。もちろん、図書館もな」

			「おお、ありがとう」

			　仕事しろとか思ってゴメン。

			「もう訊ききたいこととかはないか？」

			「ああ、取りあえずは大丈夫だ。もし、何か知りたいことがあったら、また頼らせてもらうよ」

			　そう俺が言うと、ガッスルもエリスさんも満足げに頷いた。

			「そうか！　なら、今度はぜひとも筋肉を効率よくつける方法の入門編を訊きいてくれたまえ！」

			「わたくしのＳＭ講座も、いつでもウェルカムですわ」

			「それは結構です」

			　最後にそんなやり取りをした後、俺はギルドを後にするのだった。

		

	
		
			　

			本の呪じゆ縛ばくと安らぎと

			　

			「あ、そういえば……進化の実、羊から貰ってるんだった」

			　俺は、ギルドから出た瞬間にそれを思い出した。

			　すっかり忘れてた……。まあ、黒龍神の件やアルトリアさんのこともあって、慌ただしかったってのもあるけど……。

			「図書館で調べたり、馬を買ったりするよりも、まず進化の実だよな」

			　進化の実のすごさを一番知っているのは、俺だと思う。

			　サリアも進化したわけだから、すごいことは知ってるだろうけど、俺はそれ以上に進化の実のすごさを知っているし感謝している。何度俺はあの実に助けられたことか……。

			　だからこそ、魔王についての情報なんかとは比べ物にならないほど、今の俺にとって重要なものだった。

			　幸い、俺は道具屋にもともと用事があった。

			　回復薬なんかを作ったりするための道具が欲しかったからだ。

			「ちゃんとした道具や、ビンが必要だからなぁ」

			　クレバーモンキーは、そのビンすら自作してたわけだからすごい。

			「えっと……おお、道具屋、意外と近いじゃん」

			　ガッスルから貰った簡単な地図を見てみると、ギルドからそれほど遠くない位置に道具屋の場所が示されていた。

			「よし、んじゃまずは道具屋からだな」

			　そう決めた俺は、早速道具屋に向けて歩き出した。

			　道中、ロリコンのオッサンが、お菓子を食べてる女の子を見て息を荒らげていたけど気にしない。あ、兵隊さん。あそこに犯罪者がいますよ。

			　しかし……ガッスルたちの話を聞くまで気にもしなかったが、周りをよく見てみれば、ジーパン姿の人とか結構いるな。地球とのギャップがなさすぎて、違和感を感じなかったんだろう。

			　他にも、地球で普通にありそうな服を着てる人もいるし。

			　勇者、少しは自重しろ。

			　そんなことを思いながら歩いていると、すぐに道具屋に辿たどり着いてしまった。

			「ここか」

			　目の前の道具屋は、変わった建物というわけでもない。ごく普通の店屋さんだった。

			　ドアを開けて店内に入ると、見たこともない道具がずらりと並んでいた。

			「おや？　お客さんかい？」

			　不思議な道具の数々に驚いていると、おばちゃんが奥から出てきた。

			「あ、どうも。ガッスルの紹介で来ました」

			「ははは。そうかい。好きなだけ見ていきな」

			　おばちゃんは笑いながらそういうと、また店の奥に引っ込んでいった。

			　……いや、放置されても困るんですけど!?

			　そこらじゅうに道具があるけど、知らないものばっかりだよ!?　なんか軽く説明が欲しかったなぁ。

			「仕方ない……取りあえず見てみるか」

			　商品名と値札が張り付けてあるので、そこからどういった道具なのか想像しよう。

			　最悪、スキルの『上級鑑かん定てい』を使えばいいし。

			「えっと……これは？」

			　そう言いながら初めに手にしたものは、よく分からない白い球体だった。

			　値段は１００Ｇである。

			「お手頃価格だな。それで、名前は？」

			　名前を確認してみる。

			『ただの玉』

			「おいコラ店主！」

			　ただって！　玉って！　一体何に使うんだよ！

			　……いや、決めつけるのはまだ早い。ただの玉って名前でも、何かしらの効果があるかもしれないじゃないか。

			　そう自分に言い聞かせ、スキルを発動させてみた。

			『ただの玉』……本当にただの玉。猫の遊び道具にもなり、魔物にぶつければ魔物の気を引ける……かもしれない。

			「チクショウ、本当にただの玉だ……！」

			　期待した俺がバカだったよ！

			　最近、期待を裏切られる機会が多い気がする。主に、ガッスルとか、エリスさんとか……。

			　いきなりツッコミどころしかない商品に疲れたが、すぐに気を取り直す。

			「んじゃ、この壺は？」

			　次に目に留まったモノは、妙な雰囲気のある壺だった。

			　何というか、錬金とかができそう。

			　もしかしたら、そういう道具なのかもしれない。

			　結構な値段で、10万Ｇもする。それだけ貴重ということだろうか？

			　今度は、名前を確認せず、そのままスキルを発動させ、確認した。

			『幸せの壺』……持ち主が幸せになれる気がする壺。売れれば、店主は幸せに。

			「兵隊さああああああん！」

			　詐さ欺ぎだ！　ここに悪徳商売してる人がいます！

			　こんな店が存在してていいの!?　つか、それ以上に、ガッスルはなんつー店を紹介してくれたんだよ！

			　あれか？　何も知らない新人を痛い目にあわせて、それを教訓にさせるために紹介したのか!?　もしそうなら、悪質すぎる！

			　もはや、この店に対する信用は地に落ちていた。

			　しかし、よく周りを見てみれば、まともな商品もありそうだ。

			　例えば、『異世界の紙』と書かれた商品は、この世界に召しよう喚かんされた勇者が編み出した製紙法で作られており、地球のモノよりは品質で劣るが、それでも羊よう皮ひ紙しとは比べ物にならない使いやすさを誇ほこっていた。

			　値段も１００枚で５００Ｇ。安いのか高いのかよく分からないが、極端じゃない分、まだましだろう。

			　他にも、魔法石というアイテムを使って作られた、『魔導式カメラ』というものもあった。おそらく、このカメラのアイデアも、勇者のうちの誰かが伝えたんだろう。

			　ギルドのヤツで盗とう撮さつ好きがいたけど、これでしてたのか……。

			　まだまだ俺の知らないものが多くあったが、いつまでも見ていては時間がもったいないので、必要な道具を探し始めた。

			　すると、特に苦労することなく、欲しいモノはすぐに見つかった。

			「あった。えっと……乳鉢と乳棒。それに、空き瓶を……取りあえず10個でいいか」

			　進化の実を育てるために、一応プランターとジョウロ、それと麻袋に入れられた土を買うことにした。

			　一通り欲しいモノを選んだ俺は、奥に引っ込んだオバサンを呼んだ。

			「すみません、お会計いいですか？」

			「おや？　もう決まったのかい？」

			「ええ、まあ」

			　返事が多少雑になってしまうのは、いろいろとこの店のことを知ってしまったからだろう。

			　何か話すわけもなく、俺は淡々と会計を済ませた。値段は３０００Ｇだったが、高いのか安いのか相変わらず分からない。

			　まあ、今のところ金には困ってないからいいんだけどさ。

			　店から出ると、再び賑にぎやかな風景が俺の目に飛び込んできた。

			「さて、次はどうするかな？」

			　正直、馬を買うにしても、それは最後がいいだろう。

			　今買ったら、いろいろ邪魔そうだしな。

			「なら図書館か」

			　魔王のことや勇者のこと、魔法の本なんかもあれば、それも見てみたいと思った。

			　次の行先も決まった俺は、ガッスルから貰った地図を確認しつつ、図書館へと足を向けた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「んー……デカい」

			　俺が図書館に辿たどり着いてからの第一声は、その一言だった。

			　目の前には地球の有名な美術館を思わせる、巨大な建物があった。

			　ステンドグラスや時計台もあり、綺き麗れいな見た目でとても街に映えていた。

			「ここが王立図書館ね」

			　これだけ大きければ、魔法の本とかいくらでもありそうだな。

			　そんなことを思いつつ図書館に足を踏み入れると、中も綺麗で、とてつもない数の本棚にビッシリと並べられた本が目に入った。

			　図書館に入場料などは存在しないが、その代わり、本は貸し出していないそうだ。

			　単純に本を一般公開しているだけらしい。

			　それぞれの本には、すべて盗難防止の魔法がかけてあり、図書館から一歩でも持ち出そうとすれば、持ち主ごと強制的に本が元あった本棚の位置まで転移させられるそうだ。魔法ってスゲー。

			　ただ、受付のようなものもないので、読みたい本があれば、自分で探さなくてはいけないらしい。

			　俺も自分で探してみたが、本が多すぎて、途中から自分が何をしているのか分からなくなった。

			　でも、そんな苦労をしたおかげで、気になる本をいくつか見つけることができた。

			　それらの本を抱え、図書館内の席に座る。

			　意外なことに人は一人もおらず、だだっ広い図書館を一人で占せん拠きよする形となった。

			「よし、んじゃまずはこれから読むか」

			　そう言いながら俺が広げた本は、『勇者と魔王』という題名がそのまま内容という本だった。

			　歴史書のように、難しい内容ではなく、子供向けの物語のようなものなのだが、一応の確認を込めて持ってきたのだ。

			　……まあ、結局無駄だったんですけど。

			　なぜなら、この物語は人間側のいいように曲解されており、魔族が絶対的悪として描かれていたからだ。

			　俺が求めてるのは、もっと公平に、第三者的視点で描かれたものである。

			　ま、そもそもそんなことを物語に求めてた俺がおかしいんだけど。

			　そんなことを思いながら、他の勇者と魔王関係のことが書かれた本を読み漁あさった。

			　だが、それでも俺の求めている内容はなかった。

			　どの本もすべて、魔王が悪で勇者が正義となっているのだ。

			　もしかしたら、それが真実なのかもしれない。

			　でも、黒龍神の過去を見た今では、とてもじゃないがそうは思えなかった。

			「上手くいかねぇな……」

			　思わずそう呟つぶやく。

			　しかし、そんな中でも一つだけおかしなことがあった。

			　歴史書の中に登場する勇者は、最終的に魔王を討とう伐ばつした後、全員が平和に暮らしたと書いてあるのだ。

			　勇者アベルの日記を読んだ俺は、それが信じられない。

			　あの日記の内容が本物なら、勇者は国によって自殺に追い込まれているはずだ。

			「……勇者を召しよう喚かんした国は、勇者を使うだけ使って自殺させただなんて死んでも記録に残したくないんだろうな」

			　ふとしたきっかけでそんな記録が勇者たちに知られれば、逃げ出したりするだろうからな。使い捨てにされる運命をわざわざ受け入れるヤツはいないだろう。

			「仕方ない……魔王のことは諦あきらめよう」

			　少なくとも、本でみた魔王と勇者に関する情報を俺は信用しないことにした。

			「ま、気を取り直して、他の本でも見ますか」

			　そう言いながら広げた本は、ステータスについて書かれた本だった。

			　なぜその本を読むのかと言えば、今まで俺は、ステータスのことをゲームや漫画から得た知識を頼りに自分で納得していただけだったため、何らかの違いがあるかもしれないと思ったからだ。

			　しかし、書かれている内容は、ほとんど俺の認識と変わらなかった。

			　それでも魅力の部分だけは、俺の認識と少し違っていた。

			　今まで俺は、魅力は容姿の良さを表しているモノだと思っていた。もちろん、実際そうでもあるのだが、それだけじゃない。

			　なんと、その人の身に纏まとう雰囲気も魅力の一つらしい。

			　だから、容姿が悪くても人を惹ひきつける何かがあるのなら、その人の魅力は高いことになる。

			　よく、カリスマ性があるとかいうが、それもこの魅力が関係しているのだ。

			　……あれ？　ということは、魅力が空くう欄らん状態だったりする俺はどうなんでしょうか？　人を惹きつける要素すらなかったということ？

			　軽くそんなことにへこんだが、すぐに復活した。

			　なぜなら、今から読む本は、魔法のことが書かれた本だからだ。気にならないわけがない。

			　わくわく気分で広げた本の題名は、『魔法を使うには？』というモノだった。

			　読み進めてみると、魔法そのものの説明があった。

			　簡単にまとめると、魔法は魔力というエネルギーを消費することで、世界に直接干かん渉しようできる力……らしい。

			　魔法を発動させる条件は、魔力とイメージ力。

			　そのイメージを固定しやすくするために詠えい唱しようというモノが存在し、詠唱破は棄きや無詠唱といった技術を持つ魔法使いは、イメージが自然にできている一流の魔法使いらしい。

			　……おかしくね？　俺、まったくイメージせずに魔法を使いまくってたんだが……。

			　だから、サリアとの戦闘のときに、自分の真上に大量の水を落とすような醜しゆう態たいをさらしたんだよ？　だってどんな魔法か知らねぇんだもん。

			　おそらくだが、俺がイメージなしで魔法を使えていた理由は、習得済みの状態で手に入れたため、イメージするという工程が必要じゃなかったからだろう。……うわぁ。

			　そんなことを思っていると、突然頭の中に無機質な声が響いた。

			『スキル《無詠唱》を習得しました』

			　…………。

			「……っふ～……」

			　まぁたやっちまったよ……。

			　さすが、称号に自重知らずがあるだけあるな。なんも知らない俺が、いきなり一流クラスのスキルを身に付けちまった……。

			　交番の落し物に、自重って届いてないかなぁ。

			　遠い目をしながら、割と本気でそんなくだらないことを考える俺。

			　しかし、もう俺が普通の人間じゃないことは理解しているので、結構早い段階で立ち直ることができた。

			　そのあとは、それぞれの属性別に分かれた魔法の本を、初級編から上級編、そして最上級編まで読んでいった。さすがに煉れん獄ごく属性の魔法の本はなかったけどね。

			　そんな中で、意外だったのが、空間魔法のことについて書かれた本もなかったことだ。

			　アイテムボックスのこともあるし、本はあると思ってたんだけどな。

			　なので俺が読むことができた属性の本は、基本属性である火、水、風、土、雷、氷、光、闇、無だ。

			　本を読んで判明したことだが、火、水、土そして闇属性の本に書かれていた魔法は、すべて俺の知識の中にある魔法と同じだった。

			　だから、それらの属性の本を読み終えたとき、俺は自分が使える魔法の効果を完全に把は握あくできていた。空間魔法を除いてだが。

			「よし。これで、初めて使った魔法の二の舞にはならないぞ」

			　今まで消費魔力しか分かっていなかったが、効果や威力まで詳しく書いてあったのだ。

			　ただ、俺が使う魔法は、威力が桁けた違いなので、そこは当てにしていないが……。

			　こうして、火、水、土、闇属性の魔法の本を読み終えた俺は、残りの無、風、雷、氷、光属性の魔法の本も読んでみることにした。

			　今は使えないが、いつか使えるようになるかもしれないし、もし相手にこれらの属性を使うヤツがいれば、対応できると思ったからだ。

			　火や水は、攻撃力が高そうな魔法が多いが、風や土、雷は、どちらかといえば、応用のききそうな万能系統の魔法が多かった。そう言った意味では、風、土、雷属性が使いやすいのだろう。

			　何気に、無属性魔法が応用の幅が広かった。身体強化や単純にモノを浮かせたりなど、直接攻撃する手段は少ないが、使い方によっては非常に強力なものが多いと思う。

			　とにかく、俺はすべての基本属性の魔法の本を読み終えてしまった。時間も、地球のころの俺では考えられないほど早く読み終わったと思う。これも、進化の恩恵か？

			「ふぅ……終わったぁ！」

			　背伸びをしながら、そう言った瞬間だった。

			『【無属性魔法：極きわみ】を習得しました。【風属性魔法：極】を習得しました。【雷属性魔法：極】を習得しました。【氷属性魔法：極】を習得しました。【光属性魔法：極】を習得しました。称号【魔導の極きよく致ち】を習得しました。全基本属性魔法を最高状態で習得したことを確認。よって、スキル【合成魔法】、【多数展開】、【魔法創造】、【刻印魔法：極】、【陣形魔法：極】を習得しました』

			　そんな無慈悲な声が、再び頭に響いた。

			「…………」

			　おかしいなぁ。目から血涙が止まらないのはなぜだろう？

			　いや……ね？　おかしくね？　俺、本読んでただけなんだぜ？　それでコレだよ？

			　もしかして、俺って気軽に本すら読めないわけ？　読むたびにこれの二の舞？　え、呪のろい？

			　もう、ツッコむ気力がほぼ残っていない俺だったが、なんとかその少ない気力を振り絞り、習得したスキルや魔法を確認していく。

			　ただ、無、火、水、風、土、雷、氷、光、闇属性の魔法は、本で読んだし確認しなくてもなんとなく分かるので、それ以外を確認していく。

			『無詠えい唱しよう』……詠唱せずに、魔法を使用することができる

			『魔導の極致』……全基本属性魔法を極めたものに送られる称号。魔法の攻撃力が２倍になる

			『合成魔法』……違う属性同士や、同じ属性同士の魔法を合成させ、強力な魔法を生み出すことができる

			『多数展開』……属性に縛しばられることなく、同時に多数の魔法を使用することができる

			『魔法創造』……今までにない、自分だけの魔法を創り出すことができる。創り出した後は、無詠えい唱しようで発動できる。創り出す前は、より明確なイメージが必要となり、名前も決める必要がある

			『刻印魔法：極きわみ』……剣やアクセサリーなどに、魔法を刻み込むことができる

			『陣形魔法：極』……魔法陣を用いた、強力な魔法を使うことができる

			「ダ～メだこりゃ、手におえねぇ……！」

			　俺は、まだまだ人間からかけ離れていくようです。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……」

			　図書館から出た俺は、精神的に疲れていた。

			　どーしよ、俺。何目指す？　勇者？　それとも魔王？　今なら、どっちもイケる気がする。それこそ、コンビニに行くくらいの気分で。ハハ、まじヨユー。

			　どんよりとした気分のまま街を歩いていると、いつの間にか広場のような場所に来ていた。

			「……うーん、賑にぎわってるなぁ」

			　おそらく魔法か何かの力で水を噴き上げている噴ふん水すいを中心に、周囲には数多くの露店が立ち並んでいた。

			　美お味いしそうな匂いを立ち昇らせる店や、ド派手なインパクト抜群の巨大な絵画を売る人。様々な人が、そこで売ったり買ったりしている。

			「そう言えば、昼飯食べてなかったな」

			　図書館にいたせいで、時間がよく分かっていなかったが、気づけばお昼を過ぎていたのだ。それでも、半日もしない時間内に、あれだけ多くの本を読んだ俺は異常だと思う。

			「なんとなく、人が多いこの広場で食べたくないな……」

			　賑にぎやかな広場で食べるより、落ち着いた店内で食べたかった。沈んだ気分なので。

			　そんなことを思いながら広場を歩いていると、ふと視界に一つの店が映りこんだ。

			　他の露店のように、しっかりとした屋台があるわけでもなく、お客さんも一人もいない。

			　ただ、地面にシートを広げて、絵画らしきものを売っているだけだった。

			　地球のころの俺は、人並み程度にしか芸術には興味がなかったのだが、なぜか、その店に俺は自然と足が向いていた。

			　店には、一人の女の子が座っている。それも、犬の耳が生えた女の子だ。おそらく店主だろう。耳、触ってみたい……。

			　俺より少し年下くらいで、顔だちは可愛かわいらしいのだが、今はそんな顔も沈んでいた。

			　俺が店の前まで来ると、女の子は顔を上げる。

			「あ……い、いらっしゃいませ！」

			　すると、沈んでいた表情を消して、元気な挨あい拶さつをくれた。

			　女の子の様子を観察しながら、商品である絵も見てみる。

			「！」

			　これは……。

			　俺は、そこに並べられた絵に思わず魅入ってしまった。

			　派手さがあるわけでもない。何か、変わった画風なわけでもない。

			　ハッキリ言えば、大きな特徴があるわけではないのだが、並んでいる絵のすべてが俺には魅力的に見えた。

			　水を飲む鳥の絵、談笑する人の絵、夕焼けに染まるこの街の絵、夜空の絵……どれも、日常の中にある些さ細さいなことを題材にした絵だった。

			　ここに来たときに見た、ド派手な絵を売っている人のところには多くの人が並んでいたが、ここは一人もいない。

			　それが俺には不思議だった。

			　だって、ド派手な絵……あれ、何描いてあるのか分からなかったんだもん。ピカソは、きちんと絵を描ける上で、独創的な絵を描き上げて人々を感動させていたけど、あの絵からは俺は何も感じなかった。

			　まあ、ピカソの絵ですら、教科書で見たりしてすごいなと思った程度だし、そもそもそんなにハッキリとした芸術的感性が俺にはあるとも思えないので、何とも言えないのだが。

			「これ、全部君が描いたのかい？」

			　思わずそう訊きいてしまった。

			　すると、女の子はいきなり訊かれたことに驚いたのか、少し目を開いた後、すぐに「はいっ！」と答えた。

			　スゲー……。俺、絵とか全然描けないぞ。見た感じ俺より年下なのに……。

			　とにかく、俺は女の子の絵に感動した。

			　この世界に来て、初めて興味を持った絵だし……一枚、買っていくか。

			　そう思った俺は、中でも一番心惹ひかれた夕焼けに染まる街の絵を買うことに決めた。

			「この絵、いくらかな？」

			「え？　えっと……１０００Ｇです」

			　うーん……絵だから、余計に相場が分からない。高いのか？　安いのか？

			　どちらにせよ、好きで買うわけだから、いくらだろうが、後悔はしないと思った。

			「じゃあ、この絵をください」

			「あ……あ、ありがとうございます！」

			　女の子は、感極まった様子で、俺から１０００Ｇを受け取ると、丁てい寧ねいに絵を包装してくれた。

			　額がく縁ぶちも買わなきゃな。

			　そんなことを考えていると、女の子が包装が終わった絵を俺に渡してくれた。

			「ありがとう」

			　絵を受け取ると、俺はすぐにアイテムボックスに仕舞う。傷ついたら嫌だし。

			「あ、ありがとうございましたっ！」

			　店を後にしようとすると、女の子が立ち上がってお辞儀をしてきた。

			　スゲー喜ばれてるけど、そんなに売れてなかったのかな？

			　いい絵なのにな。

			　なんとなく納得できないまま、俺は休憩できる店を探すことにした。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「なかなかないなぁ……」

			　広場から離れて、俺は休憩できそうな店を探していた。

			　だが、道沿いにある店はどこもお客さんでいっぱいで、とてもじゃないがゆっくりできそうではなかった。昼時だしね。

			　あまりにも見つからないので、俺は少し人が少ない場所に行ってみることにした。

			　そこは、思い出したくないが、ギルドに来た直後、あの恐ろしいホモ集団に襲われた場所だったりする。

			　あそこらへんは人気がなかったので、そこを中心に探せば、一軒くらい見つかるだろう。

			　そんなことを考えていたら、案の定、あっさりと人気の少ない店が見つかった。

			「『喫茶店アッコリエンテ』か……」

			　……アッコリエンテって何？　新種の食べ物？

			　くだらないことを考えつつ、俺は店に入った。

			　扉にはベルが付いており、ベルの綺き麗れいな音が響く。店内は少し暗く、ムーディーな空間が広がっていた。バーカウンターのようなものがあり、その向こうには白髪の渋い初老の男性が、バーテンダーのような恰かつ好こうをして立っている。

			　……喫茶店だよな？　これ、バーじゃね？　俺、未成年なんですけど……。

			　店内の雰囲気に気圧されていると、俺以外にも一人だけお客がいたらしく、その人が俺に気づき、声をかけた。

			「あん？　お前さん、そんなところで突っ立ってないで、入ってきたらどうだ？」

			「え？　あ、はい……」

			　思わず返事をしてしまった俺は、そのままバーカウンターまで近づく。

			　すると、俺に声をかけたお客の顔が見えた。

			「初めて見る顔だな。お前さん、冒険者か？」

			　そう訊きいてくる男性は、綺麗な金髪を荒々しく逆立て、この世界で一般的に着られている服を身に纏まとっていた。年齢は40歳くらいに見えるが、顔はとてもカッコイイおじ様といった感じである。
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			「えっと、つい昨日、正式に冒険者になったばかりです」

			「ふーん、そうか。取りあえず、俺はランゼ。まあしがない小市民だよ。よろしくな」

			「あ、どうも。俺は誠一といいます」

			「誠一？　なるほど、名前の響きからすると、東の国出身か。それなら、その姿も少しは納得できるな」

			「そうですか？」

			　この姿、どんな認識のされかたをしているんだ……つか、ここでも東の国か。アドリアーナさんも同じようなことを言ってたけど……。

			　小さな俺の呟つぶやきを聞いて、ランゼさんは呆れながら言った。

			「はあ？　東の国っていえば、屈強な戦士が多いってことで有名じゃねぇか。それこそ、『天てん刃じん』の二つ名は大陸中に知れ渡ってるんだぜ？　しかも、見た目はカイゼル帝国で召しよう喚かんされた勇者に似て、黒色に近い髪を持つヤツらが多いらしいし……。そんな国出身だから、いろいろ面倒事に巻き込まれないようにするために、そんな格好してるんじゃねぇのか？　それとも、お前は違うのか？」

			「ソ、ソウナンデスヨー！　ハハ、ハハハハ」

			　おい、東の国！　何でそんな面倒くささ満点なんだよ！

			　それに、屈強な戦士が多いって……どこの戦闘民族!?　そもそも『天てん刃じん』って誰!?

			　ま、まあ、黒髪に近いってことは、今のところ勇者と同じ地球出身ってバレずに、東の国出身で通せそうだな。

			　乾いた笑みを浮かべ、必死に表面を取り繕つくろっていると、突然俺の目の前にケーキらしきものと紅茶が置かれた。

			　驚いて、バーテンダーっぽい人のほうに顔を向けると、静かに口を開いた。

			「……初めて来店していただいたお客様へのサービスです」

			　メッチャいい声！　思わず聞き惚ほれそうだよ!?

			　重低音の小さくもよく響く声は、聴いているだけでもすごく心地よかった。サービスまでしてくれたしな。

			　すると、そんな俺の反応が面白かったのか、ランゼさんは笑いながら言う。

			「ハハハ！　コイツは、ここの店主をやってる、ノアードだ」

			「……ノアードです。今後とも、よろしくお願いします」

			「あ、こ、こちらこそ！」

			　ノアードさんは、ビックリするほど綺き麗れいなお辞儀をした後、皿を拭き始めた。……本当にバーテンダーみたい……。

			　そんなことを思いながら、前に置かれたケーキを食べてみる。

			「ん!?」

			　な、ナニコレ、スゲー美う味まいんだけど!?

			　異世界だから、てっきり味は微妙なのかと思ったが、全然そんなことはない。ふわふわで、絶妙な甘さのクリームが、上に乗った果物の甘あま酸ずっぱさと上手く調和して、いくらでも食べられそうだった。

			　驚く俺に、ノアードさんは丁てい寧ねいに教えてくれる。

			「……そちらのケーキは、異世界から召しよう喚かんされた勇者によってもたらされたレシピを応用して作ったものです。紅茶は、あまり知られていませんが、味わい深く、爽さわやかな香りが特徴のレンデルの葉を使用しております」

			　うん、レンデルは知らんけど、ノアードさんがすごいことは分かった。

			　だって、勇者の持ち込んだレシピを使ったからって、こんなに美お味いしいケーキが作れるわけないもん。

			　それに、ノアードさんが言った通り、紅茶は爽やかな香りと、クセの少ない深い味を存分に堪能できるものだった。

			「何でこんなに美味しいのに、お客さんが少ないんですか？」

			　失礼だということは承知だが、訊きかずにはいられなかった。

			　すると、なぜかノアードさんではなく、ランゼさんが答えた。

			「そりゃあ、人通りの少ない場所にあるってのが一つと、ノアード自身がそれほど客を望んでいないんだよな。だろ？」

			「……ええ。私は、訪れたお客様が、この店で安らぐことができるようにしたいので」

			「そう言うことだ。それに、数少ない客の一人である俺もそうだが、他の連中も、ここのことは誰にも教えない。いわゆる、自分だけが知ってる、隠れた名店的存在にしたいわけだ」

			「なるほど……」

			　その気持ちは、分からなくもないかも。自分だけ知ってるってのは、なかなか優越感があるもんな。

			　少し納得した俺は、ふと気になったことをノアードさんに訊きく。

			「それじゃあ、店名の『アッコリエンテ』って、どういう意味ですか」

			「お、それは俺も知らねぇな。ノアード、どうなんだ？」

			　ランゼさんも知らないらしく、俺の質問に食いついた。

			　すると、ノアードさんは、優しく微笑ほほえみ口を開く。

			「……なんとなく、ですかね」

			「「まさかの理由なし!?」」

			　ハモって驚く俺たちに、ノアードさんは続ける。

			「……なぜか、店を始めるとき、この名前が浮かんだのですよ。未だによく分からないのですが、響きも好きなのであまり気にしていません」

			「そうですか……」

			「うーん……まあ、響きは面白いけどな。意味はねぇのかぁ……」

			　俺たちの反応を見て、またノアードさんは優しく微笑ほほえんだ。

		

	
		
			　

			《災さい厄やく》少女の決意、《化物》少年の苦悩

			　

			　オレ――――アルトリア・グレムは、困こん惑わくしていた。

			　昨日の一件――オレの呪のろいが解けたときから、オレは妙に誠一が気になって仕方がないのだ。

			　なのに、今朝のように、誠一の姿を見ると、なんだか胸の奥がこう……キュッと締め付けられるような、そんな切なさに襲われる。

			　苦しいはずなのに、なんだか心地いい。

			　オレにとって初めての体験で、だからこそ困惑していた。

			　この切なさの正体は何なのか？

			　それに、少ししか過ごしていないとはいえ、見慣れてきたサリアと誠一のやり取りを見てると、なんだか……モヤモヤして、小さな苛いら立だちのようなものが募つのった。

			　でもそれ以上に、なぜだかすごく悲しかった。

			　だから、誠一の姿を見ても、すぐに逃げるように離れたのだ。

			　……この気持ちの正体を知りたい。

			　ただ、その正体を知ってしまえば、オレはなんだか後に戻れない気がする。

			　大切な、何かを失うかもしれない。そんな気がしてならないんだ。

			　それが……とても怖い。

			「オレ……一体どうしちまったんだ……？」

			　誰に問いかけるわけもなく、独り言のようにそう呟つぶやいた時だった。

			「なら、私が相談に乗ってあげようかしら？」

			「え？」

			「ごきげんよう、アルトリアちゃん」

			　オレに話しかけてきたのは、誠一と一緒に受けた散歩の依頼の依頼主のアドリアーナさんだった。

			　街でたまたま出会ったオレは、そのままアドリアーナさんの家に招待され、そこで相談に乗ってもらうことになった。

			「……オレ、なんだかおかしいんです」

			「何がおかしいの？」

			「誠一を覚えてますか？」

			「ええ、もちろん」

			「その……昨日から、誠一の姿を見ると、なんだか……この胸の奥が……言葉にするのは難しいんですけど、苦しいのに、なんだか嬉しい、温かい……そんな気持ちになるんです」

			「ふむふむ」

			　アドリアーナさんはオレの話を聞きながら、紅茶を一口飲む。

			「それだけじゃなくって、その……誠一には、たぶん彼女……だと思うんですけど、とっても可愛かわいい女の子がいて……その女の子と楽しそうに話してる姿とか見ると、なんだか……さっき言ったように、胸の奥がモヤモヤするんです」

			「なるほどねぇ……」

			　アドリアーナさんはオレの言葉を聞き終えると、再び紅茶を一口飲む。

			　やっぱりオレ、どこかおかしいんだろうか？　呪のろいが解けたことによる、副作用とか？

			　不安な気持ちになるオレに、アドリアーナさんは一息つくと、断言した。

			「それは恋ね。それも、アルトリアちゃんの様子から察するに、初恋よ」

			「はっ!?　こ、恋!?」

			　思わず声を裏返らせて、そう口にする。

			　混乱するオレに、アドリアーナさんは続けた。

			「そうよ。アルトリアちゃん……アナタ、恋してるのよ」

			「～～～～っ!!」

			　ハッキリとそう言われたオレは、顔から火が出そうなほど、真っ赤になった。

			　こ、このオレが……こ、恋、だって……？

			「あ、ありえねぇよ！　このオレが!?　絶対にないっ！」

			　なぜか、オレは必死に否定した。そうしないと、何かが変わる気がしたから。変わるのは、怖い。

			　だが、そんな否定さえ、アドリアーナさんは軽く流した。

			「でも、それ以外考えられないでしょ？　それに、アルトリアちゃんだってとっても魅力的な女の子じゃない。別に恋の一つや二つ、おかしくもないわ。むしろ、今まで恋してこなかったほうが不思議なくらいだもの」

			「そ、そんなこと――――」

			「それじゃあ、その左手の薬指に嵌はめてる指輪は何かしら？」

			「ッ！」

			　オレは、反射的に誠一から嵌めてもらった、指輪を手で触れた。

			　オレの左手の薬指には、綺き麗れいな紫色の宝石が埋め込まれた指輪が嵌まっている。

			　そして、男性が女性の左手の薬指に指輪を嵌めるということは――――。

			「永遠の愛の誓い……それくらい常識でしょ？」

			「～～～～～～～～～～ッ！」

			　オレの心の中を覗のぞいたように、アドリアーナさんは的確な言葉を突きつけてきた。

			　顔を最大限に真っ赤にして、言葉にできない恥ずかしさに耐える。

			　すると、そんなオレの様子にもお構いなしで、アドリアーナさんは続けた。

			「その誠一さんから貰った指輪のおかげで、アルトリアちゃんの呪のろいが解けたんでしょ？」

			「……はい」

			「誠一さんって、おそらく東の国出身だし、この大陸の常識を知らないかもしれないわね。そう考えると、その指輪にも深い意味はないのかもしれないわよ？」

			「……」

			　なぜだか、とても切なくなった。

			　オレの心が、おかしい。

			　本当なら、アドリアーナさんの言う通り、それでいいはずなんだ。

			　誠一にはサリアがいる。

			　それなのに、オレに指輪なんか贈ったら……。

			　だから、オレも深く考えなくていいんだ。

			　たまたま、この指輪がピッタリと嵌はまった場所が、左手の薬指だった。それだけだ。

			　それでいいじゃねぇか。

			　……なのに……なのに、なんで悲しいんだ？　寂さびしいんだ？

			　深い意味がないなら、オレの呪いが解けただけで……十分じゃねぇか。

			　自分の心が、自分でも分からない。

			　どうして、こんなに切ないんだよ……訳分かんねぇよ……。

			　知らないうちに、オレの目には涙がたまっていた。

			　オレが黙って俯うつむいていると、アドリアーナさんは優しく語りかけてきた。

			「アルトリアちゃん。もう、認めちゃったら？」

			「……」

			「アナタは、誠一さんのことが――――好きなのよ」

			「――――」

			　涙でいっぱいになった目を、ゆっくりとアドリアーナさんに向ける。

			　もう、誤ご魔ま化かしきれない。

			　アドリアーナさんの一言で、オレはハッキリと認識した。

			　……オレは、誠一のことが……好き。好きになったんだ。

			　それを認めた瞬間、オレは涙があふれ出てきた。

			　あそこまで、オレに真剣に接してくれたヤツはいない。

			　ギルドの連中も、街のみんなも……オレのことを気にかけてくれたけど、大変なことに巻き込んだ上で、それでも変わらずに接してくれたのは、誠一たちが初めてだった。

			　誠一に必要だと言われたとき、みんなと同じで、誠一がオレのことを好きって言ってくれたとき、本当に嬉しかった。

			　優しく、安心できるように後ろから抱きしめられたとき……心が温かくなった。

			　……そっか……オレ――――恋してたんだ。

			　やっとそれに気づいたオレを、アドリアーナさんは優しく微笑ほほえんで抱きしめた。

			「不器用なアルトリアちゃんに、一つ教えてあげる。好きな男の子が、他の女の子と話してる姿を見てモヤモヤするのは、別におかしなことじゃないのよ？」

			「……そう、なのか……？」

			「そうよ。それは、嫉しつ妬と。行き過ぎた嫉妬はダメだけど、少しくらいならいいのよ。アルトリアちゃんの初恋よ？　戸惑うのは分かるけど、それはとっても当たり前のことなの」

			「……うん」

			「それに、誠一さんに彼女がいたって、別にいいじゃない。男の甲か斐い性しようが試されるけど、重婚なんて、基本的にどの大陸でも当たり前でしょ？　それが嫌なら、アルトリアちゃんが誠一さんの一番になればいいのよ」

			「……そんなこと、できねぇよ。そもそもオレ……全然可愛かわいくねぇし、こんな口調だし、荒っぽいし。こんな女、誠一も嫌だと思うに決まってる……」

			　本気でそう口にすると、アドリアーナさんは苦笑いした。

			「もう、アルトリアちゃんは、もっと自分に自信を持ちなさい。今度、私の友達で恋愛に詳しい子、紹介してあげるけど、まずはアルトリアちゃんが自分の魅力を理解しないと、何も始まらないわよ？　それに、誠一さんがそんなことを気にするような人だと思ってるの？」

			「……」

			　オレは無言で首を横に振った。

			　アイツは、そんなことを気にするようなヤツじゃない。

			　じゃなきゃ、転移魔法陣が出現してオレが飛ばされそうになったとき、咄とつ嗟さに手を伸ばして助けようとしたりしなかっただろう。

			　オレに本気で接してくれる。

			《災さい厄やく》だったオレを、受け止めてくれたんだ。

			「……オレ、好きになっていいのかな……？」

			「ええ」

			「……迷惑じゃ、ねぇかな……？」

			「そんなことあるわけないじゃない。むしろ、嬉しいはずよ」

			「……そっか……」

			　オレも、人を好きになってよかったんだ。

			　もう、《災厄》に縛しばられなくて、いいんだ……。

			　――――やっと、一歩踏み出せた。

			　その瞬間、オレの心に新たな感情が芽生えた。

			　それは、さっきまでの感情とは違い、とても前向きな感情だった。

			「……アドリアーナさん。オレ、どうしたら誠一に振り向いてもらえるかな……？」

			「え？」

			「さっきまで、苦しくて、切なくて……とても辛つらかったのに、今はそれがとっても嬉しいんだ。こんな気持ち、初めてなんだよ」

			「……」

			「だから……オレの想い、誠一にぶつけたい。こんな女としての魅力に欠けるオレだけど……それでも誠一が好きだから。オレが誠一を好きなように、誠一にもオレを好きになって欲しい」

			「アルトリアちゃん……」

			「だからさ、アドリアーナさん。その……恋愛とか初めてでよく分からねぇから、いろいろと教えてくれないか？　どうすればいいのか……」

			　オレの真剣な想いを聞いてくれたアドリアーナさんは、一度頷くと笑顔で言う。

			「任せなさい！　バッチリ、誠一さんを射止める方法、教えてあげるわ！」

			　そんな頼もしい発言の後、オレはアドリアーナさんにいろいろと教えてもらったのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「――――ということがあったんですよ」

			「はぁ～。冒険者も大変だなぁ」

			　俺こと柊誠一は、ノアードさんの『喫茶店アッコリエンテ』で軽い世間話をしていた。

			　たった今も、俺とアルトリアさんがいきなり変な迷宮に飛ばされた話をしたところだ。

			「んで、一つ気になったんだけどよ、その《災さい厄やく》の嬢ちゃんはどうしたんだ？」

			　呪のろいが解けたことまで話したからか、ランゼさんはそう訊きいてくる。

			「それがですね……なぜだかよく分からないんですけど、避けられてるんです」

			「はあ？　どうして？　誠一のおかげで呪いが解けたんだろ？」

			「そうなんですけど……その……変なこと訊くようですが、男性が、女性の左手の薬指に指輪を嵌はめる行為……これって何か意味があるんですか？」

			「あ？　そりゃあ……ってそう言えば、誠一はこの大陸出身じゃなくて、東の国出身だったか。それなら知らなくても無理ないが……。ん？　ちょっと待て。そんな話をするってことは……」

			「……お察しの通りです。呪いを解くアイテムが、たまたま指輪で、あまりにも気が動転していたんで、そのまま左手の薬指に嵌めちゃったんです」

			「ウソだろ!?」

			　俺の告白に、ランゼさんだけでなく、ノアードさんまで目を見開いていた。

			　どうしよう。嫌な予感しかしない。

			「えっと……マズかったですかね？」

			「マズいどころじゃねぇだろ……」

			　ランゼさんが呆れるなか、ノアードさんは丁てい寧ねいに教えてくれた。

			「……誠一さん。この大陸では、主に男性が女性へと指輪を贈る際、左手の薬指に嵌はめることが、永遠の愛を誓うこととなっているんです」

			「ブフォアッ!?」

			　予想にたがわず、とんでもねぇことヤッちまってた！

			　思わず吹き出し、焦る俺に、ランゼさんは半眼になりながら言う。

			「……いろいろ手遅れだと思うぜ、俺は。お前より何年も長く生きてるとはいえ、そんなミスしたことねぇよ」

			「……俺も予想外ですよ」

			「しかも、そんな大事な誓いだぞ？　それがウソでした～とか、勘違いでした～とかほざいてみろ。間違いなく殺されんぞ」

			「うっ！」

			「それだけ、女性にとって、その行為は大切だってことだよ。お前の国では知らんが、この大陸では一番といっていいほどな」

			「……そうですね。話を聞いた限りでは、誠一さんの行動は少々……軽率すぎたかもしれませんね」

			「がはっ!?」

			　今の言葉、俺の胸を確実に貫つらぬいたぜ……。

			　でも……そうだよな。

			　いくら俺にその気がなかったとはいえ、間違いなく俺は女性にとって憧れの行為をしちまったんだ。勘違いです、で済まされるはずがねぇ。

			　それに、俺もそんな不誠実な真似はしたくねぇよ。

			　でもそれじゃあ……。

			「どうすりゃいいんだよ……」

			　思わずその場で頭を抱える。

			　そもそも、俺なんかがアルトリアさんに釣り合うわけねぇじゃん！　サリアでさえ、俺なんかが釣り合ってるとは思ってないのによ！

			　すると、ランゼさんは笑いながら言った。

			「どうするも何も、結婚しちまえばいいじゃねぇか」

			「はっ!?　け、結婚!?」

			「あん？　何驚いてやがる。どのみち、永遠の愛を誓っちまったんだ。結婚するしかねぇだろうが」

			「そ、そうですけど……俺にはもう……」

			　そう、俺にはすでに、サリアという大切な女性がいるんだ。……ゴリラだけど。

			　そんな反応を見て、ノアードさんは静かに訊きいてくる。

			「……誠一さんは、すでに心に決めた女性がいらっしゃるのですね」

			「……ええ、まあ」

			「おいおい、マジかよ!?　お前、怪しい格好してる割にモテるんだな」

			「怪しい格好って……」

			　そりゃまあ、フードを被って顔が見えない男はさぞ怪しいでしょうよ。もう慣れたけど。

			「しっかし……好きな女がもういんのか。なら、その女も含めて、二人と結婚しちまえばいいじゃねぇか」

			「はあ!?　二人と!?」

			　ランゼさんのトンデモ発言に、俺は思わず大きな声を上げた。

			「俺、おかしなこと言ったか？」

			「いや、十分おかしいでしょ！　結婚って普通、一人としかできないですよね!?」

			　叫び声にも近い声音でそう告げると、ランゼさんもノアードさんも一瞬不思議そうな顔をしたが、すぐに納得の表情を浮かべる。

			「もしかして、東の国は違うのか？」

			「へ？」

			「いや、この大陸は基本重婚が認められてるからよ。つか、この大陸だけじゃなく、他の大陸でもそうだと思ってたんだが……」

			　何ですと!?　重婚、認められてんの!?

			　驚く俺を見て、勝手に二人は納得してしまった。

			「その様子だと違うみたいだな」

			「……まあ、確かに重婚は認められていても、王族や貴族以外の方々がしているのは珍しいですからね」

			　もう、俺が東の国出身で、しかも重婚が認められていない国ってことになっちまったらしい。

			　なぜだ。

			　まあ今のところ、それで不便していないし、いいんだけどな。

			　そんなことよりも、まずはアルトリアさんだ。

			　ホント、どうすれば……。

			　頭を抱えて必死に悩んでいると、目の前に紅茶が出された。

			　ふと顔を上げれば、ノアードさんが優しく微笑ほほえんでいる。

			「……リラックス効果があるアルテルの葉を使って作られた紅茶です」

			「え？　別に頼んでないですけど……」

			「……私のおごりということで。それに、一つだけ、年長者としてアドバイスしましょう」

			「？」

			「……絶対に、曖あい昧まいな答えを返さないでください。大丈夫だとは思いますが、誠一さんの行った行為は、それだけ重いのですよ。だから、受け入れるのか、それとも誠心誠意をもって謝罪するのか……それを、しっかりと決断しておいてください」

			「……」

			　……そうだよな。

			　曖昧な答えは、許されない。それ以前に、俺が許さない。

			　知らなかったとはいえ、それを曖昧にするだなんて最低なことだ。

			　……知らないうちに二股みたいなことをしてる時点で、とんでもなく最低だと思うけどな。

			「……分かりました。俺、自分の口で、ハッキリと伝えようと思います」

			「……そうですか」

			　ノアードさんは俺の答えを聞いて、満足そうに微笑ほほえんだ。

			　せっかくなので、出された紅茶を飲んでみると、なんだか体の余計な力が抜けて、とても気分がよくなった。

			　味も、仄ほのかな甘さで俺好みだった。

			　全部飲み終えると、ふと時間のことを思い出す。

			　そういえば、結構長い間話してたけど、そろそろ帰ったほうがいいかもな。

			　そう思った俺は、ノアードさんに礼を言い、立ち上がる。

			「ごちそうさまでした。紅茶、美お味いしかったです」

			「……ありがとうございます。またのご来店をお待ちしておりますね」

			「そうだな。また、会えたら話そうぜ」

			　ランゼさんも笑顔でそう言ってくれた。

			「はい、ぜひ！」

			　いいお店だったな。また、来よう。

			　そんな決意を胸に、俺は店を出た。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ふぅ……青春だねぇ」

			　誠一が店から出ていったあと、ランゼはそう呟つぶやいた。

			　そんなランゼに、ノアードは静かに言う。

			「……ランゼ。アナタは帰らなくてもいいのですか？」

			「あー……そのうち帰るさ。迎えがきたらな」

			　ランゼのセリフに、ノアードはため息をつく。

			「……いくら私がいるとはいえ、ここまで一人で来るのは、いささか無防備すぎなのでは？」

			「安心しろ。一人じゃねぇから大丈夫だ。ちゃんとルイエスが付いてる」

			「……はぁ。ここまで毎回付き合わされるルイエス様が気の毒ですね」

			「それは仕方ねぇ。それがアイツの仕事なんだからよ」

			「……元凶であるアナタがここに来るのを止めれば、少しは楽になると思うんですけどね」

			「お前の茶が美う味まいのが悪い！」

			「……清すが々すがしい責せき任にん転てん嫁かですね」

			　ため息をつきながらも、まんざらでもない様子のノアード。

			　喫茶店アッコリエンテは、どこまでも和なごやかな雰囲気だった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「もう夕方かよ……」

			　喫茶店アッコリエンテから出た俺は、いつの間にかオレンジ色に染まった空を見て、そう呟つぶやいた。

			「今日、馬を買いに行くことはできそうにねぇな……」

			　まあ急ぎじゃないし、明日でいいんだけどな。

			「うーん……このまま宿屋に帰ろうか？」

			　サリアが帰ってるか分からないけどな。

			　それに……アルトリアさんの件もある。

			「……ホント、ダメだなぁ、俺」

			　決意をしたと思ったんだが、いざアルトリアさんに事実を伝えようと思うと怖くなる。

			　この世界では、俺がした行為は地球以上に大切なことだったのだ。

			「……先延ばしにしちゃ、ダメなのは分かってるんだが……」

			　そう呟つぶやきながらも、俺はすでにある場所へと向かっていた。

			　それは、サリアが向かった孤児院である。

			　……本当に情けねぇし、最低だな、俺。

			　一人でいることを不安に感じた俺は、自然とサリアを求めていたのだ。

			　そんな情けなくて最低な自分に、殺意がわいてくる。

			　俺は、どんよりとした気分のまま、孤児院へと向かった。

			　やがて、孤児院のある教会が見えてきた。

			「……着いちまった」

			　沈んでいた気分がさらに沈む。

			　そんな気分のまま、教会の中に入ろうとしたときだった。

			「――――誠一」

			「！！！！」

			　俺は自分でも驚くほどの速さで、後ろを振り向いた。

			「……アルトリアさん」

			　そこに立っていたのは、俺が真実を伝えるべき相手……アルトリアさんだった。

			「……」

			「……」

			　俺もアルトリアさんも、無言のまま向かい合う。

			　ちょうどアルトリアさんの後ろに夕日があり、表情は分からない。

			　周囲に人の影はなく、俺と彼女の二人だけだ。

			　しばらくの間、無言の時間が続く。

			　……アルトリアさんが目の前にいるんだぞ。

			　今こそ、あの指輪の件が誤解だって伝えるときじゃねぇか。

			　許してもらえないかもしれないけど、謝るんだろ？

			　そりゃあ、これでアルトリアさんと関係が終わるんじゃないかって考えると……怖いよ。スゲー怖い。

			　でも、それでも……黙ってたり、適当にごまかすことのほうが……もっと嫌だ。

			　だからよ、言えよ、俺。口を開けって。

			　何、怖気づいてんだよ。

			　言え、言え、言え、言え……！

			「あ……アルトリアさん！　その……指輪――――」

			「――――」

			　やっと勇気を振り絞って、言葉を紡つむぎ出せたと思った瞬間だった。

			　俺の口は柔らかい何かで塞ふさがれ、その先を口にすることができなくなった。

			「ッ!?」

			「……」

			　俺の顔の至近距離に、力いっぱい目を瞑つむったアルトリアさんの顔がある。

			　そして、俺の唇とアルトリアさんの唇が……重なっている。

			　俺……今、何してる？

			　何で俺の唇と、アルトリアさんの唇が重なってるんだ？　あ、あれ？

			　これって……キス……だよ、な？

			　…………。

			「～～～～～～～～～～ッ!?」

			　状況を理解した俺は、急激に顔が熱くなった。

			　俺……俺……アルトリアさんと、キス……しちゃってる……!?

			　状況分析が済んでしまった俺は、ただ顔を真っ赤にすることしかできない。

			　それでも、彼女はお構いなしに優しく……そして、少し不器用なキスを続けた。

			　今の俺は、彼女を正面から受け止めている体勢になっている。

			　さらに、アルトリアさんを受け止めた衝撃で、俺の顔を隠していたフードが外れた。

			　長いキスを終えたアルトリアさんは、顔を伏せる。
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			「……その先、言うんじゃねぇよ」

			「え？」

			「……分かってる。誠一が、そんな気持ちがあって、オレに指輪をくれたんじゃねぇってことはよ……」

			　そんなこと……つまり、俺がアルトリアさんと永遠の愛を誓うためにあげたんじゃないってこと。

			「それじゃあ――――」

			「でも、関係ねぇ」

			　俺の言葉は、ハッキリとした口調の彼女の言葉に遮さえぎられた。

			　そして、アルトリアさんは俺の胸に顔をうずめる。

			「関係ねぇんだよ……！　だって……オレが好きになっちまったんだからよ……！」

			「！」

			　アルトリアさんは、俺の胸の中で叫ぶ。

			「初めてなんだよ、こんな気持ち！　そりゃあ、誠一にはサリアがいるのは分かってる。女のオレから見ても、スゲー可愛かわいいよ」

			「……」

			「でも……でもオレも好きになっちまったんだよ！　お前を見るだけで胸が苦しいんだよ！」

			「アルトリアさん……」

			「オレじゃ……ダメか？　オレなんかが、誠一の隣にいちゃいけないのか？」

			「そんなこと……！」

			「仕方ねぇじゃん。好きになったんだから！　女らしくもねぇし、可愛げもねぇオレは、全然魅力的じゃねぇかもしれねぇけどよ。それでもオレは……誠一。お前が、好きなんだよ……」

			　アルトリアさんはそこまで言い切ると、俺の胸で静かに泣き始めた。

			　……俺はどうすればいい？

			　俺にはもう、サリアがいる。

			　重婚が認められてるとはいえ、俺は地球人だ。

			　地球の……それも、日本の倫りん理り観かんが俺を悩ませる。

			　本当に死ぬほど情けねぇ。

			　アルトリアさんのことは大切だ。

			　でもそれが、〝異性としての大切〟でもいいのか……俺には分からない。

			　クソ……いくら強くなっても、こんなときに俺のステータスは何一つ役に立たねぇ。

			　俺が、選ぶしかねぇんだ。

			「……俺は――――！」

			「受け入れてあげて！　誠一」

			「!?」

			　唐とう突とつに声をかけられ、俺もアルトリアさんも驚く。

			　声の方向に視線を向けると……サリアがそこに、立っていた。

			「さ、サリア！　えっと、これは……！」

			「大丈夫。分かってるから」

			　浮気がバレたお父さんの気分だよ、俺。

			「誠一、アルトリアさんのこと、受け入れてあげて？」

			「で、でも……それでお前はいいのか？」

			　最低な話だが、俺はアルトリアさんのことを異性として、大切にしたい。

			　でも、俺にはもう、サリアがいるのだ。

			　サリアがいる以上、俺はアルトリアさんのことを、そういうふうに見ることができなかった。

			　だが、当のサリアは、少し寂さびしそうな笑みを浮かべてはいるが、首を縦に振った。

			「うん。もちろん、誠一を独り占めにできないのは寂さびしいよ？　でも、誠一の魅力を、私一人で独占できるとは思っていないもん」

			「サリア……」

			「それにね？　誠一。強いオスには、自然とメスが寄ってくるものなの。これは、自然の摂せつ理りなんだよ？　その逆もあるけどね」

			　お、オスって……。

			　サリアがもともとゴリラであることを知っている俺は、特に不思議に思わないが、何も知らないアルトリアさんは、首を捻ひねっている。

			「だから、誠一。アルトリアさんのこと、ちゃんと受け入れてあげて？　私も、アルトリアさんのことが大好きだから！」

			「サリア……」

			　アルトリアさんは、感激した様子でサリアを見つめる。

			「サリア……いいんだな？」

			「うん！」

			　さっきとは違い満面の笑みを浮かべ、サリアはハッキリと肯定した。

			　ああ、クソッ。

			　カッコ悪ぃな、俺。

			　サリアに……女の子に背中を押してもらわなきゃ、決断の一つもできねぇのかよ。

			　自己嫌悪に陥おちいりそうだったが、すぐに頭を振って思考を切り替える。

			　ふと、視線を俺の胸に抱かれたアルトリアさんに戻す。

			　すると、視線に気づいたアルトリアさんも、俺のほうを見つめ返してきた。

			　一瞬、目が見開かれたのは、俺の素顔を初めて見たからだろう。

			　切れ長の赤色の瞳ひとみが、今は涙に濡れ、不安げに俺を見上げていた。

			「アルトリアさん……」

			「……アル」

			「え？」

			「……オレのこと、アルって呼べ。それが、本当に親しい連中が使うオレの愛称だからよ……。後、敬語もなしだからなっ！」

			　恥ずかしそうにそう告げるアルトリアさん……否、アルに、俺は苦笑いした。

			「分かったよ、アル」

			「……うん」

			　頬を上気させ、上目遣いでアルは俺を見つめてきた。

			　そんな彼女の頬に、自然と手が伸びる。

			　普段の俺なら、こんなキザな行動はできない。

			　でも、なぜか今は、まったくそんなことを気にすることなく自然とできてしまった。

			　……考えるのは、後にしよう。

			　一番大切なのは、アルなんだから……。

			「俺も、アルのこと――――好きだよ」

			「！」

			　そう告げ、今度は俺から彼女に優しいキスをした。

			　さっきは気が動転してて、まったく気がつかなかったけど……。

			　アルとのキスは、ノアードさんの淹いれた紅茶……アルテルの味がする。

			　仄ほのかに甘い、とても優しいキスだった。

			　ゆっくりと、重ねた唇を離す。

			「アル。不ふ甲が斐いないし、とても頼りない俺だけどさ……それでも、俺を好きになったこと、後悔させないように頑張るから」

			「……うん」

			「大切にするから」

			「……うん！」

			　ハッキリとそう宣言すると、俺は優しく彼女を抱きしめた。

			「これで、アルも私と一緒だね！」

			　俺の後ろから、サリアが俺とアルを抱きしめてくる。

			　本当に……サリアには、敵わねぇな。

			　夕焼けに染まる教会の前で、俺たち三人を祝福するかのように、教会の鐘かねが街中に響き渡るのだった。

		

	
		
			　

			ナンパ

			　

			「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　俺――――柊誠一は、泊まっている部屋で……悶もだえていた。

			「恥ずかしぃぃぃぃぃぃいいいいいいいい！」

			　もうイヤっ！　思い出しただけでも恥ずかしくて死ねる！

			　何を思い出してるのか？　そんなのアルトリアさん……じゃねぇ、アルとのやり取りを思い出してに決まってんだろ！

			「なーんで、あんな恥ずかしいセリフがポンポンと出たかなぁ!?」

			　後半の敬語を止めたあたりから、俺おかしかったよね!?

			　ふと、あのとき放った言葉を思い出した。

			『俺も、アルのこと――――好きだよ』

			　誰だよ、お前ええええええええええっ！

			　いや、俺なんだけども！　でも違うの！　本当に違うんです！　本当の俺は、あんなセリフ、絶対に言えないんです！　お願い信じてっ！

			　なんか、急に冷静になったんだよな。

			　そんで、気づけばあのセリフ。意味分かんねぇよ。

			　俺としては、少女漫画や、乙ゲーの攻略キャラ並のセリフを言ったと思ってる。

			　でも本当に、あのときは自然とあの言葉が出たのだ。

			　その理由が分からないからこそ、さっきから俺は混乱してるし、恥ずかしい。

			　しかも、そのあとに『果て無き愛の首飾り』が分裂して、アルの分まで出現したしな。

			　使い方や効果を教えたら驚かれたが、それ以上にそのときのやり取りのほうが、俺にとってすごかった。

			『……オレの首に、誠一がかけてくれよ』

			『え？』

			『ダメ……か？　オレにとって、初めて好きな人とのお揃いだし……だから、その……最後まで、誠一に……して欲しいんだよ……』

			『……』

			　うがあああああああああああああ！

			　赤面！　超赤面モノだよ！

			　サリアといい、アルといい……何でこうも上目遣いの威力が高いわけ!?

			　俺は枕に顔を埋め、ひたすら恥ずかしさを耐え忍ぶ。

			　長い時間、俺は枕に顔を埋めたままベッドの上を転がるハメになったが、何とか一息ついて、心を落ち着かせる。

			「はぁ……いつまでも悶もだえてられないよな……」

			　なぜなら、すでにサリアの姿は部屋になく、食堂へ朝食を食べに行っているからだ。……アルと一緒に。

			　俺もすぐ向かうように言ってあるから、行かなければいけないのだ。

			「アルと会うのはまだ恥ずかしいけど……覚悟決めるか」

			　そう呟つぶやき、俺は部屋を出る。

			　食堂に着くと、今日は結構な人数が食事をしており、いつにもまして賑にぎやかだった。

			　サリアたちが席を確保してくれているはずなので、周りを見渡しながら歩いていると、様々な声が聞こえてくる。

			「なあ、知ってるか？　最近、この街の近くで狼型の魔物がよく出現するらしいぜ」

			「へぇ。グランドウルフか？」

			「いや、種類までは分かってないらしい。だから、討とう伐ばつの依頼にしても、薬草採取の依頼にしても、この街付近で活動するときは気をつけたほうがいいかもな」

			「おう、ありがてぇ情報だな」

			　たった今聞こえてきた声は、ある席を通り過ぎるときに聞こえたものだった。

			　それにしても、狼型の魔物かぁ……。

			　狼といえば、俺の中ではアクロウルフのイメージしかねぇな。

			　そんな感想を抱いていると、他にも声が聞こえてくる。

			「そういや、カイゼル帝国の勇者が、魔法学校に行くらしいぜ」

			「そうなのか？　どこの魔法学校だよ」

			「確か……バーバドル魔法学園だったっけか？」

			「ああ、あの唯一中立の魔法学校か。しかし、なんでバーバドル魔法学園なんだ？　カイゼル帝国にも優秀な学校があっただろう？」

			「んなこと俺が知るかよ」

			　え、マジかよ。翔太たち、学校通うのか……。

			　俺は死にかけてたり、いつの間にか化け物へと進化してたりするのに、ずいぶんといい生活が送れてんだなぁ……。さすが、勇者。召しよう喚かんした国がいいところなんだろうか？　あんまりそんなイメージがないんだけど……。

			　まあ、翔太や賢治たちが安全なら、俺はそれでいい。さ、寂さびしくなんてないんだからな！

			　学園に通うのも、おそらく魔王が絡んでるんだろうし、そう考えると、全然楽ではないのかもしれないしな。

			　静かに耳に入ってくる情報を整理していると、食堂のカウンターで、何やら悩ましげな様子で話しているオッサンたちの姿が見えた。

			　どうしたんだろう。少し深刻そうに見えるけど……。

			「なあ、聞いてくれよ……」

			「おい、どうしたよ」

			「それがよぉ……昨日、新人の冒険者が何人か来ただろ？」

			「ああ、あのチャラチャラしたヤツらか」

			「そう、それだ。いや……まったく嘆かわしいと思ってな」

			「何が？」

			「アイツら、この街に来て、何するって言ったと思う？　ナンパだよ、ナンパ」

			「あ？　別にいいじゃねぇか。それの何がダメなんだ？」

			「いいか、よく聞け。アイツらは、そのナンパをする対象を何で選んでると思う？　……顔だ」

			「「「な、何だと!?」」」

			　…………え？　何の話してんの？

			「あり得ねぇだろ？　俺は普通、うなじを見て、ナンパする女性を選ぶけどな！　これが上級者だろ？」

			「いやいや、そこは唇だろ」

			「ダメダメ、鎖さ骨こつ一択だろ」

			「フッ……甘ぇな、お前ら。最高なのは、ほくろ……だろうが」

			「「「お、おお！　神か、お前……！」」」

			「そう褒ほめるな……照れるだろ？」

			　そんなやり取りを繰り広げた後、オッサンたちはしみじみと締めくくりに入った。

			「しっかし、まぁ……」

			「……結局のところ、俺たちの好みはバラバラなわけだが……」

			「そうだよなぁ……それでも顔で選ぶとか……」

			「「「「嘆かわしい……」」」」

			　ガッカリだよ！

			　無駄に深刻そうな雰囲気だしてるから、何の話してるかと思えば……互いの性せい癖へきを暴露してるようなもんじゃねぇか！　そんなお前らが一番嘆かわしいわッ！

			　少しでも心配した俺がバカだった……。

			　いろいろと疲れた俺は、再び食堂内を見渡すと、やっとサリアたちの姿を見つけることができた。どうやら、ちょうど三人座れる丸テーブルを見つけたらしい。何で、サリアたちを見つけるだけでこんなに疲れてるんだろうか？

			　サリアたちのいる場所まで向かうと、二人の話し声が聞こえてきた。

			「そう言えば、なんでアルは私たちと同じ部屋にしないの？」

			「はっ……はあ!?」

			「だって、誠一が好きなんでしょ？　なら、私たちと一緒にお泊りすればいいのになぁ……って思って。フィーナさんに伝えれば、三人部屋も用意してくれると思うよ？」

			「そ、それは……そうかもしんねぇけどよ……。で、でも、その……は、恥ずかしいだろ？　その……好きなヤツとずっと一緒にいるとよ……」

			「えぇ～？」

			　サリアが不思議そうに首を傾かしげると、アルは頬を赤く染め、恥ずかしそうに呟つぶやいた。

			「それによ……オレ、誠一とずっと一緒にいたら……幸せ過ぎて、死んじまうよ……」

			「惚気のろけ退散ッ！」

			　バキィッ！

			　俺は、全力で自分の頬をぶん殴った。

			　ダメだって。また悶もだえ苦しむところだったじゃねぇか。

			　まあ、悶える直前に、自分で自分を殴った痛みで恥ずかしさは引いたけどさ。

			　おかげさまで、頬が超痛い。でもさすが、化け物級のステータス。攻撃力も化け物だけど、防御力も化け物なので、痛いだけで血も出てなければ、歯も折れていない。すごい音したのにね！

			　それにしても、今の一言には、本当に惚気てしまいそうだった。

			　あー……女性に対する免めん疫えきが高校に入ってから思いっきり下がった俺には、サリアとアルの美少女はいろいろキツイ。

			　中学までは、幼おさな馴な染じみの神無月先輩だの、翔太の妹の美羽だのと、少なからず関わってたしな。高校に入っては、俺からみんなを避けてたせいで、今苦労してるわけだけど。

			　いや、俺って虐いじめられてたしね？

			　どんなに頑張って家の風呂で体を綺き麗れいにしても、学校に行けば体を汚されるんだぜ？　ゴミをかけられたり、口にするのも嫌になるような方法でな。そのくせ、俺のせいでもないのに汚お物ぶつ扱いとか……理り不ふ尽じん極まりねぇよな。

			　学校では家でどれだけ風呂に入ろうが、お構いなしに汚くされ続けたから、必然的に女子からも酷ひどい扱いを受けたのだ。

			　女子の免疫が付くわけがない。軽く女性恐怖症にもなったくらいだ。

			　でも、『果て無き悲愛の森』でサリアと過ごすうちに、そんな気持ちもなくなってたんだよな。たぶん、いきなり美少女の姿じゃなくて、ゴリラの姿で一緒に過ごしていたからこそ、俺も少しずつ克服できたんだと思う。

			　過去のことや、自分のトラウマを克服するキッカケになったサリアを思い出しつつ、俺は席へと辿たどり着いた。

			「悪い、待たせたな」

			「ううん！　大丈夫だよ～！」

			　サリアは、満面の笑みでそう言ってくれる。

			　そんなサリアを見て、優しい気持ちになりながら、席に座った。

			「それじゃあ、飯を頼むか」

			　そう言い、俺はフィーナさんの旦那さんで、料理を作っているライルさんを呼んだ。

			「お待たせ。はは、誠一君は、両手に花だね」

			「俺もそう思いますよ」

			　本当に、俺が場違いな気がしてならない。

			　ちょっと自じ嘲ちよう気味なことを思ったが、それは口に出さず、俺たちはそれぞれ料理を注文した。

			　しばらくすると、料理が運ばれてくる。

			「今日は、『ルルノベリーのジャム』とパン、そしてサラダに『ベベフィッシュのスープ』だよ。スープは、少し熱いかもしれないから、気を付けてね」

			　ライルさんはそう告げると、また厨ちゆう房ぼうへと戻って行った。

			　それにしても……ルルノベリーって何？　ベベフィッシュ？　ヤベェ、どれも知らん。

			　この宿屋では、たびたび俺の知らない名前の食材を使った料理が出てきたが、どれも美お味いしかったので、俺はまったく心配していなかった。

			　ちなみにガッスルの言っていた通り、俺が森の中で生活していた間に、勇者である翔太たちがずいぶんと料理改革を起こしてくれていたらしく、今では地球と大差ない美お味いしい食事をとることができた。

			　そんなことを考えていると、ふとした疑問がわいた。

			「そう言えば、今日はみんなどうするんだ？」

			　二人に尋ねると、最初にアルが少し悩む仕草をして答える。

			「そうだなぁ……オレは、少し体を動かしてぇから、討とう伐ばつ系の依頼を受けようと思ってる」

			「そっか。そういえば、迷宮から帰った直後は、いろいろと疲れてたりしたもんな」

			「そう言うことだ。それに、その……あのときは、助けてくれて……ありがとよ」

			　恥ずかしそうにアルはそう言うので、俺は首を振った。

			「気にしなくていいよ。助けたいから、助けただけだし」

			「そっか」

			　アルは、俺の言葉を受けて、嬉しそうに笑うと、そのまま食事を再開させた。

			「私はね、今日も孤児院に行くの！」

			「へぇ。昨日、何かあったのか？」

			　アルの予定を聞いた後、サリアはそういう。

			「うーん……特に何かあったわけじゃないけど、子供たちに、お菓子作ってあげる約束したの！」

			「なるほどね」

			　今でも不思議に思うのが、あの森の中でどうしてサリアは美お味いしい料理を作ることができたんだろうか。まあ別に、それによって何か困ってるわけでもないからいいんだけど。

			　でも、サリアは料理が上手いから、子供たちも喜ぶだろうな。

			「俺は今日、馬を買いに行こうかと思ってる」

			「お馬さん？」

			　俺の言葉に、サリアは首を傾かしげ、アルは興味深そうに訊きいてきた。

			「へぇ。誠一も馬を買うのか。でも、どうして？」

			「なんか、ガッスルに勧められたからだな。冒険者として生活するんなら、必需品みたいなものなんだろう？」

			「まあな。アイテムボックスだって、何でも仕舞えるわけじゃねぇ。だから、そのアイテムボックスに入らない道具なんかを運んだり、護ご衛えいのときなんかに多く活躍するから、馬は冒険者の間では大事なんだよ」

			「ほうほう」

			　まあ、それでも俺は、馬なんて必要ないだろうけどな。

			　だって、走れば俺のほうが圧倒的に速いし、力も俺のほうが圧倒的に強いもん。

			　でも、聞いた限りだと、冒険者として生活するなら、馬を持ってたほうがいいっぽいんだよな。

			　別に、討とう伐ばつ系や護衛系の依頼を受けるつもりはないけど、それでも、カモフラージュ程度にはなるだろう。

			　……採取系の依頼だけで生計を立てるつもりでいても、すでにアルにはなんとなく力がバレてそうだし、ガッスルもいろいろ気づいていそうだしな。

			　あれこれ考えているうちに食事を終えた俺たちは、それぞれの場所へと移動を開始する。

			　アルはいったん部屋で装備を整えるらしく、サリアはそのまま孤児院に向かうらしいので、俺とサリアの二人で途中まで一緒に行くことになった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「今日もみんな元気だね！」

			　笑顔でサリアが街の人々を見ながらそういう。

			　そんなサリアを、逆に街の人々は微笑ほほえましそうに見ていた。

			「そうだなぁ。今日も大きな出来事もなく、平和に過ごせるといいな」

			　俺もサリアの笑顔につられ、笑いながらそう言った。

			　でも、まさか俺のセリフがフラグになるだなんて、このときは微み塵じんも思っていなかったんだ。

			　そう――――。

			「おい、兄ちゃん。ずいぶんと可愛かわいいカノジョ連れてんじゃん」

			「君ぃ、そんな怪しいヤツほっといて、俺らと楽しいことしない？」

			「お茶、奢おごるぜぇ～？」

			　――――こんなドテンプレな展開に巻き込まれるなんてな！

			　つか、誘い方……どんな漫画だよ。

			　そんなことを思いながら、俺は目の前のチャラチャラした三人組に視線を向ける。

			　この世界に髪を染める技術があるのか知らないが、見た感じ髪の毛はかなり傷んでそうで、耳にはピアス。もう、いかにもといった風ふう貌ぼうすぎて、逆に呆れるくらいだ。

			　おそらくだが、こいつらが食堂で変態トークに花を咲かせてたオッサンたちの言う、他の町から来た冒険者なのだろう。

			　何というか、雰囲気が、この街の人たちと違う。

			「……誰？」

			　すると、ナンパされている当の本人であるサリアが、しばらく考える仕草をしたのちにそう訊きいた。

			　純粋に、目の前の三人が誰なのか疑問に思ったんだろう。

			「ねぇ、誠一。この人たちの知り合い？」

			「いや、全然知らねぇ」

			「ふーん。それで、私に何か用？」

			　首を傾かしげながらサリアが尋ねると、三人組のリーダーのような男が、厭いやらしい笑みを浮かべる。

			「そうそう。ちょ～っとお兄さんたちについて来て欲しいんだよねぇ」

			「悪いようにはしないからさぁ」

			「あ、でもアンタは来るんじゃねぇぞ」

			　ご丁てい寧ねいに、俺にガンを飛ばしてくる。

			　地球のころの俺なら、怖いと思って、膝を震わせていただろう。

			　でも、何だろう……全然怖くない。

			　やっぱり、クレバーモンキーやゼアノス、黒龍神なんかの化け物クラスと戦い続けたせいかな？　俺のステータスそのものが化け物ってのも、怖くない理由だと思うけど。

			　とにかく、俺から見たこの三人組は、微み塵じんも怖いと感じる要素がなかった。

			　そんなことを思っていると、サリアが何やら納得した表情になる。

			「ああ！　なるほど！」

			　ナンパを知っているのかは分からなかったが、どうやら知っていたみたいだ。だって、何やら納得しているし……ナンパされてる自覚はあるんだと思う。

			　すると、サリアは俺のほうに振り向く。

			「誠一、大丈夫。ここは私に任せて！」

			「は？　サリア、それはどういう――――」

			　サリアに声をかけようとするが、サリアはそれより先に、三人組に話しかけた。

			「いいよー。ついて行ってあげる！　どこ行くの？」

			　無邪気にそう訊きくサリアに、三人は厭いやらしい笑みを深めた。

			「へへ、話が早くて助かるねぇ」

			「すぐそこの路地裏にさ、いい店があるんだよ」

			「そうそう。んじゃ、そこまで行こうか？」

			　サリアは、なぜか三人について行こうとするので、俺は急いで止める。

			「お、おい！　サリア、お前……」

			「安心して！　私は大丈夫だから！」

			　そりゃあ大丈夫でしょうよ。

			　サリアさん、だってアナタのレベル、７００以上でしょ！

			　この三人がいくら束になったところで、瞬殺確実じゃん！

			　そんなことを思っているうちに、サリアと三人は、路地裏へと消えていった。

			　心配になった俺は、すぐに後を追う。

			　誰が心配なのかって？

			　そんなの決まってる。もちろん――――。

			「「「ぎゃああああああああああ！」」」

			　――――あの三人だよ！

			　俺は急いで路地裏に向かった。

			　だが、路地裏に近づいた瞬間、俺が心配していた三人が顔を真っ青にして飛び出し、そのまま一目散に走り去って行った。

			　一体、何をしたんだ!?

			　辿たどり着くと、そっと路地裏を覗のぞく。

			　するとそこには……。

			「ア、誠一。終ワッタヨ」

			「ぎゃああああああああ！　ゴリラあああああああああ！」

			　……ゴリラ姿のサリア――略してゴリアが立っていた。――――ワンピース姿で。

			　何の心構えもしてなかったのと、久々にゴリアの姿を見た俺は、思わず叫んでしまう。

			　だから、ワンピース姿で変身するのはヤメテ！　はち切れんばかりの胸筋で、ワンピースが伸びてるよ！

			　これ、羊から貰った服じゃなかったら、確実に服が弾け飛んでるよね！

			　思わず叫び声をあげた俺に、ゴリアは不満そうに言う。

			「ムゥ……。叫ブノ、酷ひどイ」

			「あ……わ、悪い」

			「ドウセナラ、私ニメロメロニナッテ？」

			「無茶言うなっ！」

			　どう頑張っても、ワンピース姿のゴリラにメロメロにはならん！

			　そんなやり取りのあと、ふと思ったことを訊きいた。

			「そう言えば、なんであの三人について行こうと思ったんだ？」

			「エ？　ダッテ、私ノ変身ガ見タイカラ、私ニ声、カケタンデショ？」

			「違うと思うよ!?」

			　そもそも、サリアが変身できるって、俺以外知らないだろう。

			　つまり、サリアはあの三人にナンパされていたことにさえ、気づかなかったのだ。……哀れすぎる。

			「それよりサリア。そろそろ人間に戻りなさい」

			「何デ？」

			「いや、こんなところ誰かに見られたら――――」

			「おや？　誠一君じゃないか！　筋トレ、してるかい？」

			　そら見たことか……ッ！

			　冷や汗を流しながら後ろを振り向くと、マッスルポーズを決めているガッスルがそこに立っていた。

			「が、ガッスル……」

			「奇遇だな！　私は今、日課である、ランニングを終えたところなのだよ！　筋肉だけでなく、体力作りも大切なのだ！　君もやってみるといい！」

			　いや、健康としては確かにそうなんだろうけれども……！

			　ただ、この状況下では会いたくなかった……。

			　しかし、そんなことなどガッスルは知るはずもなく、俺の背後にいるサリアに視線を向けた。

			「おや？　誠一君の後ろにいるのは――――」

			　サリアの姿を見て、ガッスルの表情が驚きよう愕がくに変わっていくのが分かる。

			　ああ、これ……なんて説明しよう……。

			　だが、俺は誤解していた。

			　そもそも、ガッスルはこんなことで、俺に追及してくるような人間じゃないのだ。

			　つまり、何が言いたいのかというと――――。

			「ま、負けたあああああああああっ！」

			「……………………へ？」

			　ガッスルは突然、その場に項うな垂だれ、嘆き始めた。

			「はち切れんばかりの胸筋……盛り上がった背筋……山を思わせる上腕二頭筋……どれも、私の筋肉を遥かに超える……！」

			「…………」

			「この国……いや、この大陸で一番の筋肉と自負していた私が、こうもあっさりと……」

			「……」

			「くっ！　こうしてはおれん……。誠一君！　すまないが、私は今からさらに鍛きたえなければいけなくなった！　会って早々に悪いが、もう行かせてもらう！」

			　そう叫ぶと、ガッスルは最後にゴリアを見る。

			「フッ……どこの誰かは知らないが、私を井の中の蛙かわずだと知らしめてくれたこと、感謝しよう。……さらばだっ！」

			　そういうと、ガッスルはうさぎ跳びをしながら、俺たちの前から去って行った。

			　………………。

			「……サリア。人間に戻りなさい」

			「ウン」

			　この街では、ナンパも満足にできなければ、ゴリラがいても不審に思われないようです。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「どうなってやがる……！」

			「んなこと知るかよ！」

			「そうだぜ！　誰が、あの女がゴリラに変身するだなんて思う!?　しかも……ワンピース着てんだぞ!?」

			「「「誰が喜ぶんだッ！」」」

			　サリアにナンパをした三人は、街の広場で息を整えながら、そう口にする。

			「あー……クソッ！　昨日から、一回もナンパが成功してねぇじゃねぇか……」

			「本当にこの街はどうなってんだ？」

			　不満を口にしているときだった。

			「お前ら、見ねぇ顔だな？」

			　三人に、声がかけられた。

			　三人は揃って声の方向に顔を向けると、三人と似たようなガラの悪い男たちが立っている。

			「……アンタら誰だ？」

			　三人の一人が、警戒しながらそう尋ねた。

			　すると、ガラの悪い男の一人が、口を開く。

			「いや、何てことはねぇんだけどよ……ただ、見たことねぇ顔だから、新入りかと思ってな」

			「あ？　……まあ、この街には昨日来たばかりだな」

			　三人とも、ガラの悪い男の真意が分からず、首を傾かしげる。

			　だが、逆にガラの悪い男たちは、まるで獲物を見つけたような表情となった。

			「そうかそうか……アンタら、気持ちいいこと、したくねぇか？」

			　――――このとき、すでに三人の運命は決まっていたのだろう。

			　ガラの悪い男の言葉に、目を輝かせた三人は、何の躊躇とまどいもなく頷いてしまった。

			　その結果――――。

			「「「アッ――――――――！」」」

			　――――三人の男の悲鳴が、街に響き渡るのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　カイゼル帝国の王の部屋。

			　そこで、現カイゼル帝国の帝王である、シェルド・ウォル・カイゼルと、ローブを纏まとった老人……ヘリオ・ローバンは、勇者たちのことについて話していた。

			「陛へい下か。勇者たちのことで一つ、ご報告したいことが……」

			「ん？　何かあったのか？」

			「実は、勇者たちの中で、実戦経験を積みたいとの声が多く上がっておるのでございます」

			「なぜだ？　ザキアの下で、すでに実戦経験は積んでいるのではないのか？」

			「それが……勇者たちは、未だに魔物と戦闘したことがないようなのです」

			「……なに？」

			　ヘリオの言葉に、シェルドは顔をしかめる。

			「私の部下が探ったところ、ザキアの訓練は、武器に慣れることを中心としており、戦闘訓練の類たぐいは、一切行っていないそうです」

			「何をやっておるのだ……！」

			　ヘリオの報告に、シェルドは激怒する。

			「よいか？　あの忌いま々いましい魔族どもを滅ぼし、魔界の資源を我が物とするには、魔王の存在は無視できんのだっ！　だいたい魔族は、昔から人間の家か畜ちくと同じ……それが、我々人間と同じように国を造るなど、許されるわけがないのだ！」

			「その通りでございます」

			「それだというのに……まだ戦闘訓練を行っていないだと？　魔王が完全復活してしまえば、どれだけ被害が出ると思っている！」

			　シェルドは、机を思いっきり叩くと、そう叫んだ。

			　そんなシェルドを宥なだめることもせず、淡々とヘリオはあることを告げる。

			「陛へい下か。このままでは、勇者たちは魔族への脅きよう威いどころか、他国への牽けん制せい材料にすらなりえません」

			「それでは、召しよう喚かんした意味がないではないか！」

			「大丈夫ですよ、陛下」

			「……なに？」

			　そこで、初めてヘリオは笑みを浮かべた。

			「最初に申しあげましたが、勇者は実戦経験を積みたいと、私に相談に来ました」

			「うむ」

			「そこで……彼らを、バーバドル魔法学園に、入学させたいと思います」

			「何だと!?」

			　ヘリオの言葉に、シェルドは目を見開いた。

			「なぜそんな場所に入学させるのだ！　あそこは、他国の連中も集まる魔法学園であるぞ!?　仮に勇者を学園に通わせるにしても、そんな低級の学園よりも、我が国の学園に通わせたほうがよっぽど有意義ではないか！」

			「それは痛いほど理解しております。ですが、今回は、その他国の連中が集まる……といった点がよいのであります」

			「……どういうことだ？」

			　シェルドは、ヘリオの言葉に興味を持ち、続きを促うながす。

			「勇者は、接近戦における戦闘訓練は一切行っておりませんが、魔法の訓練は私がしっかりと済ませてあります。ですので、もともとの勇者の性質もあり、現在は全員、三属性……中には四属性の中級魔法を扱えるレベルとなっております」

			「ほう？」

			「バーバドル魔法学園は、その名の通り、魔法を主体とした学園であります。そして、勇者は先ほど言った通り、中級レベルであれば一応扱えます。このレベルの使い手は、他国の貴族や才能ある者たちでも、まずいません」

			「ふむ」

			「ですから、その学園に勇者たちが入学すれば、必然的に、その学園のトップを勇者たちが独占する形となるのです。つまり、他国の人間が多く集まるバーバドル魔法学園で、勇者の力を、他国に大きく知らしめることにつながるのです」

			「なるほどな」

			　ヘリオは、勇者たちの力を他国に見せつけるため、あえてバーバドル魔法学園に入学させようと言っているのだ。

			　多国籍の生徒が集まるということは、それだけ多くの国に勇者の情報が伝わるということだ。

			「さらにもう一つ、利点がございます」

			「それは何だ？」

			「バーバドル魔法学園では、実戦経験を積む授業もあるので、勇者たちの要望を応えることにもつながります。勇者の要望を我々が叶かなえれば、それは一つの恩となり、勇者をさらに操りやすくなります」

			「そう上手くゆくか？」

			「大丈夫でしょう。大人の勇者は全員、未だに牢ろう屋やの中……。訓練を受けている勇者は、たとえ勇者と言えど、所しよ詮せんはガキです。そこにつけ入り、一つ、条件を出しましょう」

			「その条件とは？」

			「『隷れい属ぞくの腕輪』を付けさせるのです」

			「おお！」

			『隷属の腕輪』とは、本来この世界で使用が禁止されている魔道具なのだが、異世界から来た勇者にそのことが分かるわけがないと、ヘリオもシェルドも考えていた。

			「ただ、隷属の腕輪は、２つしか命令を与えることができません。そこで、魔王の復活次第、速すみやかに討とう伐ばつに向かうという命令と、魔族が我が国に攻め込み次第、すぐに対処するという命令を刻み込みましょう。そうすれば、魔法学園にいようとも、決して逃げることはできません。外すにしても、我々の力がいるのですから。腕輪の効果で、命令者に危害を加えることができないので、反逆の心配もないでしょう」

			「しかし、大人しく装着するかが問題だな……」

			「そこも、ウソの効果を教えればいいのです。どうせ、相手には分からないんですから。それに、きちんとこの私が他の対策を施しますゆえ……」

			「そうか……それもそうだな！」

			　シェルドは最初とは打って変わり、上機嫌になる。

			「なら、早速行動に移すとしよう。ヘリオ、任せたぞ？」

			「かしこまりました」

			　王の部屋で、陰いん謀ぼうが動いていることを勇者たちは知らない――――。

		

	
		
			　

			ごく普通の馬？

			　

			「ここか……」

			　サリアと別れた俺は、ガッスルに書いてもらった地図のおかげで、無事、馬を売っている店に辿たどり着いた。

			　ちなみに、店名は『魔物販売店』であり、店の外に置いてある看板には、『頭から丸かじりしてくるような可愛かわいい魔物、売ってます』と書いてあった。

			　……ん!?

			　ちょっと待て！　頭からかじりついてくるような魔物が、本当に可愛いのか!?

			　いや、アドリアーナさんの家にいるミルクちゃんもそのたぐいだけども……！

			　な、慣れれば可愛いんだろうか……？

			　店内に入る前から、すでに不安になる俺だが、意を決して店に足を踏み入れる。

			「ん？　いらっしゃい！　どんな魔物を見に来た？」

			　店に入ると、頭のてっぺんが綺き麗れいに禿はげた、気のよさそうなオッサンが話しかけてきた。

			「えっと……馬が欲しいんです」

			　すぐにこの店に来た目的である、馬が欲しいことを告げた。

			　すると、オッサンはニヤリと笑う。

			「はは～。お前さんも今度の大会に出場するんだな？」

			「へ？　大会？」

			　初耳の単語に、俺は思わず間抜けな声を出す。

			　そんな俺の様子を見て、オッサンも自分の勘違いに気づいたのか、苦笑いに変わった。

			「あ、何だ、違ぇのか。いや、てっきり今度行われる、【王都カップ】に出場すると思ったんだよ」

			「えっと……何ですか？　それ」

			　本気で分からない俺の質問に、オッサンは面倒くさがることなく丁てい寧ねいに教えてくれた。

			「馬系統の生物で、この王都の城じよう壁へきを一周するレースのことだ。このレースで、王都一番の騎手を決めるんだよ。優勝者には、毎回景品が与えられるんだ。アンタの反応を見るに、どうやらそのレースに参加するわけじゃなさそうだな」

			「ええ。冒険者は、何かと馬を使う機会が多いと言われたので」

			　しかし……レースか。競馬みたいなものなのか？

			　まあ、オッサンの口ぶりから考えると、誰でも参加できそうだけどな。

			「そうか。まあ、ついてこい。冒険者がよく使う馬を見せてやる」

			　オッサンに連れられて店の奥に進むと、狼型の魔物やクレバーモンキーのような猿型の魔物など、様々な魔物が頑がん丈じようそうな檻おりの中にいた。

			「着いたぞ。こいつらが、一般的に冒険者の間で使われてる馬だな」

			「これが……」

			　オッサンに案内された檻の中には、横腹や足などに、銀色の鱗うろこが生えた黒色の馬が数頭いた。

			「『馬ば竜りゆう』っていう種類の馬だな。野生の馬竜は凶暴だが、家か畜ちくとして飼いならせば、人間の言うことをよく聞く、温厚なヤツになる。馬力もあるから、馬車を引かせてもしっかり働くし、そのまま乗っても、かなりのスピードで走るぞ」

			「へぇ」

			　馬竜か……聞いた限りでは、すごく優秀そうだな。

			　まあ、そもそも馬自体必要としてないわけだし、コイツでいいか。幸い、俺は有り余るほど金がある。

			「この馬竜っていいですね。いくらですか？」

			「そうだなぁ……金貨５枚ってところだが……あ！　そうだ、聞き忘れてたんだが……」

			　値段を告げた途端、オッサンは慌てて俺に訊きいてくる。

			「お前さん、『乗馬』スキルは持ってるか？」

			「乗馬スキル……いえ、持ってません」

			「ならコイツはダメだな」

			「えっ!?」

			　あまりにも唐とう突とつにそう言われた俺は、呆然とする。

			　乗馬のスキルがいるの？　しかも、俺のチートスキルをもってしても、スキル名を聞いただけじゃ習得できないみたいだし……。

			　習得するには、一度でも馬に乗らなきゃダメなんだろうか？

			　そこまで考えた俺は、ふと名案を思いつく。

			　スキル名で習得できないなら、乗馬の方法を訊きけば、もしかしたら習得できるんじゃね？

			　そう思った俺は、早速オッサンに訊いてみることにした。

			「おかしなことを訊くようですけど、馬の乗り方を教えてもらえないでしょうか？」

			「俺は馬に乗れん！」

			「ナンテコッタッ……！」

			　魔物を売ってるくせに、どうやらこのオッサンは、馬ば竜りゆうに限らず、すべての魔物や動物に乗ることができないらしい。チクショウ！

			　そんなことを思っていると、ふと頭に無機質な声が響いた。

			『【全言語理解】のスキルを発動――――成功。馬竜の言語が理解できるようになりました』

			　へ？　な、何のこと？

			　あまりにも突然すぎる展開に、驚いていた俺だったが、すぐにたった今の言葉の意味を理解する。

			　ああ、そうか。『全言語理解』は、黒龍神のいた迷宮で倒した、宝箱から手に入れたスキルだったな。

			　必ず成功するわけじゃないけど、魔物にも有効って書いてあったし、今回はそれが発動したんだろう。

			　そう考えながら、視線を馬ば竜りゆうたちに向け、どんな話をしているのか聞いてみることにした。

			　馬の会話なんて、聞けるものじゃないしな。

			　さあ、馬よ……どんな会話をしてるんだ!?

			『おい、あのフード被った人間……馬にすら乗れないらしいぜ？』

			『うわっ、だっせー』

			『おら、乗馬もできない人間はとっとと帰りな！』

			『お前みたいなヤツを乗せたら、俺たちまでバカにされちまうぜ』

			　とても後悔した。

			　……馬にバカにされる俺って……。

			　気がつけば、目から汗が流れていた。涙じゃないから。違うからね。

			　精神的に大きなダメージを負った俺にオッサンは気づくはずもなく、普通に話しかけてくる。

			「まあ、馬竜は諦あきらめな。他にも初心者向けの馬があるからよ。そいつなら、乗馬のスキルもいらねぇし、乗ってるうちに、乗馬のスキルも習得できるぞ」

			「あ、そうなんですか」

			　何だ、それならいいや。

			　しかも、初心者向けって言うんなら、まさに今の俺にはうってつけだしな。

			「ちょうど一頭だけ残ってんだ。ついてきな」

			　再びオッサンに違う檻おりまで案内される。

			「コイツがその馬だ」

			「おお！」

			　そこにいたのは、キリッとした表情で、立派な鹿のツノのようなものを生やした、こげ茶の綺き麗れいな毛並みの馬が優雅に立っていた。

			　さっきの馬ば竜りゆうとは違って、コイツは気品のあるカッコよさだな。鱗うろこはないが、ツノが生えてるし。

			「コイツは『ウマシカ』って名前の種類だな」

			　ひっどい種類名だけど。

			　ウマシカ……漢字にすると、馬鹿ってことだろ？　もうちょっと他に名前がなかったのか？

			　確かに、鹿のツノみたいなのが生えた馬だけれども……。

			「初心者用って言ってはいるが、コイツはスゲーいい馬なんだぜ？　まず、馬力が違ぇ。さっきの馬ば竜りゆうの２倍はあるな」

			「２倍!?」

			　ウマシカすげー！

			「それに、馬の種類の中でも上位に食い込む速さを備えてやがる。その上、主には忠実で、馬竜みたいに野生でも凶暴ってわけじゃない。まあ、いい馬だよ」

			　本当だよ！　さっきの馬竜が霞かすんでるよ!?

			　名前は負けてるけど、性能がトンデモねぇ馬だな！

			　もう、俺の心はこのウマシカに決まりかけていた。

			　だが、オッサンはここにきて、驚くことを言い放った。

			「ただな？　コイツは……驚くほどに馬鹿なんだ」

			「名前のまんま!?」

			　まさかのウマシカじゃなくて、本当にバカだったのかよ！

			　衝撃の事実に、俺が思わずツッコむと、オッサンは続ける。

			「どれくらい馬鹿なのかって言うとだな……まず、行き先に辿たどり着けない」

			「すでに致命的っ！」

			「エサを食ったことを忘れる」

			「マジで!?」

			「飼い主を忘れる」

			「一番ダメじゃねぇか!?」

			「そして……呼吸を忘れる」

			「死んじゃうよ!?」

			「ああ。だから、死んだことさえ気づかないんだよ……」

			「究極の馬鹿だなっ！」

			　救いようがねぇ……！

			　無駄に凛り々りしい顔だちをしてるくせに、フタを開けてみればただの駄馬じゃねぇか！

			　せっかくのハイスペックが台無しだよっ！

			　ツッコミどころ満載のウマシカに、俺はいろいろと疲れてしまった。

			　息を整えていると、ふと俺はあることに気づく。

			　……馬ば竜りゆうのときは、無条件にスキルが発動したのに、なんでウマシカに対してはスキルが発動しないんだ？

			　そんな疑問に首を傾かしげていると、オッサンはいつの間にかウマシカの檻おりの中に入っていた。

			「まあ、確かに馬鹿だけどよ。きちんと調教さえすれば、立派な馬として使えるんだよ。なっ！」

			　オッサンはそう言い、ウマシカの首を叩いた。

			　……ドサッ。

			　その瞬間、ウマシカは立っている状態のまま、叩かれた方向に向かって倒れこんだ。

			　突然倒れたウマシカを見て、オッサンは一言。

			「……あ。死んでやがる」

			　ウマシカあああああああああああっ！

			　まさか本当に息をすることを忘れて死んだの!?　もう馬鹿ってレベルじゃないような気がするんだけど!?

			　スキルが発動しないと思ったら、死んでたのね!?　そりゃあ死体に言葉もクソもねぇよ！

			　何より一番マヌケに感じるのが、死んでいるはずのウマシカの表情が未だに凛り々りしいということ……！

			　カッコつける前に、頭のほうをどうにかしろよ……。

			　ウマシカの予想の斜め上を行くおバカっぷりを見て、俺は哀れに思えてならない。

			　すると、そんなウマシカをしばらく無言で眺めていたオッサンは、不意に口を開いた。

			「死んじまったもんはしゃあねぇ。馬刺しにして食うか」

			「おっさあああああああああん！」

			　アンタに愛情はねぇのかっ！　せめて、供く養ようしてやれよ……！

			　俺の気持ちに気づいたのか、オッサンは俺のほうを向いて説明した。

			「ウマシカは食えるんだよ。だからこそ、こうして死んじまったときは、飼い主は全員、ウマシカを食うのさ」

			「なるほど……」

			「馬だけに、美う味まいってな！」

			　オッサンの渾こん身しんのオヤジギャグは、スルーしてやった。

			「しっかし……コイツが死んじまったせいで、紹介できる馬が後２種類だけしかいねぇ……。それに、その２種類はちとワケアリだしな……」

			「えっと……どんな理由が？」

			　俺の質問に、オッサンは一瞬考え込んだが、再び俺を違う檻おりまで案内する。

			「まあ、見たほうが早ぇ。ついてこい」

			　こうして俺はついていくと、ウマシカや、馬ば竜りゆうなんかとは比べ物にならないほど、頑がん丈じようそうな檻に辿たどり着いた。

			　しかも、先ほどのような鉄格子ではなく、完全な鉄板のようなもので囲まれており、扉の部分の小窓でしか中を確認する方法はなさそうだ。

			「いいか？　コイツは、俺ですらよく分からない生き物なんだ」

			「え？」

			「なんとなく馬っぽい見た目してるから、こうして紹介したが……とにかく、見てみろ」

			　そう、オッサンに促うながされた俺は、小窓から檻おりの中を覗のぞいてみる。

			「ォォォォォオオオオオオオオオオォォォォォ」

			　即座に小窓を閉めた。

			　………………。

			「おかしいな……馬じゃなくて、モンスターが見えたような……」

			　俺はもう一度確認するため、小窓から檻の中を覗いた。

			「ォォォォォオオオオオオオオオオォォォォォ」

			　檻の中には、黄色い皮ひ膚ふで四足歩行、目や鼻はなく、口が３つある訳の分からない生物がいた。

			　…………。

			「見間違えじゃなかった……！」

			　馬なんかじゃねぇ！　あれはモンスターだっ！　しかも、馬ば竜りゆうや今まで戦ってきた魔物たちよりもモンスターっぽいぞ！

			　いろいろと混乱していると、オッサンはしみじみとした口調で言う。

			「うーん……相変わらず訳分からんな。長年様々な魔物を見てきたが、ここまでエグイ見た目をした魔物は初めてなんだ。正直、キモい」

			　すげー。魔物を売ってる人間も引くほどの見た目らしい。

			　俺はもう一度小窓から中を覗のぞきこみ、鑑かん定ていのスキルを発動させてみた。

			『未確認生命体Lv：？？？』

			　ＵＭＡだとおおおおおおおおおお!?

			　馬じゃねぇ、ＵＭＡだ！

			　おかしいと思ったよ！　魔物以上にモンスターなわけだっ！

			　しかもレベルはハテナマークだしな!?

			「お、オッサン……一応訊きくけど、このＵＭＡ……どうしたんだ？」

			「確か……城じよう壁へきの外で馬や他の魔物たちのエサを調達してたとき、空から降ってきたんだよ。いやあ、あのときは驚いたぜ！」

			「驚いたで済む話じゃねぇよ!?」

			　空から女の子じゃなくて、空からＵＭＡなんだぜ!?　ジ○リもビックリだよ！

			　いつにもまして、激しいツッコミを繰り広げていると、馬ば竜りゆうのときと同じように、無機質な声が頭に響いた。

			『【全言語理解】のスキルを発動――――成功。未確認生命体の言語が理解できるようになりました』

			　成功してしまったらしい。

			　これで俺は、人類の夢……宇宙人とコンタクトができるようだ。……あれ？　なぜだろう、全然嬉しくない……！

			　恐る恐る、俺はＵＭＡの言葉を聞いてみるため、小窓から檻おりの中を覗のぞいてみた。

			『…………コロスコロスコロスコロスコロスコロス…………ニンゲン、ゼッタイ、ユルサナイ……』

			「オッサン、最後の馬を見に行きましょう」

			　俺はＵＭＡの言葉を聞かなかったことにした。

			　うん、俺は何も聞いてない。そう、怨おん念ねんのこもった声なんて、聞こえてないからな！

			「お？　コイツはいいのか？」

			「うん、もう大満足。絶対要らないから安心してくれ」

			「そうか？　ならいいが」

			　再びオッサンに連れられ、違う檻に辿たどり着く。

			　すると、オッサンは眉み間けんにしわを寄せた。

			「ハッキリ言うがな？　一番お勧めできないのは今から見せる馬だ」

			「え？」

			「なんせ、生まれたときから面倒を見てる俺の言うことを聞かない。それは他人でも同じだった。仕方ねぇから、交尾させて新しい馬を産ませようにも、すべての牡馬を蹴けり飛ばす。人が近づけば、この俺でさえ蹴けりかかってくるんだぞ？　正直、子供を産まない牝馬なんて、無駄飯食らいで正直困ってる。まあ、俺は自然と死なない限り、命を奪ったりしないようにしてるからよ。エサだってやるし、一応最後まで面倒は見るんだが……。邪魔に感じるのは俺のせいってのもあるかもしれないしな」

			「ええっ？　でもそれなら、さっきのＵＭＡのほうが危なくないですか？　あれ、まったく友好的な雰囲気を感じられなかったんですけど」

			　俺が至極当然のことを言うと、オッサンは大きなため息を吐く。

			「確かに、危険度や言うことを聞かないといった点で言えば、あの化け物が一番だろう。だが、アイツは俺も知らない生物っていう希少価値がある。まだ、そのほうが商品としての価値もあるから、売れる可能性が高いんだ。俺が頭を抱えている馬は、その希少価値すらねぇ。むしろ、ただの馬にさえ劣る。もう分かるだろ？　その馬は――――」

			　オッサンに促うながされ、檻の中を覗いてみる。

			　綺き麗れいな茶色の毛並みに、馬ば竜りゆうやウマシカ……いや、普通の馬よりも一回りほど小さく、それでいて足腰はしっかりしている。

			　長い睫まつげにエメラルド色の綺麗な瞳ひとみは、とても綺麗で凛り々りしくも可愛かわいらしい。

			　そう、檻の中にいた馬とは――――。

			「――――ロバなんだよ……！」

			　オッサンの悲痛な叫びが、部屋中に響き渡った。

		

	
		
			　

			ロバの忠誠

			　

			　俺は、目の前にいるロバを見て、非常に困こん惑わくしていた。

			　……いや、どう見たってただのロバだろ？

			　なぜ、オッサンがここまで否定的なのかが、イマイチ俺にはよく分からなかった。

			　首を捻ひねる俺をよそに、オッサンは檻おりの中に入る。

			　怖いなら近づかなきゃいいのに、ビクビクしながらロバに近づいて行った。

			　そして、俺は目撃してしまった。

			「いいか？　コイツを俺がまったくお勧めできないぶへらっ！」

			「お、おっさあああああん！」

			　――――オッサンの顔面に、ロバの足がめり込む瞬間を……！

			「ど、どうだ……？　き、凶暴……だ……ろ……？」

			「うん、驚くほどに」

			　マジで驚いた。チートスキルの心眼のおかげで、ハッキリと顔にめり込む姿を確認できたしな。

			　オッサンが身を挺ていして説明してくれたおかげで、このロバが凶暴だということは痛いほどよく分かった。痛いのは俺じゃなく、オッサンだけど。

			　真顔で頷く俺を見ると、オッサンはサムズアップをして、そのまま力尽きた。

			　何かしらのツッコミ待ちなのかは知らないが、オッサンのことはスルーさせてもらう。面倒くさいしね。

			　そんなことを思っていると、頭に無機質な声が響く。

			『【全言語理解】のスキルを発動――――成功。ロバの言語が理解できるようになりました』

			　いや、もういいよ。ホント、ロバの言葉とか知りたくもないんで。

			　俺の想いも虚むなしく、俺は普通にロバの言葉を理解できるようになってしまった。

			『フン。私に触れていいのは、私が認めた者だけだ』

			　ロバのくせに何言ってやがる。

			　そんでもって、声は凛りんとした女性のものだった。

			　ロバの言葉に内心ツッコんでいると、ロバは俺の存在に気づく。

			『む？　誰だ、貴様！』

			「え!?　せ、誠一です！」

			　おい、俺！　何まじめに答えてんの!?　相手はロバだよ!?　ロバの言葉が分からないオッサンからすれば、俺って突然自己紹介始めた痛いヤツだよ!?

			　突然話しかけられたこともあり、咄とつ嗟さにそう返事をした俺は、恐る恐るオッサンを見る。

			「へへっ。お花畑が見えるぜ……」

			　あ、大丈夫っぽい。頭は手遅れかもしれないけど。

			　改めてロバのほうに視線を戻すと、ロバは先ほどとは打って変わって普通に話しかけてきた。

			『誠一か。よし、誠一。ちょっと檻おりの中に来い』

			「ええっ!?」

			『いいから早くしろ！　さもないと、この檻を蹴け破って貴様を蹴り飛ばすぞ！』

			「このロバ、物騒だな!?」

			　もっとこう……フレンドリーな馬を求めてたのに。

			　これはもう、馬を買わずにそのまま過ごすしかないかもしれないな。

			　そんなことを思いながらも、このまま檻に入らなければ、本当に檻を蹴破ってでも出てきそうな雰囲気だったので、大人しく檻の中に入る。

			「ほら、ちゃんと檻の中に入った――――」

			『成敗っ！』

			「なぜに!?」

			　檻の中に入った瞬間、ロバはすさまじいスピードで俺を蹴り飛ばしにやって来た。

			　体を捻ひねってその攻撃をかわすと、ロバが憎々しげに呟つぶやく。

			『……人間の分際でやるではないか』

			「ロバの分際で何言ってやがる……」

			『だが、頭のほうは弱いようだな！　こうも簡単に私のテリトリーに侵入してくるとは！』

			「お前が入るように言ったから、こうして入ってきたんだよ!?」

			　このロバ何なの。すごく理り不ふ尽じん。

			　半眼気味にロバを見つめていると、ロバは再び俺を蹴り飛ばしにやってくる。

			『ええい、問答無用！　貴様も私の蹴りで沈むがいい！』

			　鋭い蹴りが、俺の顔面めがけて飛んでくるのを、俺は心眼で確認していた。つか、問答も何も、さっきから一方的だよね？

			　しかしこれ……避けたら絶対に何度も蹴り飛ばしに来るんだろうなぁ……。

			　サリアのときもそうだったけど、何でこうも脳のう筋きんが多いかな？　このロバは魔物じゃなさそうだけど。言葉が通じるのに、話し合いができねぇ。

			　このロバも、俺の力を分からせて、黙らせるしかないんだろうか？

			　まあ、サリアのときは、俺が一方的に攻撃を受けてたわけだけど。

			　あれこれ考えているうちに、ロバの蹴りは眼前にまで迫っていたので、俺は取りあえずその足を掴み、そのまま持ち上げた。おお、さすが化け物ステータス！　ロバが軽い。

			『なっ!?　は、放せっ！』

			「何で？」

			『貴様を蹴けれないだろう！』

			「よし、絶対に放さん」

			　ロバの後ろ足を引っ掴んだ状態で、そのまま持ち上げると、ロバは宙吊り状態となった。

			　そんな状態でも、ロバは俺に一撃でも攻撃を加えようと、暴れまわる。

			　しばらくの間、宙づり状態のロバは暴れていたが、やがて俺に攻撃が一切当たらないことが分かったのか、途端に大人しくなった。

			　すると、ロバは弱々しい声で呟つぶやく。

			『こ、降参だ……だから、降ろしてください……』

			「オッケー」

			　俺は優しくロバを地面におろすと、ロバは立ち上がり、俺に近づいてくる。

			　ロバの行動に首を傾かしげていると、突然、俺の目の前で頭を垂たれてきた。

			　……何事？
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			『アナタ様のお力、存分に体感させていただきました。これまでの非礼、どうかお許しください』

			「……はい？」

			　アナタ様？　え、何言ってんの？

			　突とつ如じよ、先ほどとはまったく違う態度のロバに、俺は混乱する。うん、混乱耐性が意味をなしていないっ！

			　状況理解をできていない俺に、ロバは続けた。

			『私は、生まれたときから、母にこう教わっておりました……「自分の認めた存在以外に、触れられてはいけない。そして、自分が認めた存在が現れたのなら、その者に仕えなさい」と……私は母の言いつけ通り、自分の認めた存在以外、触れさせたことはありません』

			「お母さん！」

			　ちょっと、ロバのお母さん!?　ロバに教えるような内容じゃないでしょ!?　……あれ？　ロバのお母さんもロバだよな？　頭がこんがらがってきた。

			　脳の処理速度を軽く超える展開に、俺はすでに訳が分からない。ロバってなんだっけ？

			『私より強いということも大切ですが、それ以上に、私がロバであっても対等に扱ってくれたことが嬉しかったのです』

			　うん、対等に扱ったっていうか、ロバの言葉が分かるからこそ、こうして意思の疎そ通つうができるというか……。

			　まあ、こうしてコミュニケーションがとれると、どうしても普通の動物として接することはできなくなるよな。

			　いろんな意味で、人間と一緒だ。

			　動物にだって意思や感情がある。

			　この全言語理解のスキルは、それを実感させられるよ。宝箱、お前が残したモノは、とても大きくて大切なモノだぞ。

			　殺した俺が送るのもおかしいが、内心で宝箱に敬礼を送る。

			　そんなことを考えていると、ロバは結論に入った。

			『つきましては、アナタ様には、私の主となっていただきたいのです。不ふ束つつか者ものですが、どうぞよろしくお願いいたします』

			「いろいろ飛躍しすぎじゃね!?」

			　まさかの決定事項!?

			　いや、見た目はただのロバだし、別にそれでもいいんだけど！

			　そもそも、ちゃんとした馬でなくてもいいわけだし、この際だから、このロバにしてしまおうか？

			　取りあえず主やらなんやらの話は置いといて、俺はこのロバを買うことに決めた。

			「分かった。そもそも、俺は馬にこだわってるわけじゃねぇしな。お前でいいよ」

			『主様。私には【ルルネ】という名前がございますので、今後はそうお呼びください』

			「サリアもそうだったけど、何で君たち動物は美少女っぽい名前なの!?」

			　流行なの？　動物の間では、美少女っぽい名前を付けるのが流行なのか!?

			　……いや、この考え方は人間だけで、動物の世界にも名前を付ける習慣があるんだろう。

			　つまり、犬を飼っていて、その犬に飼い主がポチって名前を付けていても、本名はワトソンかもしれない。……嫌だな、それ。

			　軽くそんなことにげんなりとしつつも、オッサンにルルネを買うことを告げた。

			「オッサン、俺、このロバ買おうと思います」

			「ふへへ。お魚さんだぁ！」

			　どうしよう、まったくもって正気じゃねぇ……！

			　もはや廃人状態のオッサンにドン引きしていると、ルルネは静かにオッサンに近づく。

			『主を手間取らせるな、この豚がっ！』

			「ぬごっ!?」

			　オッサンは、ルルネに再び蹴けり飛ばされると、そのまま壁に衝しよう突とつした。

			　そして――――。

			「ハッ!?　こ、ここは!?」

			「あ、やっと正気になった」

			　正気に戻ったオッサンにロバを買うことを告げると、オッサンは目を見開いて驚いた。

			「お、おい。本当にいいのか？　コイツは、まったく言うことを聞かないぞ？」

			「大丈夫ですよ。ほら」

			『主様の手、気持ちいいです』

			　ルルネの首を撫なでてやると、ルルネは気持ちよさそうにして、俺に体を摺すり寄せてきた。

			　その様子を見て、さらにオッサンは驚く。

			「コイツはたまげた……マジであのお転てん婆ばなコイツを手て懐なずけてやがる……！」

			「ははは……それで、いくらでしょうか？」

			　値段を聞いてみると、まったく売れる気配がなかったこともあり、格安の銀貨10枚だった。

			　あまりの値段の低さに驚いていると、オッサンはさらに続ける。

			「なかなか売れなかったこともあるけどよ、初めてコイツが認めたやつだしな。お前に、馬具一式タダでサービスしてやるよ」

			「本当ですか!?」

			　金に困ってはいないが、タダでもらえるならとてもありがたい。

			　喜ぶ俺を見て満足そうに頷くと、オッサンは店の奥に引っ込んで馬具を持ってきた。

			「よし、それじゃあ俺が馬具を……ぶへるばっ!?」

			「お、おっさあああああん！」

			　オッサンは、ルルネに馬具を着せようとしたのだが、再び蹴けり飛ばされてしまった。

			『私に触れていいのは、主様だけだ』

			　この子の忠誠心が怖い。

			　ちょっと足を掴んで、無力化しただけなのにね。

			　そんな出来事があったため、俺はオッサンにレクチャーしてもらいながら、自分でルルネに馬具を装着していった。

			　すべてを終えると、オッサンに銀貨10枚を払う。

			「まいどっ！　もし、他にも欲しい魔物がいれば、いつでも来いよな！　馬具の整備も、必要があればしてやるよ！　まあ、金は取るがな」

			「分かりました。えっと……」

			「おっと、そういえば名乗ってなかったな。俺の名前はバルザス。バルザス・アルアだ。よろしくな！」

			「俺は誠一といいます。では、何かありましたら、そのときはお願いしますね」

			「おう！」

			　いい笑顔で見送ってくれるオッサン――――バルザスと別れ、俺はルルネを引き連れて街中を歩き始めるのだった。

		

	
		
			　

			意外な展開

			　

			『私はあの施設で生まれたので、外に出るのは今回が初めてなのですが……ずいぶんと賑にぎやかなのですね』

			「そうだなぁ」

			　俺は、ルルネを引き連れ、街中を歩いていた。

			　ロバだが、一応、ルルネという馬を手に入れたことになるので、この後は特に何かするわけもなく、サリアたちが帰ってくるまではブラブラと街を散歩しようと思ったのだ。

			　それにしても……これから俺はどうしようか？

			　ギルドへ入った理由は、賢治たち勇者側の情報を手に入れやすいと思ったからなんだが、どうも賢治たちはどこかの学園に通い始めたらしい。

			　俺としては、まずは賢治たちに合流したいと思っている。

			　学園の名前を忘れたが、勇者が通い始めた学園ということで情報も多いだろうし、人に訊きけばすぐにでも情報は集まるだろう。

			　問題は、そのあとだ。

			　勇者召しよう喚かんされたわけでない俺は、魔王を討とう伐ばつする必要がない。

			　しかも、黒龍神の過去を見た俺からすれば、どう頑張っても魔王が悪いヤツには思えないのだ。

			　それに、賢治たちは仮に魔王を討とう伐ばつできたとして、そのあとをどう過ごすつもりなんだ？

			【果て無き悲愛の森】で見た『勇者アベルの日記』やゼアノスのように、利用されるだけ利用されて、殺されるんじゃないか？

			　この世界に送り込んだ張本人である神が言うには、俺たちに関する記憶は全世界から抹まつ消しようされているらしい。

			　だから、たとえ地球に無事に帰れたとしても、もう俺たちの居場所はないのだ。

			　だが、ここは異世界だ。

			　記憶を取り戻す魔法もあるかもしれないし、それが無理でも、記憶を失う前に時間を戻す魔法があるかもしれない。人を生き返らせる魔法やアイテムがあるくらいなんだ。それくらい存在してもおかしくないと俺は思う。

			　もし、この世界で身に付けた力をそのまま持って、地球に帰還できたとすれば……。

			　全員は無理でも、一部の人間には、思い出してもらえるかもしれない。それこそ、親族だけとかな。

			　ただ、俺はこの世界に残りたいと思っている。

			　サリアとアルという、大切な二人ができたからだ。

			　両親はもういないし、地球ではいい思い出がなかったのも確かだが、それでも俺が生まれた世界という意味では、地球から離れるというのは寂さびしい気もする。

			　それでも、俺は俺のことを必要としてくれる、二人から離れたくない。

			　俺の手で守りたい。

			　……まあ、こんな気持ち、恥ずかしくて人には絶対に言えないけどな。

			　とにかく、目先の目標としては、賢治たちに合流することだろう。そのあとのことは、合流してから考えるとしよう。

			　そんな楽観的思考をしながら歩いていると、突然ルルネがしみじみとした様子で言う。

			『……主様と出会わなければ、私は一生あの檻おりの中だったのでしょうね』

			「いやいやいや。ルルネがもっと買ってくれる相手を妥協してたら、簡単に出られたと思うぞ」

			　無駄すぎる脳のう筋きんの考え方だったしな。何だよ、自分より強い存在に従うって。本当にロバ？

			「まあそんなことより、俺はロバ語や馬語があったことに驚きだよ……」

			　ルルネや馬ば竜りゆうのように、俺たち人間が動物の言葉を理解できないだけで、普段からこんなふうに動物同士で普通に会話しているんだとすれば、動物たちはそれぞれ独自の言語を持っていることになるだろう。

			　……じゃあ『サリア』や『ルルネ』って名前にも、意味が込められているんだろうか？　その種族独自の言葉で……。

			　そんなことをふと思うと、ルルネはどこか誇ほこらしげに言う。

			『主様。私の名前は、ロバの英雄――――【ルルネリオン】からとったものだと母から聞きました。生涯、たった一人の主を決め、その方のためだけに走るロバ……私も、かくありたいと常々思っております』

			「もうついてけねぇよ！」

			　なんだよ、ロバの英雄って！　しかも、名前に意味まであったし！

			　少ししか会話をしていないというのに、俺の精神力はどんどん削られていく。

			　これがツッコミ疲れってやつなんだろうか……。

			　いろいろと疲ひ弊へいする俺だが、ルルネが言っていたロバの英雄という存在がいるように、他の動物にも語り継がれるような英雄がいるんだとすれば、ちょっと話を聞いてみたいなと思ってしまった。

			　非常にどうでもいいことを考えながら歩いていると、街のいたるところで見かける露店から漂ういい匂いに、お腹が減ってきた。

			「ん～……腹減ったな。ルルネ、お前も何か食べるか？」

			『私にも買っていただけるのですか!?　ロバなのに!?』

			「今さらすぎるっ！」

			　散々ロバらしくない行動をしてきたくせに、急にロバだと主張されても困るんだが？

			　まあ、それは置いておくとして、ルルネの見ている目の前で食べるのは罪悪感があるしな。

			　俺は近くの露店で売られていた【爆弾】を二つ買った。

			　この食べ物を買った理由？　名前にすごく惹ひかれた。何せ爆弾なんだぜ？　物騒すぎて逆に興味が出た。

			　買った後で気づいたのだが、ロバって草食動物だっけ？

			　まあ……大丈夫でしょう！

			　考えるのが面倒になった俺は、そのままルルネに爆弾を渡す。やべぇ、文字にするとかなり危ないヤツだな。

			『主様。これは一体？』

			「爆弾って名前の食べ物らしい。俺も食ったことないけど、意外と人が並んでたし、人気なんじゃねぇか？」

			　そう言いながら、俺は爆弾の一つを手に取る。

			　爆弾は、何の変哲もない真っ白なまんじゅうのようなもので、食べやすい一口サイズだった。

			　一瞬ためらってしまうが、意を決して爆弾を口に放り込む。……冗談抜きで、文字にするとヤベェな。

			「んむっ!?」

			　その瞬間、俺の口の中で爆弾が爆発した。

			　だが、その爆発は決して危ないものではない。

			　爆弾の中からあふれ出てきたのは、ボリューミーな肉と、そこから溢れ出す肉汁。

			　そして、何の出汁かは分からないが、肉汁以外にも濃厚なスープのようなものが口の中を満たした。

			　噛めば噛むほど、肉に肉汁と出汁の混ざった汁が染み込み、肉がどんどん口の中で膨ぼう張ちようしていくのだ。

			　これは、地球に存在しない魔物の肉を使っているんだろう。噛んで肉と汁を絡ませるたびに膨ぼう張ちようする肉なんて俺は知らないからな。

			　口からこぼれそうになるほどの汁を、どうやってあの一口サイズのまんじゅうの中に収めていたんだろうか？　それも、外に汁を染み出させることなく。

			　まあ、それが分かったら商売にならないもんな。少し小シヨウ籠ロン包ポウに似てるかも。

			　あれこれ考えていると、膨ふくれ上がっていた肉が、汁と絡み合って柔らかくなりながらほぐれた。それを、そのまま飲み込む。

			「あー、美う味まかった」

			　食い終わった俺は、満足していた。

			　美お味いしいものを食べた後って、不思議と気分がよくなるよな。

			　そんなことを思いつつ、ふとルルネの様子が気になった俺は、ルルネのほうを見る。

			「ルルネ。どうだっ――――」

			『あ、主様！　すごいです！　今まで食べてきた牧草が雑草に思えるくらい美お味いしいですよ！』

			「そ、そうか」

			　ルルネは、どうやらこの爆弾を気に入ったらしい。

			　つか、ロバがそれでいいのか……？

			「そんなに気に入ったのなら、もう何個か買ってやろうか？」

			『ほ、本当ですか!?　ならお願いします！』

			　こうして俺は、ルルネのために、もう一度爆弾を買いに向かうのだった。

			　……やっぱり文字にして考えると、すごく物騒だよな。

			　

			◆　◇　◆

			　

			『主様！　今度はあれ、あれを食べましょう！』

			「ルルネさん？」

			『ああ、でもあっちの食べ物も捨てがたい……』

			「おーい、ルルネさんや？」

			『主様、私はどうすればいいんでしょうか!?』

			「うん、まずは俺の話を聞こうか！」

			　ルルネは爆弾を食べてからというもの、すっかり人間の食べ物に魅了されてしまったらしく、俺たちはこうして街中の露店を練り歩いていた。

			　俺は、すでに腹も膨ふくれて食べ物を欲しいとは思わないんだが、ルルネは食欲が減るどころか、増している気がする。

			　しかも、俺がロバであるルルネにいちいちツッコんだりしているので、周囲の人間は俺のことを訝いぶかしげに見てくるのだ。まあ、ロバと会話する人間なんて、周りから見たら変人以外何ものでもないのは確かだな。

			　ルルネの食欲はすごいし、周りからは変な目で見られるし……俺は、ステータスの運をどこで落としたんだろうか？

			　そんなことを思いながら歩いていたときだった。

			「ん？　あれは……」

			　ふと、視界に一組の男女の姿が目に入る。よく見れば、周囲には野次馬らしき人間たちも集まっていた。

			　男のほうは記憶にないが、女の子のほうはハッキリと覚えている。

			「あれって、俺が絵を買った女の子だよな？」

			　そう、昨日、俺がこの街の絵を買った女の子だったのだ。

			　……見た感じ、何かを言い合ってるように見えるな。

			「ルルネ、ちょっといいか？」

			『ああ、あの爆弾という食べ物も美味だったが、こちらのクレープというデザートもまた……』

			　ダメだコイツ。放置して行こう。

			　道のど真ん中でトリップを始めるルルネを放置し、そのまま女の子の下へ向かった。道行く人が、ルルネを見ては変な目で見るが、俺は関係ありません。

			　女の子たちに近づくにつれて、会話の内容が聞こえてくる。

			「芸術家とは、もっと独創的で、多くの凡人たちの想像を超えるモノでなければいけないのだ！　その点、君の絵には華がなく、どれもありふれたものでつまらない！」

			「わ、私は、自由に絵を描いているだけです！　アナタにどうこう言われる筋合いはありません！」

			「もったいないっ！　その画力があれば、もっと素晴らしい絵が描けるはずだろう!?」

			「……えっと、アナタは私の絵をバカにしたいんですか？　褒ほめたいんですか？」

			「分からんっ！」

			「……えぇ……」

			　……漫才をやっているのか？　初めはなんだか言い合いでもしてるかと思ったんだが……。

			　二人の会話の内容に、俺は思わずそう思ってしまう。

			　周囲の人間も、喧けん嘩か沙ざ汰たになりそうにないと思ったのか、安心した様子で皆離れていった。

			　……全員心配してたんだな。

			　だいぶ近くまで来て、俺が二人のやり取りに困こん惑わくしていると、女の子が俺に気づいた。

			「あ、アナタは！」

			「ん？　君は……」

			　男も、女の子が俺に気づいたことで、俺のほうに視線を向けてくる。

			　よく見てみると、男の格好は無駄に豪華で、少しくせ毛の茶髪とこげ茶色の瞳ひとみを持った、イケメンだった。年齢的には、俺より少し年下かもしれない。

			　そんな分析をしていると、女の子が俺のほうに駆け寄ってくる。

			「あのときはどうもありがとうございました！　全然売れなくて、もう売るのを止めようかなって考えていたときでしたから、買っていただいたときは本当に励はげみになりました！」

			「そんな大層なことをしたつもりはないんだけど……でも、本当にいい絵だったからね。こっちこそ、ありがとう」

			　生きているなかで、感動できる絵と巡り合える確率のほうが少ないんだから、俺はそういった意味では、本当にステータスの運は高いのだろう。

			　女の子とそんな会話をしていると、男が口を開く。

			「……君たちの会話を聞いていたけれど、君は彼女の絵を買ったのかな？」

			「え？　ああ。いい絵だったので」

			「それじゃあ、僕の絵は買ったかい？」

			「いいや、買ってないな」

			　俺がそう答えると、男は目を見開く。

			「ば、馬鹿な!?　この僕の絵を買っていないだと!?」

			「いや、そんなに驚かれても……そもそも俺は君を知らないし……」

			　素直にそう答えると、男はフッと笑いながら髪をかき上げた。イケメンだからか、様になっている。

			「僕を知らないことにも驚きだが……これも何かの縁だ、自己紹介をさせてもらおう。僕はクレイ・ベルガー。ベルガー侯こう爵しやく家の長男にして、芸術の申し子！　見知りおき願うよ」

			「私はメイ・チェリーです。えっと……私の絵を買ってくださり、本当にありがとうございました！」

			　妙な決めポーズをとりながら自己紹介をするクレイと、丁てい寧ねいに頭を下げてくるメイの二人は、いろいろな意味で対照的だった。

			　メイに至っては、頭を下げたときに、犬耳がぴくぴくと動いていて可愛かわいらしい。

			「俺は誠一。まあ、そっちのメイの絵を買ったわけだが、クレイの絵は知らないんだ。悪いな」

			「ふむ……名前から察するに、東の国出身みたいだね？」

			　また東の国が出てきたよ。まあ、都合がいいからいいけど。

			「ま、そんなところだな」

			　適当にそう返事をすると、クレイは一つ頷いた。

			「いいだろう……誠一、君には特別に僕の絵を一枚、あげようじゃないか！」

			「え、いや、別に欲しくは……」

			「さあ、遠慮せずに持って行きたまえ！」

			　俺の言葉などガン無視で、クレイは一枚の絵を強引に渡してくる。

			　仕方なくその絵を受け取ると、そこに描かれていたものに、俺は絶句してしまった。

			　……なんだこれ。妙に既視感があるんだが……。

			「一応聞くけどよ……これ、何？」

			　クレイから貰った絵は、ただの三角形が大きなキャンパスにデカく描かれているだけだった。

			　色も何もついていない、ただの三角形である。

			　俺の貰った絵を、メイも覗のぞき込んで頬を引きつらせている。

			「見て分からないかい？　この絵はだね、『夕焼けのなか、浜辺で夕日を見つめ彼を想う乙女の絵』が描かれているのだよ！」

			「そうは見えねぇよ!?」

			　どっからどう見てもただの三角形だろ!?　おでんのはんぺんを描いたっていうほうが、まだ納得できるぞ!?

			　それに、なんだか見たことがある気がする画風だと思えば……メイの絵を買ったとき、広場でやけに売れていた絵とほとんど変わらねぇじゃねぇか！　あのときも、何が描かれてたのか俺には分からなかったしな!?

			「私、こんな絵に負けてるんだ……」

			　隣でメイが、残ざん酷こくな現実に打ちひしがれてる……！

			　ま、まあ、メイの絵は確かに上手いし俺も感動したが、ありふれているといえば、ありふれているわけだし……。

			　メイの呟つぶやきが聞こえたのか、クレイが唐とう突とつに訊きいた。

			「メイ、君は絵を描き始めてどれくらいかな？」

			「え？　えっと……１年くらいです」

			　１年であの画力だとすれば、俺は十分すごいと思うけどな。

			　だが、メイの言葉を受け、クレイは高笑いを始めた。

			「ははははは！　なら、僕に負けても仕方がないね！　君は素人しろうとなわけだ。確かに、君の絵の才能は目を見張るものがある。だがしかし！　僕はそれを超える天才なんだよ！」

			「んじゃあ、クレイは絵を描き始めてどれくらいなんだ？」

			「３ヶ月！」

			「お前のほうがド素人しろうとじゃねぇか！」

			　でも確かにスゲェ！　３ヶ月で売れる絵を描けるんだろ？　認めたくないけど天才だ……！

			　そんなことを思っていると、俺のツッコミが不満だったのか、クレイは眉まゆをしかめる。

			「誠一……さっきから僕のことをバカにしたような言葉が多いが……君は絵が描けるのかい？」

			「うん、まあクレイと同じような絵なら確実に描けると思うぞ」

			　有名な画家の見た感じ描けそうな絵は、まず素人が描けるようなものじゃないことは俺も知っている。

			　でも、クレイの絵だけは、俺でも描けるような気がしてならないのだ。

			　すると、クレイは突然一枚の紙と、筆を俺に渡してきた。

			「そこまで言うのなら、君の絵を見せてもらおうじゃないか！　さあ、描いてみたまえ！」

			「えぇ……」

			　面倒くさいと思いながらも、このままでは確かに口先だけになってしまうので、仕方なく紙と筆を受け取り、絵を描く。

			　まあ、絵を描くといっても、クレイの絵を少し変えて、四角形を描いただけなんだがな。

			「ほら、できたぞ」

			　俺から絵を受け取ったクレイは、その絵を真剣な表情で見る。その後ろで、メイも覗のぞき込んで見ていたが、描かれていたものが四角形であることを確認して、苦笑いに変わった。

			　だが、クレイだけは違ったようだ。

			「や、やるじゃないか……」

			「ウソだろ!?」

			　自分でも思うが、これは酷ひどいと思うぞ!?　だって、ただの四角形なんだぜ？　色も何もついてないしさ！　それどころか、定規で線を引いたわけでもないから、線もグダグダなんだよ!?

			「誠一……僕の弟子にならないかい？」

			「ヤメロっ！　これ以上俺のＨＰを削るんじゃねぇ！」

			　適当に描いた絵が、ここまで評価されると思わなかったよ！　だからこそ、恥ずかしいじゃねぇか！

			　思わず赤面する顔を手で覆おおっていると、クレイは一つ咳をする。

			「コホン。ま、まあ……僕の絵を評価するだけのことはあるみたいだね。悔しいけど、君にも才能があるみたいだ」

			「……もうやめてくれ……」

			「それでも！　今度行われる【キャラスティ絵画大会】で優勝するのは僕だ！　メイ、誠一。君たちは確かにすごいが、それでも天才は僕なんだよ！」

			「キャラスティ……」

			「絵画大会？」

			　メイもクレイの言葉に出てきたその単語を知らないらしく、俺と一緒に首を捻ひねっていた。

			　すると、クレイはそんな俺たちの様子を見て、驚く。

			「おや？　君たちは知らないのかい？　今度この王都で行われるレース、【王都カップ】があるだろう？　その一ヵ月後に開催される、このウィンブルグ王国最大の絵画大会のことさ。ウィンブルグ王国で開催されるが、優勝すれば、画家として名が世界中に売れるほど強い影響力のある大会なんだよ。世界中から、僕に迫る天才画家がこの大会に参加するためだけに集まるんだよ。画家であれば、一度でもいいから出場してみたいと思う、夢の舞台というわけさ」

			「なるほど……」

			「誠一は、画家ではないようだから関係ない話かもしれないが……メイ、君は参加しないのかい？」

			「……そんなすごい大会、素人しろうと同然の私が参加できると思えませんし……」

			「経歴なんかは気にする必要はないよ。参加条件は特にないからね。本当に実力さえあれば、誰でも参加できる大会なんだ」

			　そうだろうな。メイより素人しろうとのクレイが参加しようとしてるくらいだからな。

			　勝手に納得し、頷いていると、クレイは俺に訊きく。

			「これは僕の推測なんだが、誠一は僕が参加するキャラスティ絵画大会の前にある、王都カップに出場するつもりなんじゃないかい？　その画力は惜しいとは思うが、君はその身なりから察するに冒険者だろう？」

			「あー……確かに冒険者だけど、その王都カップとやらに参加する予定はないかな」

			　俺がそう答えると、意外そうな表情をクレイは浮かべた。

			「そうなのかい？　優勝賞品は毎年豪華だし、２位や３位でも、冒険者であれば誰もが欲しがるような武器やアイテムが手に入るから、てっきり参加するものだと思ってたんだがね」

			「へぇ……まあでも、今のところ武器で困ってないしな」

			「そうか……ああ、そう言えば……もう10位から５位までの賞品の内容は開示されていたんだったね。知ってるかい？」

			「いや、知らないな」

			「私も知りません」

			　メイも俺も素直に知らないことを告げると、クレイは一つ頷いて教えてくれる。アドリアーナさんも貴族でとても親切だけど、クレイも親切なヤツだよな。貴族って、なんか無条件で他人を見下しそうなイメージがあったけど。

			「10位から６位までは、それこそ冒険者に必須の良質な回復薬や、入手困難でとても高価な【仙薬】という体力・魔力・傷がある程度回復するアイテムが貰もらえるんだが……５位の賞品は、なんと幻の巨大魚……【バハムート】が手に入るらしい」

			「ぶっ!?」

			　ば、バハムート!?　詳しくは知らんけど、それって賞品にできるほど簡単に手に入るものなのか!?

			　地球でも名前が存在するくらい有名な化け物だろ!?　もしかして、地球のバハムートと、この世界のバハムートはモノが違うんだろうか？

			　いや、確かにクレイは幻の巨大魚って言ってたし……だとすれば、４位以上の賞品って何!?　欲しいとは思わないけど、優勝賞品が何なのか気になるじゃねぇか！

			　しかも、６位とかで貰える【仙薬】とやらも十分スゲェ効果だけどな!?

			　たかが馬のレースと侮あなどっていた俺だが、手に入る賞品のレベルに驚く。

			　すると、同じように驚いていたメイが、クレイに疑問をぶつけた。

			「えっと……そのバハムートってどうやって手に入れたんですか？　私の知る限りでは、Ａランク冒険者でも危険と言われてるような魔物だったと思うんですけど……」

			「詳しいことは知らないが、この国の王が他国に会談へ向かった際、たまたま立ち寄った巨大な湖で泳いでいたのを発見し、この国の誇ほこる二大騎士の一人、《剣騎士ナイト・オブ・ソード》のルイエス様が討とう伐ばつされたらしい。それも一瞬で」

			「なんかよく分からんけどスゲー！」

			　ガッスルも言ってたけど、この国にいる二大騎士とやらは相当チートな存在らしい。俺？　俺は人間という名の化け物だろ。涙が出るけど気にしない。

			「まあとにかく、そのバハムートが貰えるというわけさ」

			「いや、それ貰ったとしても困るよね？」

			　巨大魚を貰ってどうするの？　飼うの？

			　そんな俺の想像とは違う回答をクレイは言った。

			「何を言っているんだい？　食べるんだよ」

			「あ、食うんだ！」

			　その発想はなかった……！

			　名前なら俺でも知ってる化け物だが、俺は食べるという選択肢を持っていなかった。それこそ、それだけすごい魔物なら、飼うほうが自然なんじゃねぇかとも思っていたくらいだしな。観賞魚のアロワナみたいに。……あれも食えるんだろうか？

			　ふと、そんなくだらないことを気になりだした俺をよそに、クレイは目を閉じて何かを思い出すように語る。

			「僕も一度だけバハムートを食べたことがあったが……あれは芸術の域にまで達する味だったよ。正直、あれ以上に美お味いしい魚を僕は食べたことがない」

			　へぇ……貴族であるクレイが言うんだから、相当美味しいんだろう。貴族って普段から美味しいものをいっぱい食べてそうだしな。ちょっと食べてみたいかも。

			　そう思った瞬間だった。

			『主様、食べましょう！　バハムート！』

			「うおっ!?　いつの間に!?」

			　今まで放置していたはずのルルネが、気づかぬうちに俺の背後に回り、そう詰め寄ってきた。

			「ん？　誠一、そのロバは？」

			「え？　あ、ああ。コイツはルルネ。今日買ったばかりだが、これから一緒に旅する仲間かな？」

			「へぇ！　ルルネちゃんですか。ロバっていう割には、とても凛り々りしい顔だちをしてますね！」

			　獣じゆう人じんであるメイは、ルルネに興味があるらしく、近づいて撫なでる。

			　初めは魔物販売店のバルザスみたいに蹴けられるんじゃないかと心配だったが、どうやら女性は大丈夫なようだ。

			　それはどうでもいいのだが、ルルネのさっきの言葉が気になった俺は、クレイやメイにばれないように小声で訊きく。

			「ルルネ。バハムートが食べたいって言ったか？」

			『はい！　そんな美味なる食材なのであれば、食べずにはいられないでしょう！』

			「いや、俺も食べたいとは思うけど……」

			『それに、私と主様の初めての共同作業ではないですか！　それにふさわしい内容だと私は思いますよ？』

			「うん、共同作業って言葉はなんか違くね？」

			　そんなツッコミをしつつも、俺もバハムートの味に興味が出たのも事実なので、ちょっと参加してみようと思った。

			「クレイ。そのバハムートってのがどんな味なのか気になるし、やっぱり参加してみようと思う」

			「そうかい？　よく分からないけど、それなら登録を急いだほうがいいんじゃないかい？　そのロバを買った魔物販売店に行けば、登録ができると思うが、登録締め切りは今日だったと思うぞ」

			「そうなのか？　なら急いで登録しに戻るか……」

			「ただ、ロバだと５位は難しいと思うがね……」

			　苦笑い気味にクレイはそういう。

			　それに反して、ルルネは俺にだけ分かる言葉で、自信満々に言い放った。

			『フン！　この男は私の実力を知らないからそう言えるのだ。主様、安心してください！　このルルネ、足には自信があります。決して他の駄馬に後れを取ることはありません！』

			「ロバのセリフじゃねぇな」

			「まあ誠一は絵画大会に参加せず、王都カップに参加することは分かった。それで？　メイ。君はどうするんだい？」

			　クレイに訊きかれたメイは、自信なさそうに言う。

			「私なんかが参加しても、結果は目に見えてます。クレイさんは、私と違って天才なのでしょうから、優勝できるかもしれませんが……」

			「僕が天才という点は否定しないが、君は自分を過小評価しすぎだと思うがね。それに、無む謀ぼうにもロバで王都カップに挑もうとしている人間がいるんだ。参加してみることにも意味があるのではないかね？」

			「おいコラ」

			　無謀って何だ、無謀って。勇気ある挑戦だ。そこ間違えんなよ。

			　クレイの励はげましとも取れる言葉を受けても、メイの表情は暗い。

			「それでも……」

			　まあ、確かに広場で絵を売っていて、あれだけ売れなければ自信も喪そう失しつするよな。

			　好きで描いていても、それを売って誰も買ってくれないのなら、それは評価されてないのと同じでもあるわけだし。

			　でも、メイは参加したいんじゃないかな？　画家なら誰もが憧れる大会と言われれば、参加してみたいと思うのが普通だと思うけど……。

			　俯うつむくメイを見て、クレイはため息を吐いた。

			「まあ、君が参加しないというのであれば、それも一つの選択だとは思うがね。それだけ僕のライバルが減るんだ。まあ、ライバルがどれだけいようが、優勝するのは僕だけど！」

			　お前のその自信はどこから来るんだ。俺と同レベルの絵を描くくせに。

			　クレイの言葉に呆れつつ、俯くメイに俺は言う。

			「メイが自分の絵をどう思ってるのかは分からないけど、俺は好きだぞ。だから買ったわけだし、もっと評価されてもいいと思う。だから、そんなすごい機会があるんなら、挑戦してみるのも一つの手じゃないか？」

			「……それは、分かってるんですけど……」

			「やっぱり自信がないか……」

			　俺の問いかけに、メイは小さく頷く。

			　絵を買ったときにも思ったけど、自己主張しない気の弱そうな女の子ではあるよな。それが性格なんだから、仕方がないと言えば仕方がないんだろうけど。

			　ただ、本当にメイの絵が好きな俺としては自分に自信を持って欲しい。

			　でも、自分の絵が評価されていない状態で、そんな大きな大会に出場すれば、バカにされるかもって不安に思うのも無理はないか。

			　どうすればいいんだろうか……。

			　メイに自信を持たせる方法で悩んでいると、俺はふと妙案を思いつく。

			「そうだ！　クレイ、そのキャラスティ絵画大会ってやつの登録はいつまでなんだ？」

			「ん？　王都カップが終了して１週間後くらいだな。今まで描いてきた絵でもいいし、新しく描く絵でもいい。登録期間が終了して、１ヵ月後に大会が始まるんだ」

			「なら大丈夫だな。メイ、俺は王都カップで目当てのバハムートを絶対に手に入れる」

			「え？」

			「さっきクレイも言ってたが、ハッキリ言ってロバで５位入賞とか不可能だろう。そんな状況で仮に５位入賞できたとすれば、すごいと思わないか？」

			「それはすごいですね」

			「だからこそ、俺は絶対に５位入賞を果たしてやる。そうすれば、メイも自信が出るんじゃないか？」

			「あ……」

			　メイは、もともと完成度の高い絵を描けるのに、自信がないだけなんだ。

			　なら、不可能だと思えるようなことを、俺がやってのければ、メイだって自信が出るんじゃないか？　と思っての提案だった。

			　少しでもメイの背中を押せればいいと思っての提案なのだ。ちょっとでもいいから、自分に自信を持って欲しい。

			　そう思っていると、クレイはフッと微笑ほほえむ。

			「それは面白い。メイ、僕も大会で君の絵を見たい。君が求める、自由に描いた絵を。君の絵が決してつまらないものではないことを、僕に証明して見せたまえ！」

			「クレイさん……」

			　よく分からないが、クレイはなんだかんだ言ってメイの絵を認めているんだな。クレイの絵は独創的過ぎてついていけないけど。

			　クレイや俺の言葉に背中を押されたメイは、しばらくの間顔を伏せていたが、やがて決意した表情を見せる。

			「……分かりました。どこまでできるか分からないですけど……私も挑戦してみます！」

			「そうか！　それでこそ、僕の認めた画家だ！」

			『主様、よく分からないですが、絶対にバハムートを手に入れましょう！』

			　クレイとメイは、お互いに画家として高めあうキッカケができ、ルルネは未知の美味なる魚、バハムートを手に入れるという目標ができた。

			　この後、クレイもメイも大会に向けて絵を描くというので、それぞれ帰っていくのを見送り、俺とルルネは魔物販売店まで戻り、王都カップの登録を行った。

			　その際、驚いた表情を浮かべてルルネで５位入賞は無理だと笑ったバルザスを、腹を立てたルルネが蹴けり飛ばしたのはまた別の話だろう。

			　そして、王都カップが明日だなんていう急展開であったことも、些さ細さいなこと……じゃねぇな。

			　……俺、無事に入賞できるだろうか？

			　今さらだが、とんでもなく無む謀ぼうな挑戦をしてるんじゃね？　と、途端に不安になる俺だった。

		

	
		
			　

			王都カップ

			　

			「それじゃあ誠一、頑張ってね！」

			「観客席で応援してるぜ」

			「おう」

			　俺こと柊誠一は、サリアとアルに応援の言葉をもらい、ルルネのいる馬小屋へと向かう。

			　ちなみに馬小屋は、ルルネのことを伝えるとフィーナさんが提供してくれた。

			　そして今日。無む謀ぼうな挑戦ともいえる、王都カップに参加する日なのである。ヤベェ、今さらだけどどうしよう。

			　昨日、メイやクレイと別れたあと、そのまま帰った俺は、サリアとアルにルルネのことを紹介した。

			　メイのときは大丈夫だったので、ルルネをサリアたちと会わせても攻撃はしないだろうと思っていたが、実際、ルルネはサリアとアルにも優しく接していた。

			　なので、ルルネがサリアたちと仲良くなるのに時間はかからなかった。しかも、サリアはもともとゴリラだったことが関係しているのか、なぜか俺と同じようにルルネと意思疎そ通つうができていた。……何でゴリラとロバが意思疎通できるのかは、この際考えないことにする。

			　王都カップに出場する経緯を伝えると、二人とも初めは驚いた顔をしたが、すぐに応援してくれた。それにしても、アルは観客席で応援するって言ってたが……観客席ってどこにあるんだろうか？

			　それはいいとして、二人に応援してもらうからには、できれば勝ちたい。

			　ルルネもあれだけ自信満々に足が速いと言っていたのだ。優勝は無理でも、ある程度の順位まではいけるんじゃないか？　と考えている。

			　ただ、なぜだろう。

			　嫌な予感しかしない俺は、おかしいんだろうか？

			　いや、もともと難しいというか、不可能って言われてるようなことに挑戦するわけだからな。嫌な予感も何もないな。本当に今さらである。

			　そんなことを考えながら歩いていると、いつの間にかルルネのいる馬小屋にたどり着いていた。

			　中に入ると、他の冒険者や商人たちの馬もいて、牧草を食べたりしながら過ごしていた。

			　他の馬の様子を眺めつつ、ルルネの場所まで行く。

			　すると、ルルネは俺が近づいてきたことに気づき、ロバのくせに無駄に凛り々りしい顔で挨あい拶さつしてきた。

			『主様、おはようございます！　今日は絶好の乗馬日和ですね！』

			「乗馬日和かは分からんが、おはよう。今日はよろしくな」

			『お任せください！　このルルネ、主様の名誉を守るため、必ずや主様を優勝させてみせましょう！』

			「本音は？」

			『バハムートのために！』

			「優勝する気ねぇな！」

			　バハムートは５位入賞者の賞品なので、優勝してしまうと手に入れることができない。

			　レースが始まる前に、残りの４位から優勝までの賞品が公開されるらしいが……。

			　優勝しようと思ったら、最低でもルルネの気を引く食べ物が優勝賞品じゃねぇとな。それ以前に、ルルネはロバだから優勝するのは絶望的だけど。

			「まあいいや。もうそんなに時間もねぇし、行こうか？」

			『はいっ！』

			　ルルネを馬小屋から出すと、俺は王都テルベールの入り口にある検問所の門付近まで移動した。そこが王都カップのスタート地点になっているのだ。

			　門まで辿たどり着くと、参加者であろう冒険者たちが様々な馬を引き連れ、集まっている。

			「おお、スゲー。俺の知ってる馬以外にも、いろいろな馬がいるなぁ。……ウマシカもいるけど、大丈夫か？」

			　周囲の馬を見渡し、一人で呟つぶやいていると、後ろから声をかけられた。

			「誠一！」

			「誠一さん！」

			「ん？」

			　後ろを振り向くと、豪華な服に身を包んだクレイと、ブラウスにロングスカートの格好をしたメイがこちらに向かってきていた。

			「クレイとメイか。二人ともどうしたんだ？」

			「僕は君とロバが、どこまで頑張れるか見るために来たのさ！」

			「私は、誠一さんが私に勇気をくれるために走るって言ってくれたので……応援しないわけにはいかないと思って、見に来ました」

			「そうか。まあ、メイのためにも頑張るよ」

			　俺がフードの下で苦笑いしながらそう告げると、メイは申し訳なさそうな顔で言う。

			「誠一さん、昨日は私のために、ありがとうございました。私はもう、絵画大会に出場することを決意しました。まだ、何を描くかは決まってませんが……。ですから、誠一さんも私のことを気にせず、思うように走ってください。それに、誠一さんの目標は５位の賞品のバハムートなんですよね？」

			「一応ね」

			　というか、主にルルネの目標がそうである。

			「なら、優勝しようとは考えず、自分の目標順位を狙って頑張ってください！　応援してますから！」

			「ありがとう」

			　しかし、なぜだろう。言外に優勝は不可能だと言われている気がしてならない。

			　そんなことを思っていると、俺はふとあることに気づいた。

			「そう言えば、観戦する人たちって、どうやって俺たちのレースを見るんだ？」

			　王都カップのコースは、単純に城じよう壁へき周りを一周するだけである。

			　だが、テルベールという街全体を囲う城壁は、当たり前だがとんでもなく長い。地球の駅伝のように、各ポイントで応援するんだろうか？

			　アルとサリアも観客席とやらで観戦するらしいが……。

			　あれこれ想像してみる俺だが、クレイはきょとんとした表情を浮かべると、何を言っているんだと言わんばかりに説明してくれた。

			「どうやっても何も、『魔力投影機』を使ってに決まってるじゃないか」

			「……ナニソレ」

			　思わず片言になって訊きくと、今度はメイが答えてくれる。

			「えっと、魔力投影機というのは魔道具の一つでして、無数の『魔導カメラ』を魔法で宙に浮かし、それで撮った映像を空中に投影することで、誰もが離れた場所の映像を見られるようになるといった物です。魔力投影機の動力になっている魔力は、宮廷魔術師の方々が供給しているんですよ」

			　魔法のチカラってスゲー。

			　回復魔法とか見て思うけど、驚くほど科学の需要が感じられないな。もう魔法で万事解決じゃね？　死人さえ復活させられるわけだし。

			「一応観戦所が設けられていますが、基本的に投影される映像は王都全体のどこでも見れるので、それぞれの場所で観戦できます。私とクレイさんは、観戦所で投影された映像を見ながら応援するつもりです」

			「なるほど……」

			　メイの説明に、俺は納得する。

			　比較的安全とはいえ、城じよう壁へきの外は魔物もいるからな。そんななかで観戦はなかなかできないだろう。

			「あ！　そろそろ移動しないと席がなくなっちゃいますね……」

			「そうだな……誠一、僕とメイは観戦所に移動させてもらうよ。君の活躍を期待しようじゃないか！」

			「頑張ってくださいね！」

			　結局、二人とも俺が挨あい拶さつを返す前に、すぐ観戦所に向かってしまった。

			「まあ……頑張りますか」

			　そんな呟つぶやきと共に、俺はルルネを連れて、スタート地点へと向かうのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			『さあ、やってまいりました！　毎年豪華賞品が贈られる、王都カップ！　この王都カップの司会進行を務めさせていただきますのは、騎士団【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】所属、ローナ・キリザスです！　短い時間ですが、どうぞよろしくお願いします！』

			　街全体に響き渡る、女性の声。

			　そして、空中には、スタートラインに集まった、今回の王都カップ出場者の面々が映し出されていた。

			　……もうツッコむ気にもなれないけど、この司会の声を届かせてる技術も、魔法なんだろう。本当に科学っていらなくね？

			　精神的に疲れ気味の俺とは逆に、周囲の参加者や、司会の声はテンションが高かった。

			『さて、ルール説明や、スタートをする前に……みなさんが気になっている、１位から４位までの賞品の発表をしたいと思います！』

			　司会がそう告げた瞬間、周囲の人間は大いに沸わきあがった。

			「うおおおおおおお！」

			「今回はどんなスゲー賞品なんだ!?」

			「優勝は絶対に渡さん！」

			「勝利を我が手にぃぃぃいいいいい！」

			　周りが怖い……！

			　いちいち周囲が大声を上げるたびに、俺の体はビクッと震えていた。

			　そして、そんな周りの熱気に負けないほど、ルルネも静かに闘とう気きを滾たぎらせている。

			『バハムートバハムートバハムートバハムートバハムートバハムート……』

			「もうヤダこの子っ！」

			　食べることしか考えてねぇ！　いや、俺も食ってみたいんだけどさ！

			　一人萎い縮しゆくした状態でいると、司会の楽しそうな声が聞こえてきた。

			『うーん、いい熱狂っぷりですねぇ！　そんな熱いみなさんに負けないほど、今回の賞品も素晴らしいですよ！　しかも、今回の優勝賞品は、今までにない新しいものとなっています！』

			　新しいもの？　それって何だろうか……。

			　司会の言葉に首を傾かしげていると、俺以上にルルネが司会の言葉に反応した。

			『あ、新しいモノだと!?　ま、まさか……バハムートを超える食材が!?』

			「いったん食べ物から離れろ！」

			『くっ！　バハムートは何が何でも欲しいが、優勝賞品も食材だったら……私はどうすればいいのだ!?』

			「話を聞けぇぇぇぇえええええええ！」

			　俺のツッコミも虚むなしく、ルルネは一人で悩み始めてしまった。終いには泣くぞ。

			　ルルネの食への執しゆう着ちやく心に泣きそうになっているなか、司会は賞品を発表していく。

			『では、まず第４位の賞品から！　４位の賞品は……とあるダンジョンにて、我らワルキューレの団長である、ルイエス様が手に入れた、伝説級の武器【海割り】です！　この武器が賞品となっている理由は、単純に我々のなかで、斧おのを使って戦う騎士がいないというだけです。まあ、伝説級の武器が他国に渡ろうが、私たちは負けないですけど！』

			　ふと上空を見上げれば、さっきまで俺たち参加者を映していた映像が、綺き麗れいな青色の刃の大きな斧の映像に切り替わっていた。恐らくあれが、海割りという武器なんだろう。

			　つか、４位の賞品で伝説級の武器かよ。優勝賞品は本当に何なんだ？　それに、こんなに簡単に伝説級の武器を賞品にしてしまうってことは、本当にワルキューレとかって言う騎士団が強いんだろう。

			　前にガッスルも言ってたが、この国には二人の超強い騎士がいるらしいし。

			『お次は第３位！　３位の賞品は……またも同じく、ルイエス様がダンジョンで手に入れた伝説級防具【破は邪じやの籠こ手て】！　この防具が賞品となった理由は、４位の賞品である海割りと変わりません！　もってけ泥棒！』

			「「「うおおおおおおお！」」」

			　司会の言葉に反応して、周囲は大きく叫んだ。

			　映像は、いつの間にか海割りから、白銀の籠こ手てに変わっている。あの籠手が破は邪じやの籠手なのだろう。

			　しっかし……すごいな。冒険者からすれば、４位の海割りも３位の破邪の籠手も喉から手が出るほど欲しいだろうから、全員頑張ると思う。

			　そもそも、この王都カップは冒険者向けの大会なわけだし、一般向けの賞品がないのはある意味当たり前なんだけど。

			『続いて第２位！　２位の賞品は……我らの団長、ルイエス様のお姿が収められた、貴重な写真ッ！　どうです？　欲しいでしょ！』

			　いらねぇよ!?　なぜここにきて写真!?

			『尊とうとい犠ぎ牲せいを払い、【魔導式カメラ】で隠し撮りした逸品ですよ！　まあ、この大会のあと、確実に私は怒られるでしょうけど！』

			　バカじゃん！　隠し撮りとか尊い犠牲とか……本当にバカとしか言いようがねぇ！　しかも、叱られるって分かってたんならなぜやった!?

			　映像も、先ほどの籠手から変わり、モザイクのかけられた写真が投影されていた。モザイクって……スゲー無駄な技術！

			　何なの!?　４位と３位はすごかったのに！　まさかの写真!?　誰が欲しがるの、そんなモノ！

			「絶対にかああああああああああつ！」

			「お姉さまの写真は私の物よぉぉぉぉおおおお！」

			「うほおおおおおおおお！　ルイエス様万歳！」

			　伝説級の武器より熱気がすごい……だと!?　この国やべぇ……！

			　驚くべきことに、男だけでなく、女性までルイエス様とやらの写真を欲しがっており、全員目が血走り、とても怖かった。……お家帰りたい。
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			　思わず頭を抱えていると、とうとう司会は、優勝賞品の発表に移った。

			『さあさあ、やってまいりました！　優勝賞品の発表です！』

			　再び司会の言葉に、参加者たちは盛り上がる。

			『栄光の第１位に輝いた選手には……ななな、なんと！　我らワルキューレと一緒に、一日過ごせる権利が与えられます！』

			　いらねぇよ！　３位と４位の感動を返せバカッ！

			　内心盛大にツッコんでいると、周囲の参加者たちは、さっきまでの熱狂がウソのように、静まっていた。

			　そりゃそうだろうよ！　まさかの優勝賞品が、よく分からない権利なんだぞ!?　そんなモノ貰って、喜ぶヤツがいるわけ――――。

			「「「――――優勝は俺だあああああああああああああ！」」」

			「「「――――優勝は私よおおおおおおおおおおおおお！」」」

			　コイツらどうにかしてくれぇぇぇぇええええっ!!

			　参加者たちは、さっきまでの沈黙を突き破り、最高ボルテージで叫んだ。

			『いい熱狂ぶりです！　まあ、ルイエス様と直接会える機会が与えられるとあれば、誰もが求めるのは当たり前ですしね！　この興奮が冷めないうちに、ルールの説明もしちゃいましょう！』

			　司会者は、この状況を心底楽しそうに笑いながら、説明を始めた。

			『ルールといっても、難しいことは何一つありません！　とにかく、この王都テルベールの街全体を囲う城じよう壁へきを、一周するだけ！　ただし、他者への妨害や、明らかな危険行為、反則行為をした場合は即失格となります！　つまり、欲しいモノがあるんなら、正々堂々手に入れて見せろやああああああああ！　……ってことです！』

			「「「おおおおおおおおおおおっ！」」」

			　参加者たちの叫び声を聞き、少し落ち着くと、司会は付け加える。

			『今までの王都カップは、参加者が主に冒険者ということもあり、一般人は参加できず、ただ見て楽しむしかありませんでした！　そこで、今回から新たな試みとして、どの参加者が１位に輝くのか賭ける、【競馬】を始めることになりました！　これで、一般の方々もただ楽しむだけじゃなく、運が良ければもっと楽しくなる大会となっております！　そうそう、賭けられる金額ですが、依存や破産する人が出てもいけないので、１万Ｇまでとしています！　みなさん、奮って参加しましょう！』

			　競馬!?　競馬までやるの!?　確かに、ただ見てるだけじゃつまらないのかもしれないけど……。

			　果たして、この競馬っていう形式がいい結果になるのかどうかは、俺には分からない。まあ、今回からって言ってたし、試験的な意味合いもあるんだろうな。

			　そんなことを思っていると、空中に投影された映像が切り替わり、参加者の名前と乗る馬の種類、そして倍率が表示された。

			『これが今回の王都カップに参加する選手です！　やはり一番人気は、馬の種類のなかでも最速といわれる、【流星馬ミーテイア・ホース】とマイケル選手のペアですね！　マイケル選手は、前回の王都カップでも優勝した実績がありますし、優勝者の最有力候補としては妥当なところでしょう』

			　へぇ……前の優勝選手がいるのか。すげぇ速いんだろうな。

			『ただ、今回の大会では、他にも有力な選手も多くいるようですし、優勝が誰になるのかは分かりません！』

			　まあ、俺には関係ないかな。ルルネも、結局優勝賞品が食材じゃないと分かり、５位のバハムートを絶対に手に入れる気だし。

			　司会者が引き続き予想や各選手の実力を分析し、それを伝えていく。すると、いきなり言葉につまった。

			『……んんっ!?　こ、これはどういうことでしょう！　なんと、倍率１２０倍というとんでもないペアがいるじゃないですか！』

			　……あれ？　なんだか嫌な予感が……。

			『名前は誠一選手で、乗る馬は……ろ、ロバぁぁぁぁああああ!?　誠一選手、勝つ気はあるんですか!?』

			　やめろおおおおおおおお！　俺が一番分かってるから！　ロバで挑むことが無む謀ぼうだってことは！

			　だからせめて……せめてそっとしておいて！　俺を虐いじめないでええええええっ！

			　ふと周囲を見渡してみると、他の参加者は、俺に生暖かい目を向けていた。そんな目で見るんじゃねぇよ！

			『ま、まあいいでしょう！　これで、ルール説明も賞品の発表も終わりました！　あとは……競うだけですっ！　それでは皆さん、スタートをするので、スタートラインまで移動してください！』

			　結局俺は、周囲から生暖かい目を向けられながら、スタートラインまで移動することになった。

			　後から聞いた話だが、この恥ずかしい映像は王都全体の人々に見られ、爆笑されたらしい。

			　……どこか穴はないだろうか？

			　冗談抜きで、隠れるための穴を探し始める俺だった。

		

	
		
			　

			ルルネ無む双そう

			　

			　司会の言葉に従い、それぞれの参加者がスタートラインまで移動を開始した。

			　この王都カップでは、地球で言う駅伝のようなスタートの形が採用されている。

			　なので、最初のスタートの位置から、すでにレースの有利、不利が出てしまうのだ。

			　これは参加者が多いため、仕方がないだろう。そのことに関しては、参加者たちも了承済みなので、文句は出ないらしい。

			　他の参加者の馬と比べると、ロバに跨またがる俺は、どうしても小さくなってしまう。だから、残念ながら俺は、スタートの位置で必然的に不利な、一番後ろになってしまった。

			「ふぅ……一番後ろからスタートなのは仕方がないとして……案外乗れるもんだな」

			　そこまでレースにこだわっているわけでもない俺は、ルルネの背中に乗り、ちゃんと移動できることに軽く感動していた。

			　進化前の俺だったら、まずルルネの背中に乗ることすらできなかっただろうなぁ……。

			　そんなことを考えていると、ふとある馬に乗っている集団が目に映った。

			　その集団は、なぜかスタートラインまで移動しておらず、その場から動かない。

			　司会もそのことに気づいたのか、声をかける。

			『おっとぉ～？　そこの選手諸君！　一体どうしたんですか？』

			　だが、声をかけられている人たちは、必死に自分の馬に声をかけていたため、司会の声が届いていなかった。

			「おい、ジョンソン！　どうした？」

			「何で動かねぇんだよ、ケリー！」

			「動いてくれよ、ジョニー！」

			　やけに人間っぽい名前を馬に付けるんだな。

			　ツッコミどころはそこじゃないんだろうが、思わずそう感じてしまった。

			　しかし……本当にどうしたんだろうか？　馬が突然動かなくなることなんてあるのか？

			　その人たちの様子を見て、いろいろと可能性を考えてみたが、馬に特別詳しいわけでもない俺には、まったく分からなかった。

			　俺は、なんとなく彼らが乗っていた馬に視線を向けた。

			「ッ!?」

			　そして、俺はこの騒ぎの原因を理解してしまった。

			　原因を理解して俺が驚いていると、動かなくなった馬に乗っていた選手たちがとうとう馬からおり、動かない馬に語り掛けている。

			「本当にどうしたんだ……？」

			「どこか具合でも悪いのか？」

			「無理させてまで走らせられねえよ……」

			　それぞれが、馬を気遣いながら、首を撫なでたときだった。

			　ドサッ。

			　突然、馬たちがすべて横に倒れた。

			　しかも、よく見てみれば、そのすべてが無駄に凛り々りしい表情を浮かべている。

			　お分かりいただけただろうか？

			　つまり、突然動かなくなったこの馬たちとは――――。

			「「「……あ。死んでやがる」」」

			　ウマシカあああああああああああっ！

			　またお前か！　どこまでお前はバカなんだ!?　いや、参加者の中に、確かにウマシカに乗ってたヤツは何人も見かけたけれども！

			　どこまでも救いようがないウマシカの生態に、もう、なんて言葉にすればいいのか分からないでいると、司会は無駄に苦々しい声で言う。

			『何ということでしょう……。レースが始まる前に、走ることのできない選手がすでに20人……』

			　ウマシカの参加率高いな!?　そりゃあウマシカのスペックは高いだろうけど、それ以前の問題だよね!?

			　心の中で、怒ど涛とうの勢いでツッコミを続ける俺。

			　俺、この世界に来てから、ツッコミしかしてない気がする。

			　そんなわけないんだが、そう思ってしまうのも無理はないだろう。

			　げんなりした気分でいると、ルルネが涎よだれを垂らしながら言う。

			『今夜の食卓には、馬刺しが多く出そうですね！』

			　ルルネさん。それ、笑えないっす。

			『まあ、彼らの馬には同情しますが、レースを止めるわけにはいきません！　みなさん、気を取り直して、レースを頑張ってください！』

			　ルルネとくだらないやり取りをしていると、司会がその場の空気を吹き飛ばすようにそう告げた。

			　そんな出来事もあったが、他の参加者たちも無事、スタートラインまで移動した。

			『みなさん、もうスタートの位置につきましたね？　では、カウントを始めます！　３！』

			　よし、どうやらレースがスタートするみたいだ。

			　なんか、スタートするまでにやけに時間がかかった気もするが、今はレースに集中しよう。

			『２！』

			　カウントが減っていくのを耳にしながら、ルルネに言う。

			「ルルネ。それじゃあ、よろしく頼むぞ」

			『お任せください！』

			　力強いルルネの返事に、これはいけるかもしれないと俺は思った。

			『１！』

			　そうだよ。ここまで無駄に自分のすごさを語ってきたんだ。ルルネをただのロバだと思っちゃいかんだろう。

			　手た綱づなをしっかりと握り、気持ちを引き締める。

			　さあ、俺たちのレースの――――。

			『スタァァァァアアアアアトッ！！！！』

			　――――始まりだっ！

			　一斉にスタートする馬たち。

			　砂すな埃ぼこりが舞い上がり、一瞬にして視界が悪くなる。

			　だが、残念だったな、参加者諸君！

			　俺のルルネは、颯さつ爽そうとすべての馬を――――。

			「――――抜けないっ！」

			『はぁ、はぁ、はぁ』

			　結果、ルルネは見事に予想を裏切ってくれました。いや、逆に予想通りか？

			　ルルネのスピードは驚くほど遅く、瞬またたく間に他の馬たちに置き去りにされてしまった。

			　足音だって。

			　パッ…………カ、パッ…………カ。

			　な？　驚きの足音だろ？

			「あのぉ～？　ルルネさ～ん？　最下位ですよ～？　ほら、本気を出さなきゃ！」

			　まだだ。まだ、ルルネの本気はこんなものじゃない……！　と思い直し、そう声をかけてみる。

			　だが、ルルネの足取りは微み塵じんも変わらなかった。

			　パッ……………カ、パッ…………カ。

			「あ、ダメだこれ」

			　一歩を踏みしめるまでの時間がヤベェ。優勝どころか５位入賞すら、とてもじゃないけど無理だね。

			　入賞を諦あきらめて、もうどうにでもなれ！　と思っていると、司会の声が聞こえる。

			『おっとぉ!?　誠一選手とルルネ選手のペアが、まっっっったく進んでおりません！　気づけば最下位に！　やはりロバではダメなんでしょうか!?』

			　ダメなんです。

			『誠一選手たちがスタートラインでもたついている間に、トップ集団はもう半分を走り終えました！』

			「速くね!?」

			　もう半分!?　絶対、５位入賞とか無理だろ！

			　他の馬の速さに驚いていると、ルルネが苦しそうな声を出す。

			『くっ……はぁ、はぁ』

			「おいおい、大丈夫か!?　無理すんなよ！　お前が頑張り屋なのは分かったからさ！」

			　そして、足が遅いことも分かったけどね。

			　そんな俺の気遣う声を耳にしたルルネは、苦しそうに呟つぶやいた。

			『……お……腹……が……』

			「え？　お腹が？」

			『……お腹が…………空いた…………！』

			「草でも食ってろよぉぉぉぉおおおお！」

			　思わず叫んでしまった。いや、仕方がないでしょ!?

			　まさか腹が減ってたの!?　だから遅いわけ!?

			　そんなわけないと思いつつも、一応訊きいてみる。

			「おい、ルルネ。ちなみに朝食の牧草は……」

			『主様、私にそのような家か畜ちく同然の飯を食えと……!?』

			「お前、ロバだろぉぉぉぉおおおお？」

			　何言っちゃってくれてんの!?　何で俺がおかしいことになってんの!?

			「ちょっ！　取りあえず、この地面にはいっぱい草が生えてんだから、それ食って腹を満たせ！　お腹いっぱいなら走れるんだろ!?」

			『私はもう、草のような何がおいしいんだか分からない、あんなモノ食べたくありません！　人間の食事、サイコー！』

			「だから、お前はロバなんでしょぉぉぉぉおおおおお!?」

			　いくら叫んでも、ルルネは地面に生えている草を食べようとしない。

			　バハムートのことを持ち出して、何とか草を食べさせようとしたが、それでも食べないことを考えると、死んでも人間が食べるようなもの以外は口にしなさそうである。

			　動物に、人間の食べ物をあげるんじゃなかった。

			　と、俺は今さらながら、強く後悔した。

			「くっ！　このまま何もできずに負けるとか、カッコ悪すぎる……！　何か、俺の手持ちで食えるものは……!?」

			　必死にアイテムボックスの中身を探してみるが、どれも調理されていない生の食材ばかりで、そのまま食べられそうなモノはなかった。

			　ああ、完全に終わった……。

			　そう、諦あきらめかけたときだった。

			「……ん？」

			　アイテムボックスの中にある、とあるモノに目が留まる。

			　それは――――【進化の実栽さい培ばいセット】だった。

			　たしか、この中身は、進化の実を栽培する方法と、進化の実の種などが入っているって言ってたけど……。

			「もしかして、進化の実も一個くらい入ってるんじゃ……」

			　そんな淡い期待をしながら、【進化の実栽培セット】を取り出してみる。

			　すると、ズタ袋のようなモノが出現した。

			　中を見てみると、本当に進化の実を栽培するための方法が書かれた冊子と、進化の実が15個も入っていた。…………あれ？

			「進化の実が入ってて、種が入ってないぞ？」

			　どれだけ中身を漁あさっても、進化の実はあるが、種らしきものは出てこなかった。

			　その事実に首を捻ひねり、理由を考えていると、あることに気づいた。

			「……あ。そういえば……進化の実を食べたとき、種が出てきたことなかったよな……？」

			　そう、【果て無き悲愛の森】で進化の実を10個も食べた俺は、そのすべてを丸ごと食べていた。

			　つまり、種なんて見たこともない。皮はついてるけどな。

			　ということは、この進化の実は、おそらく種実類と呼ばれるものなのだろう。それこそ、この進化の実と似た見た目をしている地球にあるアーモンドなんかは、まさに種実類と呼ばれるものである。

			　とはいえ、何とかルルネが食べてくれそうなモノを見つけることができた。木の実だが、まあ、草じゃない分、まだ食べてくれるだろう。

			「ルルネ！　コイツは食べられるか!?」

			『そ、その木の実は……？』

			　弱々しい声で、ルルネはそう訊きく。つか、なんでそこまでして草を食べたくないんだよっ。

			「コイツは、俺が死にかけていたときや、サリアがピンチになったときに救ってくれた、【進化の実】だ」

			『進化の実……？』

			「そうだ！　コイツには、感謝してもしきれないほど、大きな恩がある。それくらい、素晴らしい効果を持った木の実なんだ！」

			『食べます！』

			「復活早いな!?」

			　俺の力説を聞き、ルルネは一瞬で俺から進化の実を一つとると、そのまま食べてしまった。

			『こ、これは……！』

			「おい、どうかした――――」

			『不味まずいっ!!　驚くほどに不味いですね！』

			「あ、はい」

			　ルルネの、むしろ清すが々すがしいともいえる表情で不味いという姿は、俺に、森で食べた進化の実の味を思い出させた。うん、確かに不味かったなぁ……。

			　だが、効果はすごい。

			『んん!?　お、お腹が……いっぱいだと!?』

			　そう、進化の実は、一つ食べればお腹がいっぱいになってしまうという、素晴らしい効果を持っていた。

			『主様！　これなら……これならいけます！』

			「よぉしっ！　んじゃあ、頼むぜ！」

			　改めて、復活したルルネの手た綱づなを握り、気を引き締める。

			　まあ、また遅く走ることになる気もするけどな！

			　そんなことを思っていると、ルルネが俺に訊きいてくる。

			『主様、しっかり手綱は握られましたか？』

			「ん？　ああ、大丈夫だいつでも来い！」

			　正直、そこまで本気で手た綱づなは握っていない。

			　どうせ、そこまで危なくないだろうという、俺の楽観的な考えからだった。

			　だが、そんな考えは、一瞬にして恐怖に変わった。

			『じゃあ――――参ります……！』

			「おう！　――――へぁ!?」

			　返事をした直後、俺の体を浮遊感が襲う。

			　何が起きているのか理解できないでいると、次いですごい衝撃がお尻しりへと伝わってきた。

			「っっっっ!!」

			　そして再び、俺の体に浮遊感が襲い掛かってきた。

			　あまりにも理解できない展開に、必死に頭を働かせて気づいた。

			『はははははっ！　バハムートよ……今、食らいに行こう……！』

			　ルルネが、それはもう素晴らしい跳ちよう躍やくを見せ、一気にコースを駆け抜けていることに。

			「えええええええええええええええええっ！！？？」

			　速っ！　超速ぇ！

			　ルルネは、最初の失態がまるで嘘のように、驚くべき走りを披露していた。

			　ちゃんと手綱を握っていなかったこともあり、俺は何度もルルネから振り落とされそうになる。

			「ぎゃあああああああああっ！　怖いっ！　怖いよおおおおおおおおおお！」

			『このルルネを止められるモノなど、存在せぬ……！』

			「誰か、このロバ止めてぇぇぇぇぇぇぇぇええええええええ！」

			　思わずそう叫び、俺はルルネの走るスピードについていけないまま、ただ振り回される形でコースを駆け続けた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　私――――メイ・チェリーは、魔力投影機によって映し出された映像を見ていた。

			　その理由は、絵画大会に出場する勇気がなかった私に、勇気づけるきっかけをくれた誠一さんが出場しているからだった。

			　だが、やはりというか、ロバのルルネちゃんでこの大会に挑むのは無む謀ぼうだったのか、スタートした直後、誠一さんたちは最下位になってしまった。

			　そんな様子を見ていると、同じように映像を眺めていたベルガー侯こう爵しやく家の子息である、クレイ・ベルガーさんがため息を吐いた。

			「まあ、分かりきっていたことではあるけどね。でも、少し残念かな？　誠一には、頑張ってもらいたかったんだけどね」

			　クレイさんは自分の絵に絶対的な自信があり、そのことで私に突っかかってきたりもしたが、別に悪い人というわけではなく、むしろいい人だ。

			　ただ、ちょっと天然なのか、いろいろと抜けているような人だった。

			「メイ。誠一のことは残念だったが……君は君で素晴らしい作品を作り、キャラスティ絵画大会でぶつかり合おうじゃないか！」

			「クレイさん。そのセリフだと、誠一さんが死んだように聞こえるんですけど……」

			「気のせいだっ！」

			　なぜ、そこで胸を張るのかは分からないが、クレイさんは動作の一つ一つが忙しい人だなと思った。

			　そんなやり取りをしているときだった。

			　突然、司会の人が、大きな声で告げる。

			『なっ!?　これは何ということでしょう……！　突とつ如じよ、トップ集団の前に、グランドウルフの群れが出現しました！』

			「え!?」

			「何？」

			　再び投影されている映像に目を向けると、グランドウルフがコースの進行方向に立ちはだかり、トップを走っていたマイケル選手たちが、思わず馬の足を止めている。

			　確かに、最近このテルベールの付近で、狼の群れが現われるっていう話は聞いていたけど……。

			　この場にいる誰もが、まさかいきなり狼の群れが出現するとは思っていなかった。

			　ただ、警備体制は万全だろうし、すぐにでも討とう伐ばつ隊が向かうと思うけど……。

			『んん!?　ま、待ってください！　グランドウルフの群れに、よく見れば……Ａ級の魔物、【ヘルウルフ】までいるじゃないですか！　って、冗談抜きでマズいですよね!?　る、ルイエス様ああああ！　助けてえええええっ！　馬たちが食べられちゃうぅぅぅうううう！』

			　いや、心配するところはそこじゃないと思うけど、確かに最悪だった。

			　司会が告げたように、映し出されている映像の中で、茶色いグランドウルフとは明らかに違う、一回り大きな漆しつ黒こくの狼が群れの奥に控えていた。

			　ヘルウルフ……今回の５位の賞品であるバハムートほどではないにしろ、一匹だけで、小さな町程度は蹂じゆう躙りんしつくせる力を持つ、とても凶悪な魔物だった。

			　バハムートは普段は湖の奥底にいるため、こちら側から手を出さなければ基本的に襲ってこないが、ヘルウルフは違う。

			　野生本能丸出しで、食べられると判断すれば何でも構わず突撃するような好戦的な魔物だ。

			　幸い、誠一さんたちは最下位なので、襲われる心配はなさそうだけど……。最下位なのが、果たして幸いなのかはわからないが。

			　私たちはただ、参加者たちが無事でいることを祈るしかできなかった。

			『何でこんなときに限って厄やつ介かいごとがやって来るんですかぁ！　こっちはオシオキ覚悟でルイエス様の隠し撮り写真まで提供してるのにっ！　これじゃあ、普段からテルベール周辺の警護を怠おこたってたって王様たちに勘違いされて、もっと怒られちゃいますよぉ！』

			　えっと……司会の人、たしかローナさんだったっけ？

			　……ドンマイ。

			　心の中で、司会のローナさんに合がつ掌しようをする。ただ、隠し撮りは自業自得だと思うので、仕方がない。

			　そんなことを思っていると、ふと、ローナさんはあることに気づいた。

			『ん？　……なあッ!?　こ、これはどういうことでしょうか！』

			　ローナさんの驚きの声のあと、突然映像が変わった。

			　映像がいきなり変わったことにも驚いたが、それ以上に映っている人間に驚いた。

			「ど、どうして……！」

			「はははっ！　面白くなってきたじゃないか！」

			　隣でクレイさんが笑っている。

			　って、笑いごとじゃないですよ！　何でこの状況で笑えるんですか!?

			　だって、映し出された人間が――――。

			『ヒヒィィィンッ!!』

			「誰か止めてぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええっ！」

			　爆走しているルルネちゃんと、それに振り回される誠一さんの姿だったのだから！

			　

			◆　◇　◆

			　

			「おい、いい加減にしろ！　マジで危ないんだけど!?」

			『バハムートぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおお!!』

			　あらヤダ、聞く耳持ってくれない！　まさしく馬の耳に念仏だなっ！

			「……ウマくねぇぇぇぇええええっ！　……馬だけに！」

			　……とか言ってる場合じゃないんですよ！

			　本当に誰か止めて！　じゃないと……。

			「る、ルルネさんや……は、吐きそう……」

			『私のバハムートまであと少しっ！』

			「あ、これは途中で吐くな」

			　顔を真っ青にしながら、俺はルルネに振り回され続ける。

			　しかも、話を聞いてくれないので、ほぼ確実に途中で吐くだろう。

			　そんな誰に知られるわけでもない吐き気との死し闘とうを繰り広げていると、突然目の前に多くの馬の集団が見えた。

			「な、なんだぁ!?」

			　気分の悪いなか、よく目を凝らしてみると、どうやら狼の群れに行く手を阻はばまれて、先に行けないらしい。おっと、吐き気が強くなった……。

			　ルルネはバハムートに意識が向いているため、狼の群れに気付いていない。

			　狼たちは今にも襲い掛かりそうで、馬たちの隙を窺うかがいながら距離を保っている。

			「ルルネっ！　前に狼の群れが待ち受けてるぞっ！」

			『それは本当ですか？　主様。どうりで多くの馬が立ち往生しているわけですね』

			「そういうわけだ。だから、いったんスピードを落として――――」

			『なるほど、これはチャンスですねっ！　最初に遅れた分を取り戻すために、加速しますよ！』

			「あっるぇえ？　まぁだ加速するんですかぁあ!?」

			『私はルルネ！　誇ほこり高いロバの騎士っ！　さあ、バハムートのため……いざ、参るッ！』

			「やめろおおおお！　俺の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷがシェイキングされちまうっ！」

			　俺の制止も虚むなしく、ルルネは高く前足を振り上げると、そのまま最初の勢い以上のすさまじいスピードで、馬と狼の群れに向かって猛ダッシュした。

			　もう何が何だか分からない状態でいると、再び俺の体を浮遊感が襲った。

			　正気に返り、辺りを見渡してみると……。

			「……oh……」

			　俺は、馬たちの頭上を飛び越え、そのまま馬たちと狼たちのちょうど真ん中に落下する最中だということを認識した。

			　ルルネは、白目状態の俺を気にする素振りも見せず、狼の群れへ突撃する。

			『ザコが……私の邪魔をするなああああああああああああああっ！』

			　今日一日で、俺の常識がことごとく壊されていく。

			　ロバって、こんなに足が速いんだぁ。あはははは、狼がどんどん蹴け散らされていってる～。

			　哀れな狼たちは、ルルネの足の餌え食じきになり、顔面に鋭い蹄ひづめをもらい続けていた。

			　そして、しばらくの間、ルルネが狼相手に無む双そうしていると……。

			「ウォォォォォオオオオオオオオンッ！」

			　そんな遠吠えを響かせる、漆しつ黒こくの狼が立ちはだかった。

			　その狼は、さっきまでルルネが蹴散らしていた狼たちと、明らかに格が違う。

			　この狼相手には、ルルネも分が悪い――――。

			『寝てろッ！』

			「ギャンッ！」

			　――――なんてことはなかった。あれ？　オカシイ。

			　いかにも、ラスボスっぽい雰囲気をまき散らしてたのに、ルルネの飛び蹄ひづめ蹴げりを顔面にめり込まされ、そのまま20ｍほど吹き飛ばされてったぞ。

			「……そういえば、全言語理解のスキルが発動するまでもなく蹴け散らされたなぁ」

			　ルルネに振り回されながら、しみじみとそう語る俺。もう歳かもしれん。

			　いろいろと達観し始めた俺をよそに、ルルネは爆走を続ける。

			　そして、気づけばゴールテープのある場所まで来ており――――。

			『ゴ、ゴォォォォォオオオオオオオオルッ!!』

			　ルルネは、無む双そう状態でゴールしたのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「はははっ！　すごい、すごいじゃないか！　あの状況下でゴールしちゃうなんて！」

			「ほ、本当に優勝しちゃった……」

			　私……メイ・チェリーは、未だに目の前で起こった出来事を理解できていなかった。

			　それもそうだろう。最初、最下位だったルルネちゃんと誠一さんが、突然の大進撃を開始して、そのままグランドウルフの群れどころか、ヘルウルフすら蹴散らしてしまったんだから。

			　ちなみに、ボスであるヘルウルフが倒されたこともあって、残ったグランドウルフは慌てて逃げてしまった。

			　そのおかげで、今まで進むことのできなかった人たちもゴールでき、王都カップは無事、終了した。

			「何はともあれ、これで君も、心置きなく絵が描けるんじゃないかい？」

			「あ……」

			　そう、私は今の映像を見て、何を描くか……それが決まった。

			「私、急いでこの後、絵の制作に取り掛かります！」

			「そうか……なら、僕も負けていられないな！　君の絵は、実に強敵だからね。次に会うときは、キャラスティ絵画大会かな？　お互い頑張ろう！」

			　そう言い、笑いながら去っていくクレイさん。

			　初めて会ったときは、いちゃもんをつけてきたのに、こうして絵の腕を認めてくれてるし……本当によく分からない人だ。

			　思わず苦笑いを浮かべ、私はさっきの映像を思い出す。

			　あの、多くの選手の窮きゆう地ちを救った、ルルネちゃんと誠一さん。

			　もう、何を描くのかははっきりしていた。

			「……よしっ！」

			　もう一度気合を入れ直し、私も観戦所を後にした。

			　そのとき、ふとこんなことを思い、思わず口に出す。

			「あ。結局優勝しちゃったけど……誠一さん、バハムートはよかったのかな？」

			　

			◆　◇　◆

			　

			『やってしまったあああああああああああっ！』

			　今、俺……柊誠一の前で、ロバのルルネが全力で嘆いていた。

			『私はっ！　バハムートがっ！　欲しかったっ！』

			　そう、あのルルネの無む双そうは、結果として――――俺たちを優勝させてしまったのだ。

			「まあ……元気出せ。ほら、優勝だぜ？」

			『私は別に、ワルキューレとやらの連中と一緒に過ごせても嬉しくないんですよぉぉぉぉおおおおお！』

			「うん、俺もいらん」

			　ルルネの悲痛な声が、耳に痛かった。

			　俺も、できることならバハムートがよかった。だって、美お味いしいんだろ？　食ってみたいよね。

			『私の……私のバハムートがぁ……』

			　ちなみに、表彰式もあり、そのときバハムートを手に入れた人を見る機会があったが、すごく嬉しそうな笑顔を浮かべており、家族でバハムートを食べれると喜んでいた。おかげで、賞品を交換して欲しいとは言うに言えなかった。

			　ちなみに、あんまりにもルルネの精神的ダメージが大きすぎたため、俺たちは表彰式に参加していない。

			　まあ、もともと目立つのは嫌いなので、ちょうどいいんだが。

			　しかし……まさか、トップ集団の連中が、狼の足止めを食らっているとは思わなかった。てっきり、なんとかして狼から逃れて先へ進んでいるものだと思っていたからだ。

			　だが、ルルネが蹴け飛ばした漆しつ黒こくの狼がなかなか厄やつ介かいなヤツだったらしく、どうしても先に進めなかったんだとか。

			　結果、俺もルルネも完全に出遅れてると勘違いしていたため、猛スピードでゴールしたのだ。

			『ぐすっ……もう、二度と食べられないんだ……』

			　ルルネが予想以上にへこんでいるため、俺もさすがにいたたまれなくなってきた。

			　だからというか、俺はルルネのそばに腰を下ろすと、ゆっくり撫なでながら語り掛ける。

			「まあ……今回はダメだったけどさ。別にバハムートが世界に一匹しかいないってわけじゃないだろ？　だから、今度バハムートと遭そう遇ぐうするような機会があれば、そのとき倒して、一緒に食べよう！」

			『ぐすっ……ほ、本当ですか？』

			「ああ！　それに、バハムート以外にも、この世の中には美お味いしい食べ物がたくさんあるんだ。どうせ俺は旅をするんだし、いろいろな土地を巡って、一緒にバハムート以上に美味しいものを見つけて行こうぜ？」

			『あ、主様……！　うわああああああん！』

			　ルルネは、俺の胸に飛び込んでくると、そのまま大泣きし始めた。

			　俺にはルルネの声が分かるからいいが、はたから見れば、なぜか号泣するロバに襲われている人間の絵面でしかない。おまけに、鳴き声は『ヒヒーン！』である。やべぇ、想像しただけでもシュールだな。

			　そんな感想を抱きながら、優しくルルネの頭を撫なでているときだった。

			　突然、ルルネの体が淡い光を放ち始めたのだ。

			「え。ちょっと、今度は何!?」

			　焦る俺と、自身の身に起きている出来事に気づかないルルネ。

			　やがて、その淡い光は徐々に強くなっていき……！

			　ピカアアアアアアアアアアアアッ！

			「目が焼けるぅぅぅぅうううう！」

			　強烈な光を目の前で見たため、俺の目は尋常じゃない痛みに襲われていた。

			　あまりの痛さにルルネを抱えたままのたうち回っていた俺は、前にも似たような現象を目の当たりにしたような気がしてならなかった。

			　しばらくして、光が収まったと思う頃には俺の目のダメージも引いており、ゆっくりとだが目を開けることができた。

			　それと同時に、俺はあることに気づく。

			　……なんか、胸元にやけに柔らかいものが……。

			　恐る恐る視線を下げると――――。

			「ぐすん……主様ぁ……」

			　茶髪のポニーテールに、涙をいっぱいにためた緑色の瞳ひとみ。美人にも美少女にも見える女の子が、上目遣いで俺を見つめ、抱き付いていた。――――裸で。

			　…………。

			　俺、こんな幻覚見ちゃうほど変態だったんだろうか？　だとすればヘコむわぁ……。

			　…………。

			　いや、もうなんとなく何が起こったのか理解できてるんですけどね？

			　周囲も、いきなり現れた裸の女の子に抱き付かれている俺を見て、驚いてるようだし。

			　つまり、あれだろ？　ルルネが進化したんだろ？　進化の実を食べたんだからさ。その上、狼どもを蹴け散らしてたし。

			　まあ、サリアや俺と違って１個しか食べてないのに、ここまで劇的なビフォーアフターをするとは思わなかったよ？　でもまあ、理解できなくもないかな？　うん。

			　ほら、髪の毛の色とか瞳の色なんかは、ロバのルルネと共通してるし、確実にこの女の子はルルネとみて間違いないだろう。

			　というか、それはもういいんだ。

			　つまり、こう長々と一人語りを続けたわけだが、俺が口にしたいのはただ一つ。

			「はああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！？？」

			　これ一択です。

		

	
		
			　

			魔王軍議会

			　

			　魔王領と称される、暗黒の森や荒こう廃はいした大地が広がる【ヘルサ】。

			　そのヘルサの中心に存在する、巨大都市『グランベージュ』。

			　そこは、多くの魔族が住んでおり、魔王城が存在する中心都市でもあった。

			　巨大な城じよう壁へきで囲まれ、見る者を威圧する魔王城。

			　その城の姿は、まさしく人間が恐怖する魔王の住む城にふさわしかった。

			　そんな魔王城の会議室で、第58回魔王軍議会が開かれようとしていた。

			◆　◇　◆

			　私――――レイヤ・ファルザーは、黒龍神様の復活を手助けしたのち、魔王城へと向かっていた。

			　理由は、魔王軍議会が開かれるからだ。ただし、議会の内容は分かっていない。

			　黒龍神様の力が戻るよう手助けしていたこともあり、若じやつ干かん遅れ気味だった私は、少し足早に会議室に向かった。

			　レッドカーペットの敷かれた長い大理石の床を歩いていくと、目的の会議室まで辿たどり着く。

			　会議室の扉は、重厚な木製で作られており、何度訪れても否応なしに気を引き締めさせられる。

			　いったん息を整えると、扉をノックし、名前を告げた。

			「魔族軍第三部隊隊長、レイヤ・ファルザー。ただ今到着しました」

			　私の名前を告げた後、自動的に扉が開かれる。

			　中には、やはりというか、私以外の幹部の連中が全員揃っていた。

			　その全員が、一つの大きなテーブルを囲う形で座っている。

			　テーブルの奥には、威圧的な紅の扉がある。

			　扉の前で立ち止まっていてもあれなので、すぐに空いている席に腰を下ろす。

			　どうでもいいが、座るたびにこの椅子が自室に一つ欲しくなる。相変わらずの座り心地だ。

			　そんなふうに一息ついていると、一人の魔族が突っかかってきた。

			「おい、レイヤっ！　大事な議会の時間に遅れるとはどういうことだっ！」

			「うるさいわねぇ……私にだって、用事があるの」

			「議会より大事な用事などあるか！　時間を守れ！」

			「ホント、めんどくさい男ね。ちゃんと来たんだから、少し遅れたっていいじゃない」

			「なんだとっ!?」

			　いちいち私に突っかかって来る魔族は、魔族軍第五部隊隊長、ウルス・バミュー。

			　魔族軍の黒色の軍服をカッチリと着こなし、青色のマントを羽織っている。

			　軍服の上からでも分かるほど筋肉が盛り上がっており、正直私は暑苦しい上に鬱うつ陶とうしいと常々感じていた。

			　浅黒い肌にこめかみから生えた巨大な角が、ウルスを魔族だと証明している。

			　ウルスの種族は、魔族の中でも多く存在する鬼おに族ぞく。

			　だが、ただの鬼族ではなく、すべての鬼族を束ねている王おう鬼き族ぞくの長だ。

			　ウルスの言葉をすべて無視していると、隣に座っている女性魔族が口を開いた。

			「ダメよ？　レイヤ。ちゃんと時間通りに来なきゃ。それに、ウルスも熱くなりすぎよ？」

			「ぬ、ぬぅ……リアレッタがそう言うのであれば……」

			「分かったわよ……」

			　私とウルスを窘たしなめたのは、魔族軍第四部隊隊長、リアレッタ・バルヘイム。

			　緩ゆるいウェーブのかかったクリーム色の髪の毛と、茶色い瞳ひとみの優しげな目。

			　ちょっとタレ目なのと右目の下にある泣きぼくろが、なんだか妙に色っぽく、自分で言うのもなんだが、私に負けず劣らずの美び貌ぼうを誇ほこる女性だ。

			　それもそのはずで、彼女の種族はサキュバスであり、その中でももっとも美しいとされている女王なのだ。

			　そんな彼女と私は、幹部の中でも二人しかいない女性魔族ということでお互いに仲が良く、私は彼女のことをリアと呼んでいた。

			　ウルスのように肌の色が浅黒かったりしないため、見た目はほぼ人間と変わらない。

			　だが、背中から生えている蝙こう蝠もりのような羽が、彼女が魔族であることを証明していた。

			「次からは気をつけなさいよ？」

			　困ったように笑うリアを見て、私もウルスもなんだか居心地が悪かった。

			　おかしいわね。リアと私は同い年なはずなんだけど……。

			　彼女と接していると、どうしてもリアがお姉さんのように見えてしまうのだ。

			　しかし、リアはサキュバスであるにもかかわらず、ものすごい初心うぶである。昔、私がちょっと過激な恋愛小説を貸してあげたときには、次の日、顔を真っ赤にして返しに来た。

			　また、リアは初心なくせに、胸がすごく大きい。今も、女性用の黒色の軍服の胸元が弾け飛びそうだ。

			　私も、自分の胸が小さいとは思わないけど、リアには負ける。

			　くっ……！

			　あの胸があれば、私も今ごろ彼氏の一人と熱い夜を過ごせるのに……！

			「ちょっと、レイヤ？　どうして私の胸を、親の仇かたきを見るような目で見てるのよ？」

			「そんなの、自分の胸に手を当てて聞いてみなさいよ」

			「ええっ？」

			　リアは、まじめに自分の胸に手を当てて、首を傾かしげている。

			　その際、手にまったく胸が収まり切っていなかった。……何？　この敗北感。

			　そんなバカなことを考えていると、少し離れた位置に座っている気け怠だるそうな雰囲気の男が口を開いた。

			「なぁ、まだ始まらねぇの？　何もねぇんだったら、帰って寝てぇんだけど」

			　そういうと、男は大きな欠伸あくびを一つした。

			　――――魔族軍第二部隊隊長、ゾルア・ワルトーレ。

			　それが、男の名前でもあり、黒龍神様や白龍神様とは違う、本当の意味で魔族軍の最強の一角だ。

			　ウルスと同じ軍服を着ているがマントは着けておらず、全体的に着崩している。

			　長めの銀髪を後ろで結んでおり、赤色の瞳ひとみには覇は気きがない。

			　ウルスやリアと違い、見た目からでは人間との違いを見つけ出すことはほぼできない。

			　ただし、よく見てみれば、ゾルアの口から覗のぞく犬歯が、人間より長いことが分かる。

			　ゾルアの種族は吸血鬼。しかも、自身の『祖』である真祖を超え、吸血鬼としての弱点をすべて克服した、完成された吸血鬼なのだ。

			　そんな存在だからこそ、私が議会の時間に遅れたことを注意したウルスも、ゾルアには注意をできない。体がデカいだけの小心者め。

			　ウルスに冷たい視線を送っていると、それに気づいたウルスは気まずそうに視線を逸らした。

			　まあ、リアでさえ注意するのを躊躇ためらうほど、ゾルアは強い。

			　それこそ、『黒こつ紅こうの王』と呼ばれるくらいなのだ。

			　――――あと二人、似たような化け物がいるんだけど。

			「――文句を言うな、ゾルア」

			「あ？」

			　静かに……だが、聞く者すべてが思わず萎い縮しゆくしてしまうほど、威圧感のある声。

			　その声が、確かにゾルアに向けて発せられた。

			「黙って待て」

			　口数が少ないながらも口を開いたのは、この場でゾルアを窘たしなめることができる数少ない存在。

			　魔族軍第一部隊隊長、ゼロス・アルバーナ。

			　魔族軍の中でも、最強と呼ばれる第一部隊を率いており、世間では『消滅者デリーター』と呼ばれる絶対強者だ。

			　荒々しい青色の髪に、ドラゴンのような金色の鋭い目。無表情だが、精せい悍かんな顔立ち。

			　しっかりと着こなした黒色の軍服。ただし、ウルスのように筋肉で服が盛り上がることもなく、スマートな印象を受ける。

			　そんなゼロスを、さっきとは違いすさまじい覇は気きの籠こもった目で睨にらむゾルア。

			「うるせぇな……俺に指図すんじゃねぇよ」

			「お前一人の我わが儘ままで、今回我々を招集されたルーティア様の手を煩わずらわすのか？」

			「関係ねぇな。俺は、面倒なことは嫌いなんだよ」

			　心底面倒くさそうに告げるゾルアに、ゼロスは鋭い眼光を向ける。

			「そうか――――なら、ここで消えるか？　コウモリ」

			　ゼロスは、体から禍々しい魔力を放出させながら、静かに言い放つ。

			　その様子を見て、ウルスが小さな声で私に告げた。

			「ま、不味まずくないか？　さすがにゼロスが暴れ出したら、吾わが輩はいでは止められんぞ」

			「アンタ、ゾルアが暴れ出しても止められないでしょ」

			「そ、そんなことないぞっ!?」

			　まったくもって、説得力がなかった。

			　そんなことよりも、本当にゼロスが暴れ出すようなことがあれば、この魔王城そのものが……いや、グランベージュそのものが消し飛んでしまうだろう。

			「ぜ、ゼロス！　落ち着きなさい！」

			　リアが必死に宥なだめようとするが、ゼロスは聞く耳を持たない。

			　そんなとき、ゼロスと対たい峙じしているゾルアの体からも、漆しつ黒こくの闇やみが滲にじみ出てきていた。

			　吸血鬼にとって禁句である『コウモリ』という侮ぶ蔑じよく的な言葉を言われたのだ。キレないほうがおかしい。

			　ゾルアは闇やみを体に纏まといながら、ゼロスに言葉を返した。

			「――――潰すぞ、トカゲ」

			　何でまた相手を怒らせるような発言をするのかしら。

			　思わずそう思ってしまった。

			　私も、相手をバカにしたりいたぶったりするのは好きなので、あまり人のことは言えないんだけど。

			　ちなみに、ゼロスの種族は分かっていない。

			　ゾルアの言ったように、目はドラゴンのようなのだが、決して龍族ではない。

			　なぜならゼロスの両親は、普通に鬼おに族ぞくだからである。

			　そして、そんな両親から生まれたゼロスは、鬼族である証の角を持たない代わりに、王おう鬼き族ぞくであるウルスをも凌りよう駕がする圧倒的力を持って生まれた、いわゆる突然変異体なのだ。

			『黒こつ紅こうの王』と『消滅者デリーター』……この二人がぶつかれば、近くにいる私たちは完全に消えるわね。

			　のんきにそんなことを思っていると、リアが私に叫ぶように言う。

			「ちょっとレイヤ！　アナタも手伝ってよ！」

			「無理よ。だって、二人とも次元が違うくらい強いんだもの」

			「だから手伝ってって言ってるんじゃないっ！」

			　ちなみにだが、リアに言われるまでもなく、私は自分の固有魔法である『空気魔法』を使い、二人を止めるようにしていた。

			　でも、ゾルアは私の魔法を闇やみで塗りつぶしちゃうし、ゼロスは私の魔法そのものを消し飛ばしちゃうんだもの。もう抵抗すること自体が無駄に思えてならないわよね。

			　だから、私は諦あきらめて、テーブルの上に置いてある茶菓子を食べ始めた。

			「ああもうっ！　ウルス！　アナタも少しは手伝って！」

			「えっ!?　わ、吾わが輩はいは、その……そ、そう！　お腹！　ちょっとお腹の調子が悪いので、手伝うのは無理だっ！　いやぁ、残念！」

			「ちょっとっ！　ウソでしょ!?」

			　ウルスって、見た目だけはホント威圧的なのに、中身が小さすぎて話にならないわよね。

			　それはともかく、まさにゾルアとゼロスとの間で、一触即発の雰囲気が漂っているときだった。

			　ゾルアとゼロス……この二人に並ぶ最後の最強の一角が、ついに動いた。

			「ゾルアちゃん、ゼロスちゃん、おイタはダメよぉ？」

			　そんな、オネェ口調の男が、ゾルアとゼロスの頭をひっぱたいた。

			　ズドォォォォォオオオオオオン！

			　ただ、頭を叩いただけで、ゾルアとゼロスは会議室の机に叩き付けられた。ていうか、頭叩いたときの音じゃないわよね？

			　そんな衝撃的な止め方だったにもかかわらず、ゾルアとゼロスは、無傷ながらもばつが悪そうな表情を浮かべていた。

			「……すまん、熱くなりすぎた」

			「……チッ、悪かったよ」

			　――――魔族軍懲ちよう罰ばつ部隊隊長、ジェイド・レーヴェン。

			　種族はインキュバスであり、彼も例に違わず相当なイケメンなのだが……うん、私たち女性にはまったく興味がなく、いつも男を追っかけている。私以上に、男に対しての執しゆう着ちやくが酷ひどいかもしれないわね。

			　でも、本当にもったいないと思う。

			　綺き麗れいな金髪に、紫の瞳ひとみ。優やさ男おとこといった表現がピッタリの色男で、実際男好きじゃなかったら、今ごろ女性にモテモテだっただろう。

			　まあ、そうじゃなくても、私やリアとよくガールズ（？）トークをする仲で、今では普通の女性と同じように接している。

			　ゾルアが後頭部をさすり、ゼロスがなんとも言えない表情を浮かべていると、ジェイドは二人に流し目を送った。

			「いい子ねぇ。後でキスのご褒ほう美びあげちゃうっ」

			「「いらんっ！」」

			　おお、ジェイドすごいわね。

			　犬けん猿えんの仲と言っていいゾルアとゼロスが、見事にハモって拒絶したわよ。

			　まあ、いろいろと問題が起こりそうになる魔族軍だが、なんだかんだで上手く回ってると私は感じていた。

			　そんな一幕のあと、少しの間落ち着いて過ごしていると、会議室の奥にある紅の扉が開いた。

			「！」

			　私たちは、紅の扉が開いた瞬間、その場に立ち上がる。

			　すると紅の扉から、二人の人物が現れた。

			　深い藍あい色の髪に、闇やみ色の瞳。

			　精せい巧こうな人形のような顔立ちで、無表情。驚くほど綺麗なお方だ。

			　黒色のドレスを着て、その上から同じ黒色のファー付きロングコートを羽織っている。

			　気品と圧倒的な雰囲気を漂わせながら歩く姿は、まさに王者。

			　そう、彼女こそ――――魔王の娘、ルーティア・ビュート様だ。

			　ルーティア様は静かに会議室に入室してくると、テーブルの前で立ち止まる。

			　そして、私たちを見渡し、口を開いた。

			「――――みんな、今回の招集に応じてくれて、ありがとう」

			　ただ、その一言。

			　私たちは、その一言を聞いた瞬間、自身の誇ほこりと魂たましいと言ってもいい自分の武器を取り出すと、それを地面に突き立て、跪ひざまずいて首を垂れた。

			　これが、私たち魔族の最上級の敬礼。

			　自身の誇りと魂をこのヘルサの地に突き立てることで、自分のすべてをこの地のために捧ささげる……といったことを示す行動だった。

			　ゾルア辺りがこの敬礼をしないかと思っていたが、どうやらそれは杞き憂ゆうだったらしく、皆がしっかりと忠誠心を示していた。

			　私たちがこうして忠誠心を表していると、もう一人入室してきたヤツが口を開いた。

			「んふー。うむうむ。ご苦労であったな」

			　今度は逆に、私たちはそいつの一言で、一瞬のうちに殺気立った。

			　クライス……それが、ルーティア様と一緒に入室してきた男の名前でもあり、私が一番嫌いなヤツだった。

			　脂でギトギトの顔と、太った体。鼻息も荒く、背も小さい。額には、申しわけ程度の小さな角が付いていることから、コイツが鬼おに族ぞくだということが分かる。

			　別に見た目がどうこうだから、嫌っているわけじゃない。

			　私が嫌いなのは、コイツの私たち全員を見下した表情だった。クライスはルーティア様のお父上でもあられる魔王様の側近と言うことで、いつも威張り散らしているのだ。

			　たった今も、私たちはルーティア様に呼ばれたから来たわけであって、決してクライスのクソ野郎のために、やって来たわけじゃない。

			　コイツは、私たちのように魔族軍を率いる幹部としてこの場にいるのではなく……ただ、魔王様の側近としているのだ。

			　なぜ、こんなヤツが魔王様の側近なのかというと、それはコイツの占いの力にある。

			　悔しいがコイツの占いはよく当たり、過去に何度も人間の侵攻を予言し、当てていた。

			　だからこそ、常に魔王様の危険を予知できるということで、魔王様のそばに置いてもらっていたのだ。

			　でも、私からすれば、コイツは胡う散さん臭くさくてならない。

			　普段の態度も、魔王様に対して忠誠心があるのかどうかさえ、怪しく感じるときがあるのだ。

			　たぶん、私だけじゃなく、他の幹部たちも似たようなことを思っていると思う。

			　そんなふうに思われてるとも知らず、クライスは一人でしゃべり続ける。

			「んふー。まあ、我のために集まるのは当然……といったところなのだがな！　んひっんひっんひっ！」

			　なんて笑い方してんのよ。初めて聞いたわよ。

			　どうでもいいが、思わず内心でそうツッコんでいると、ルーティア様が口を開いた。

			「……クライス。アナタは黙ってて」

			「……んふー。申し訳ございません」

			　本当にそう思ってるんだか……。

			　ルーティア様はクライスを窘たしなめた後、私たちに顔を上げるようにいい、椅子に座るように促うながした。

			　私たちが椅子に座ると、またクライスが口を開く。

			「んふー。それで？　ルーティア様。今回はどういったご用件で招集されたのでしょうか？」

			　クライスはルーティア様と同じ扉から出てきたから、今回の議会の内容を知っていると思ったが、どうやらそうではなかったようだ。

			「……うん。今回、みんなに集まってもらったのは……ウィンブルグ王国との同盟について話しておきたかったから」

			「なっ!?」

			『！！！！』

			　ルーティア様の言葉に、私たちは目を見開いた。

			　なぜなら、もしルーティア様の言うように、ウィンブルグ王国と同盟を結ぶというのであれば、それはつまり……人間と同盟を結ぶということを意味しているのだ。

			　魔王様を封印したのも人間であり、そして長年私たち魔族を虐しいたげてきたのも人間。

			　その人間と同盟を結ぶだなんて……。

			　しかも、よりによって何でウィンブルグ王国なのよ!?　あのまったく使えない私の部下のベルたちが、勝手に首都テルベールに行って、転移魔法陣をそこら中にばら撒いてきたような場所なのよ!?

			　……もし、本当に同盟を結ぶんだとすれば、どうしよう。

			　だ、大丈夫よね？　たった１００個だし、人間の代わりに魔物が転移されるかもしれないじゃない。

			　そ、そうよ！　何事も前向きに考えるのが大事よねっ！

			「？　レイヤ、なんだか顔色が悪いようだけど……」

			「え!?　そ、そそそそそんなことあるわけないじゃない！　もう、リアったらおかしなこと言うわね！」

			「……本当に大丈夫なの？」

			　リアが心配そうな表情を浮かべるが、ここで素直に本当のことを言えるわけがない。

			　……アイツら、帰ったらオシオキ確定ね。

			　内心黒い笑みを浮かべていると、慌てた様子のクライスが叫ぶ。

			「な、何をおっしゃっているのですか！　人間どもと同盟を結ぶ!?　何バカげたことを……！」

			「……ううん、私は本気」

			「なっ!?」

			　本気で人間と同盟を結ぶことを考えているルーティア様に、クライスは絶句している。

			「……確かに私たちにとって、人間は憎い存在。それは、昔から人間が私たちを家か畜ちく同然に扱ってきたから。私のお父さん……魔王も、封印された」

			「な、なら……！」

			「……でも、だからこそ……私たちは歩み寄っていく必要がある」

			「訳が分かりませんぞ！　気でも狂われましたか！」

			「……私は真剣。いつまでも辛つらい過去を引きずってたら、明日も絶対に笑えない。私たちは、本当の笑顔を取り戻すために……過去を乗り越えるために、人間と共存していかなきゃダメだと思う」

			　そう言い切ったルーティア様の瞳ひとみには、強い意志が宿っていた。

			　それは、見る者を引き込み、圧倒する……まるで魔王様のようだった。

			「……それに私の友だちで、冒険者をやっている子がいる。その子の話だと、ウィンブルグ王国の国王は、積極的に魔族と友好関係を築こうとしていると聞いた」

			「そ、そんな冒険者風情の話、ウソに決まって――――」

			　クライスがそう言いかけた瞬間、ルーティア様から凄そう絶ぜつな殺気が放たれた。

			「……私の友だちを、悪く言うのは……ユルサナイ」

			「んふっ、んふー……」

			　殺気を当てられたクライスは、いつも以上に鼻息を荒くし、顔面蒼そう白はくになっていた。ざまあないわね。

			　だが、クライスは、往生際悪く喚わめき始める。

			「んふっ……そ、そうだ！　ルーティア様！　占い……占いが！　前に占ったとき、人間どもと関わると、我々魔族に大きな災わざわいをもたらすと出たのです！　ですから、人間と同盟を結ぶなど、止めるべきですぞ！」

			「……もし、アナタの占いが本当なら……そのときは私の首を差し出す」

			「そ、そんなもので、民衆が納得するはずが――――」

			　ドンッ！

			　突然、クライスの言葉を遮さえぎるように、テーブルを強く叩く音が聞こえた。

			　その方向に視線を向けると、ゾルアが苛いら立だちを隠そうともせずクライスを睨にらみつけていた。

			「おい、ブタ。さっきからいちいちうるせぇんだよ。黙ってルーティア様に従え。じゃねぇと――――潰すぞ？」

			　……ゾルアって、いわゆる『ツンデレ』ってヤツなのかしら？

			　なんだかんだ言って、ルーティア様や魔王様に忠誠を示してるし。

			　そんなくだらないことを思っていると、今度は、ゾルアとは犬けん猿えんの仲であるゼロスも口を開いた。

			「ゾルアと同意見なのは気に入らんが……クライス。何なら今すぐ消し飛ばしてもいいんだぞ？」

			　最強格の二人に、殺気をぶつけられているクライスは、さっきと同じように顔を真っ青にしていた。

			　そして、さらに追い打ちをかけるように、ジェイドも口を開く。

			「ん～、確かにちょっと我わが儘ままがすぎないかしら？　あんまりそう言った態度をとるようなら……夜、私が熱くお仕置きしちゃうわよぉ？」

			「ひっ、ひぃぃぃぃぃいいいい！」

			　何というか、ジェイドの場合は違う意味で顔を真っ青にしそうな発言ではあるが、結局クライスは魔族軍の最強戦力三人に睨にらまれたことにより、もう青色を通り越して、顔を真っ白にしていた。

			　まあ当たり前だが、クライスはとうとう耐え切れなくなったのか、急いで紅の扉まで駆け寄ると……。

			「お、覚えていろ！　人間と同盟を結ぶなど不可能だということを、今に実感することになるからなっ！」

			　そんなザコ感丸出しのセリフを吐き捨て、去って行った。

			　……何がしたかったのかしら？　アイツ。

			　クライスがいなくなったことで会議室の雰囲気が落ち着くと、ルーティア様は改めて口を開いた。

			「……みんな、ありがとう。確かに、カイゼル帝国のように、まだ私たちを倒そうとしている国もある。そんななかで人間と同盟を結ぶということが、どれだけ危険なのかも……分かってる。でも、それでも……私たちは前に進まないといけないから。だから……みんなの力を貸して……」

			　最後に、ルーティア様は弱々しくそう告げた。

			　もう、私たちの答えは決まっている。

			　私たち幹部は一斉に立ち上がると、最上級の敬礼で答えた。

			『私たちの心は、魔王様と共に――――』

			　

			◆　◇　◆

			　

			　暗い闇やみのなか、一人の男が憎々しげに言う。

			「クソックソックソッ……！　これでは私の計画が……！」

			　そこまで言った男は一度深呼吸をし、気持ちを落ち着かせると、一人呟つぶやく。

			「まあ、計画は狂ったが……まだ修正できる段階にある。私の計画を止めることなど、誰にもできんのだ。んひっんひっんひっ！」

			　闇やみのなか、男の不気味な笑い声が響き続けていた……。

			 

		

	
		
			　

			連行

			　

			「主様……？」

			　あまりの超展開に思考が停止していると、人間バージョンのルルネが心配そうに上目遣いで見てきた。

			　……ロバなのに、ポニーテールって笑えるよな。え？　問題点はそこじゃないって？　現実逃避だ、気づけバカっ！

			　いっそこのままフリーズしてしまいたいと思っていたが、ルルネは裸の状態だし、何より周囲の目がヤバい。いや、怖くて周りを見てみる余裕はないんだけどね？

			「あー、えっと……ルルネ……でいいんだよな？」

			「え？　そうですけど……ん？」

			　俺の質問に怪け訝げんな表情を浮かべたルルネだったが、すぐに違和感に気づいたのか、自分の体を見下ろした。

			「……」

			「……」

			　そして、ゆっくり視線を俺に向けると、すごい勢いで質問してきた。

			「あ、あああ主様!?　どどど、どうして私は人間になっているんでしょうか!?」

			「えっと……落ち着け？　ちゃんと説明するから。つか、それより……」

			　ルルネの慌てっぷりに逆に冷静になった俺は、ルルネの裸を隠すため、俺のローブをかけてやった。

			「あ……」

			「さすがに……裸だと、な……」

			「～～～～っ！」

			　ルルネは自分が裸であることにようやく気づいたのか、顔を真っ赤にして、俺のローブに包まった。

			　いや、そんな反応されると、俺も余計に恥ずかしくなるんだけどな？　つか、ルルネってロバのとき裸だったよね？　なぜ今さら羞しゆう恥ち心しんが？　サリアとは正反対だな。

			　しかし……ルルネの裸を隠すため、とうとう俺はローブを脱いでしまった。

			　まあ、今さら勇者がどうとか気にしてる余裕ねぇよ。それ以上に、こんな公衆の面前で、裸の女の子に抱き付かれてる状況のほうがヤベぇしな。

			　最悪、東の国とやら出身で、髪の毛が黒いのは忌いみ子こだったからとか、適当な理由をつければそれでいいや……もう知らねぇー！

			　もっとも、俺が忌子だろうが勇者だろうが、この街の連中は気にしなさそうだ。実際、アルに対して呪のろいがあっても、あれだけ優しかったんだし。

			　その事実があったので、俺はローブを脱ぐのにあまり抵抗を感じなかった。

			　さて、それより……これからどうしたもんか……。

			　ローブに顔を埋め、羞恥を誤ご魔ま化かそうとしているルルネの頭を撫なでつつ、深いため息をついたときだった。

			「誠一っ！」

			「おいおい、この人だかりは何だよ……」

			　俺の下に、サリアとアルの二人がやって来た。

			　普段の俺なら、何てことなかっただろう。

			　だがしかし、今の俺の状況は、マズい。非常にマズい。

			　二人を視界に入れながら、顔を青くさせ、尋常じゃない量の汗をかく。

			　お願いだから、今だけは来ないでください。本当に、マジで、切実に……！

			　だが、俺の想いも虚むなしく、二人は俺たちの目の前まで来てしまった。

			　そして、俺と裸にローブをかけた状態のルルネを見て、二人は目を見開いて固まった。

			　……これが、俗にいう修しゆ羅ら場ばというやつなんでしょうか？　非モテ男の頂点だったような俺が、経験するとは思わなかった。人生何が起こるか分からねぇなぁ……。

			「お、お前……」

			　アルは現実逃避気味の俺を見て、徐々に涙目になっていく。

			　待って！　本当にヤバい！

			　何とか弁明しようにも、口をパクパクさせるだけで、言葉が出てこない。

			　あ、ダメだこれ。

			　人生の終わりを悟ったが、アルの言葉は俺のまったく予想していなかったものだった。

			「ローブ……ついに脱いだんだな！」

			「ひっ、スミマセンっ！　……え？」

			　俺は、思わずアルを二度見してしまった。

			　あ、あれ？　オカシイ。話がかみ合ってねぇ。

			　首を捻ひねる俺と同じように、アルも不思議そうな表情をする。

			「あ？　どうして誠一がそんな顔するんだよ？　今までローブを脱いでなかったのに、こうしてローブを脱いで顔を晒さらしたってことは、心の底からこの街の連中を信用したからなんだろ？　オレはそれが嬉しくてな……」

			「……」

			　俺は、アルのセリフに唖あ然ぜんとする。

			　つまり、アルは裸で抱き付いているルルネに気づいておらず、俺がローブを脱いだことに感動していたらしい。

			　突然すぎて呆気にとられたが、どうやら首の皮が一枚つながったようだ。

			「ねえ、誠一。その抱き付いてる子って誰？」

			　はい、その皮一枚が切れました！

			　再び汗を流しながらサリアのほうに顔を向けると、サリアは純粋に疑問に思ったことを口にしただけのようで、不思議そうな表情を浮かべていた。

			　そう、サリアだけは――。

			「……誠一」

			「あ、ハイ」

			「ツラ貸せ」

			「…………」

			　静かに笑うアルを見て、俺はすべてが終わったと思うのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……つまり、その女はロバのルルネだって言いてぇのか？」

			「……ハイ」

			　あの後、すぐに宿屋に戻った俺は、俺とサリアの部屋で、アルの目の前に正座させられていた。

			　宿屋に帰ったとき、幸い食堂のライルさんしかいなかったのだが、一瞬俺の素顔を見て驚いたような顔をしたあと、すごく生暖かい目で見られた。どうしよう、消えてしまいたい。

			　そして今、何とか弁明の機会が与えられたので、アルに必死に説明をし終えたところだった。

			　俺の弁明を聞いたアルは、一度ため息をつくとジト目で俺を見てくる。

			「……もっとマシな言い訳はできねぇのか？」

			「本当なんです！　信じてっ！」

			　いや、確かにロバが女の子になるとか信じられないけども！　でも……仕方がないじゃないか！　なったんだもん！

			　まあ、実際俺の説明を聞いて、当の本人であるルルネも半信半疑といった状態なんだけどな。

			　必死に信じてもらえるように言う俺に、アルは呆れた表情を浮かべる。

			「だったら証拠を見せてみろよ。そしたら信じてやるからよ」

			「しょ、証拠ですか？」

			「ああ、証拠だよ。じゃねぇと、信じられるわけねぇだろ？」

			　そりゃそうだ。

			　ただ、どうやって証拠を見せればいいんだろうか？　ルルネに頼んで、一度ロバになってもらうか？

			　そんなことを思っていると、今まで黙っていたサリアが口を開く。

			「アル、誠一の言ってることは本当だよ？」

			「……は？」

			「だから、この女の子はルルネちゃんってこと」

			　サリアはそういうと、俺の隣で縮こまっているルルネに笑顔を向けた。

			「それにしても……そっかぁ、ルルネちゃんも進化の実を食べたんだぁ」

			「ちょっ、ちょっと待て！　サリア、お前は誠一のウソを信じるってのか!?」

			「うん。だって、私がそうだもん」

			「…………はい？」

			　サリアの発言にアルは理解不能になったのか、すごく微妙な表情を浮かべていると、サリアは笑顔を浮かべ、カイザーコングのゴリアに変身した。

			「私ハ、モトモト、魔物。デモ、進化ノ実ヲ食ベテ、人間ニナッタ。コレデ、信ジテクレル？」

			「……」

			　再び人間のサリアに戻ると、もう一度アルに「ほらっ！」と笑いかけた。

			　普通の人間なら信じられない現象を目の当たりにしたアルは、しばらくの間フリーズしていたが、やがていろいろ吹っ切れた顔になった。

			「おし。考えるのはヤメだ。もう訳分からねぇよ」

			　現実逃避した!?

			　まあ、目の前で立て続けに訳分からないことが起きたら、考えるのを放棄するしかないよなぁ。

			【果て無き悲愛の森】で、似たような経験を持つ俺は、とても共感した。

			「はぁ……でも、本当にこの女がロバのルルネだなんてなぁ……」

			　アルはため息をつきながら、隣で俺のローブに包まってるルルネに視線を向ける。

			「わ、私もまさか、人間になるだなんて思ってもいなかったです……」

			　ルルネも、どうやらサリアの変身を目の当たりにして、自身が進化の実によって進化したことを受け入れたようだった。

			「だけどよ……さ、さすがに、裸で抱き付くのは……。そ、そういうことって、結婚してからだろ……？」

			　アルは、顔を真っ赤にして、モジモジしながらそう言う。

			　そんなアルの姿に、俺もルルネも再びさっきの状態を思い出して、顔を赤くした。

			「……お、オレも、いつかは……そ、そういうことすんのかな……？」

			「……え？」

			「っ!?　な、何でもねぇよっ！」

			　アルが小さく何かを呟つぶやいていたので、訊きき返したのだが、なぜか怒られてしまった。理り不ふ尽じんだ。

			　そんなやり取りをしていると、サリアがふと気がついたように訊いてくる。

			「そういえば、なんで誠一のローブをかけてあげたの？」

			「は？　いや、だって俺のローブをかけてやらなきゃ、ルルネが裸のまんまになっちまうだろ？」

			「だったら、私の服を着せてあげればよかったのに。羊さんから貰もらって、誠一が持ってるんでしょ？」

			「あ」

			　サリアに言われて、俺は初めて気づいた。

			　そうだよ！　羊の野郎から貰った、サリアのための服があったじゃねぇか！　しかも、ご丁てい寧ねいに服のサイズまで変わるようになってるのに！

			　すっかり忘れていたその事実に、俺は、ただ唖あ然ぜんとするしかない。

			　じ、じゃあ、みんなの前でローブを脱いだ俺の意味は？　忌いみ子こだとか適当な設定を考えてたあの時間は？

			　え、全部無駄だったの？　マジ？

			　……。

			「おぉぉぉぉぉぉぉぉ……」

			「……まあ、ドンマイ？」

			　頭を抱える俺に、アルは優しくそう言葉をかけてくれた。目から汗が止まらないのはなぜ？教えて、おじいさん！

			　まあ、過ぎたことを気にしてても仕方がないので、気を取り直して俺はアルに金貨二枚を渡した。

			　理由は、ルルネの服を買ってきてもらおうと思ったからである。

			　サリアは、今のところワンピースを着て過ごしているが、もともとゴリラなので、人間の服に詳しいわけがない。だからこそ、アルに頼むことにしたのだ。

			　ルルネも、こうして人間になれるようになったわけだしな。服は絶対に必要だろう。

			「アル。そのお金で、ルルネに合う服を買ってきてくれないか？　さすがに今さらサリアの服を着せるのもどうかと思うしな……」

			「あ？　別にいいけどよ……ルルネの服のサイズ、オレには分からねぇぞ？」

			「サイズが自動で変わる魔法がかかってる服があるだろ？　できれば、それを数着頼みたい。靴と下着も買ってくれれば助かる」

			「まあ、いいぜ。ちょっと待ってな」

			　そう言い、アルはルルネの服を買いに出かけた。

			　約20分後、アルが服を買って帰ってきたため、すぐにルルネに着替えてもらうことに。

			　その際、俺はアルに徹底的に目隠しをされたわけだが、それはまた別の話だろう。

			　着替え終わったルルネの姿は、黒のシャツの上に白いジャケットを羽織り、茶色の長ズボン。太ももの部分には、黒色のベルトのようなものが巻きつけてあり、黒のショートブーツを履はいて佇たたずむ姿は、ルルネの凛りんとした雰囲気と相まって、すごくカッコイイ。

			「一応、適当に選んで買ってきたけど、これでよかったか？　まあ、自動でサイズが変わる服は全部高いから、釣りはねぇけどな……」

			　このセンスで適当……だと……!?

		

	
		
			[image: p235.jpg]
		

	
		
			　俺はアルの服のセンスの良さに驚いた。俺の場合は、もともとオシャレをするような見た目じゃなかったからなぁ……。痩やせた今でも、冒険するのに着飾る必要はないと思っている。今の服装だって、ワイシャツに黒のズボンっていう、すごくシンプルなスタイルだしな。

			　そんなことを思っていると、ルルネが恥ずかしそうにしながら訊きいてくる。

			「えっと……主様。自信ないのですが、似合ってるでしょうか……？」

			「いや、メチャクチャ似合ってるから。アルも、センス良すぎだろ……」

			「そ、そうですか……」

			「んなこと言われたの、初めてだな……」

			　ルルネは頬を赤く染めて嬉しそうに微笑ほほえみ、アルは似たような様子で後頭部を掻かきながら、視線を逸らした。

			　そんな二人の様子を見ながら、俺も返してもらったローブを着て再びフードを被る。

			　すると、アルは残念そうな表情を浮かべた。

			「おい、誠一。またフード被っちまうのか？」

			「ん？　いや、長い間フードを被ってたからさ、こっちの姿のほうが落ち着くんだよね……」

			　今の言葉は本心であり、意外とフードを被る生活が快適だったのだ。日よけにもなるしな。

			　そこまで考えて、俺はふとあることを思い出す。

			　俺の髪の毛のことだ。

			　黒色の髪に何かしら意味があるのか、知っておきたい。

			　そう思った俺は、アルに訊きいてみた。

			「そういえば、俺の黒髪って珍しいのか？」

			「え？　あー、そうだなぁ……誠一は東の国出身なんだろ？」

			「えっと……似たようなもんだ」

			「は？　まあいい。オレは、東の国に行ったことがねぇから分からねぇけどよ、あそこじゃ黒に近い髪の連中が多いって聞いたことがあるな。確かにこの大陸じゃあ珍しいかもしれねぇけどな。あ、そういえば、カイゼル帝国に召しよう喚かんされた勇者たちは、ほとんど黒髪だって話も聞いたような……」

			「そ、そうか」

			　俺は、アルの言葉に安あん堵どした。

			　どうやら、思った以上に東の国とやらが俺にとって都合のいい場所みたいだ。東にあるってところも、日本と似てるしな。

			　ほっと一息ついていると、アルがまた残念そうな表情を浮かべた。

			「でもよ、本当にもったいないと思うぜ？」

			「え？　何が？」

			「いや、そのフードを脱いだらモテ――はっ!?」

			「ん？」

			　言葉の途中で何かに気付いたアルは、突然すごい形相で俺の肩を掴んだ。

			「だ、ダメだっ！」

			「へ？」

			「絶対フードを脱ぐんじゃねぇぞ！　特に女の前ではっ！」

			「さっきと言ってることが違いませんか!?」

			「と、とにかくダメなんだっ！　いいか!?　絶対に脱ぐんじゃねぇぞ!?」

			「え、えぇ……？　ま、まあ、自分から脱ぐことはないと思うけど……」

			　俺がそういうと、アルは安心した様子を見せた。

			「あ、危ねぇ……もしフードを脱がせたら、誠一がスゲー女にモテちまう……それは、ヤダぞ……」

			　何やらブツブツと呟つぶやいているが、よく聞き取れなかった。

			　そんなことがあったが、ルルネがこうして人間になった以上、部屋を新たに借りなければならない。

			　いや、ロバに戻ればその必要はないんだけど、今のところルルネは人間の姿が気に入っているようなので、部屋を借りようと思ったのだ。

			　つか、あんまり長期間この国に滞在するようなら、家を買ってしまったほうが早いかもな……。幸い、俺の所持金は腐るほどある。生きてるうちに、使い切れる自信がねぇよ。

			　ただ、翔太たちと合流するなら移動はするわけだし、家を買うのは方針を一度固めてからのほうがいいかもな。

			　頭で少し、これからのことを考えながら宿屋の受付に移動する。まだフィーナさんたちはいなかったので、ライルさんに事情を説明して新たに部屋を借りた。

			　事情を説明って言っても、ルルネがロバだということは告げていない。いや、言ったら俺の正気を疑われるからね？

			　意外だったのは、ルルネが俺と同じ部屋がいいと結構頑かたくなに告げてきたことだ。まあ、自分で騎士とか言ってんだし、主を護まもるっていう意識から言ってるんだろうけど。……それにしては、食べ物関連ですでに騎士にあるまじき行動が目立っているわけだが。

			　最終的には、ルルネは一人部屋を借りることで納得した。スゲー残念そうだったけどな。

			　そんなわけで部屋も借りることができたし、休むために皆で部屋に帰ろうとしたそのときだった。

			「たのもーっ！」

			「……道場破りじゃないんだから、その入り方はどうかと思うよ？」

			「何寝ぼけたこと言ってるんですか、くーちゃんっ！　すでに戦争は始まっているんですっ！　そんな気持ちでは、すぐにやられちゃいますよ!?」

			「ローナは一体何と戦ってるんだい？」

			「そんなの、私が知るわけないじゃないですか」

			「……そうだね」

			「あれ？　何でそんな可哀想かわいそうなものを見る目で私を見るんですか？」

			　いきなり宿屋の扉が勢いよく開けられ、何やら騒がしい二人が入ってきた。

			　一人はオレンジのミディアムヘアで、少し小柄な女性。

			　もう一人は藍あい色のショートヘアで、高身長の女性。

			　二人とも性格や身長は大きく違うようだが、一つだけ同じことがある。

			　それは、二人が身に着けている鎧よろいだった。

			　テルベールの兵隊であるクロードが着ていた銀色の鎧とも似ているが、二人の鎧は白銀で武骨なイメージはなく、むしろ華やかさを感じる鎧よろいだ。帯剣もしている。

			　見るからに騎士です、といった風ふう貌ぼうだった。

			　突然登場したと思ったら、何やら言い合いを始めた二人に、俺たちは唖あ然ぜんとする。

			　どうでもいいが、二人とも優れた容姿の持ち主である。この街、無駄に美少女や美人、イケメンが多くねぇか？　それに比例して、変態の数も多いんだけどさっ！

			　いち早く正気に戻ったライルさんが、戸惑いながら声をかけた。

			「えっと……アナタたちは、どちらさまでしょうか？」

			「ん？　ああ、すまないね。私の連れがアレなので、名乗ることを忘れていたようだ」

			「ねぇ、くーちゃん。私がアレってどういう意味ですか？」

			「……ははは」

			「愛想笑いで誤ご魔ま化かさないでくれませんか!?」

			　再び漫才のようなやり取りを始めた二人に、俺たちはますます困こん惑わくする。

			　そんな様子に気づいたのか、藍あい色のショートヘアの女性は、一つ咳をすると自己紹介を始めた。

			「あー……コホン。私は、この国の【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】に所属している、クラウディア・アステリオ」

			「同じくワルキューレ所属、ローナ・キリザスですっ！　私は王都カップの司会をしていたんですけど、気づいてますか？」

			「はぁ……」

			　二人の自己紹介を受けたが、俺たちは未だに困こん惑わくしていた。むしろ、困惑は増したかもしれない。

			　だって、なぜこの国の騎士団がこの宿屋に来たのか分からないからだ。つか、ローナさんって、やっぱり王都カップの司会をしていた人だったのか。予想通り、元気でノリのいい人だな。

			　逆に、藍あい色のショートヘアの女性――クラウディアさんは、宝塚の男性役みたいなカッコよさがある。

			　二人を観察しながらそんなことを思っていると、ライルさんが口を開いた。

			「あの……ワルキューレの方々が、一体何のご用でしょうか？」

			「ああ、忘れるところだった」

			「えー！　くーちゃん、仕事忘れるとかダメじゃないですかー。ぷぷぷっ」

			「……彼女は放っておくとして、私たちはある人物に用があってきたんだ」

			「ある人物……ですか？」

			　首を捻ひねりながらそう尋ねるライルさんに、クラウディアさんは一つ頷く。

			「そう。ただ、その人物はもう見つかったんだけどね」

			「え？」

			　そういうと、クラウディアさんは、なぜか俺のほうへ視線を向けてきた。

			「君が、誠一君だね？」

			「へ？　は、はい。……いや、どうして俺の名前を……？」

			「ふふふ……ロバで王都カップを優勝したんだ。それに、そのローブ姿は浮くからね。すぐに分かったよ」

			「……えっと、それで、何か御用ですか？」

			　怪け訝げんな表情を浮かべながらそう訊きくと、クラウディアさんは答える。

			「うん、簡かん潔けつに言おうか。ちょっと王城へと来てもらおうか？」

			「……へ？」

			「残念だけど、君に拒否権はない」

			「なぜに!?」

			　いや、本当に何で!?　俺、何か悪いことしたっけ!?

			　つか、ちょっと王城までって……まるで刑事モノドラマの「ちょっと署まで来てもらおうか？」的な感じじゃね!?

			　しかも、拒否権がないって……この世界は人権がないのか!?

			　クラウディアさんの言葉に、俺だけでなくサリアたちまで驚いている。

			　だが、そんな俺たちに構うことなく、クラウディアさんとローナさんが、それぞれ俺の腕を片方ずつ抱えて引きずり始めた。

			「さて、それじゃあ店主と誠一君のお連れさん。ちょっと誠一君を借りますね？」

			「観念しなっ！　君の悪事はここまでだっ！」

			「……ローナ。別に誠一君は悪いことをしたわけじゃないからね？」

			「いやぁ、こういうのって大事だと思うんですよねぇー」

			　引きずられながら二人の会話を聞いていた俺は、取りあえずクラウディアさんが、俺が悪いことをしたわけじゃないと言ってくれたので、安心した。

			　ただ、宿屋から連れ出される直前、ローナさんに合わせるわけじゃないが、このセリフは言っておかなきゃダメだと思った。

			「お、俺は無実だああああああああああああああっ！」

			　定番だろ？

		

	
		
			　

			剣聖の戦乙女ワルキユーレ

			　

			「えーっと……それで？　そろそろ、俺がなぜ連行されているのか教えてもらえないでしょうか？」

			　俺は、街中をクラウディアさんとローナさんの二人に引きずられながら、そう訊きいた。

			　美人と美少女の二人に両脇を抱えられ、引きずられる姿は何ともシュールだよね。周囲からの視線に涙が出る。それに、さっきからドナドナが俺の頭のなかを流れてくるんですけど！

			「ああ、そうか。まだ言ってなかったね」

			　俺の質問を受けたクラウディアさんは、思い出したようにそういうと、教えてくれた。

			「誠一君。君は、王都カップで優勝しただろう？」

			「ええ、まあ」

			「だからだよ」

			「……はい？」

			　意味が分からずそう訊き返すと、クラウディアさんは続ける。

			「覚えてないかい？　優勝者は、我々【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】と一日行動を共にできる権利が与えられることを……」

			「あっ！」

			「どうやら思い出したようだね。君はなぜか表彰式には参加していなかったようだし、もしかしたら優勝賞品自体に興味がないのでは？　と考えたりしていたんだが……どうやらその様子だと、本当に興味がなかったみたいだね」

			　やべぇ、すっかり忘れてた。

			　俺、完全記憶のスキルを持っているはずなのに、やたらと物忘れが激しい。スキルが詐さ欺ぎってどういうことよ？　スキル詐欺ですか？　いいえ、ケフィアです。

			　まあ、魔法や他のスキルのように、必要なことはしっかりと覚えているので、スキルが必要なモノと不要なモノを勝手に判断して、記憶するものを選んでいるのかもしれない。……それってどうなんだ？

			　それはいいとして、王都カップが終了した当日に、いきなりその権利が発動するとは思わなかったけどね。王都カップが午前中に終了したとはいえ、あまりにも急だ。

			　そんな俺の内心を察したように、クラウディアさんは苦笑いになる。

			「ははは。まあ、私たちも暇ひまじゃないからね。こちらの都合で申し訳ない」

			「あっ！　見てください、くーちゃんっ！　あそこの露店で、美お味いしそうな串焼きが売ってますよ！　明日にでも食べに行きましょう！　あと、ついでにアクセサリーショップも！　服もいろいろ新作が出ますし、いやぁ、本当に忙しい！」

			「……本当に暇じゃないんだ。信じて欲しい」

			　クラウディアさんは、ローナさんのセリフに額に手を当て、天を仰いだ。苦労してるんですね。

			　そんなやり取りをしていると、いつの間にか王城の目の前まで来てしまっていた。

			「さて……ここが、ウィンブルグ王国の城――――【アークシェル城】だ」

			　誇ほこらしげにそういうクラウディアさん。

			　だが、俺は彼女の言葉に反応するのも忘れて、目の前の城に見入っていた。

			　クラウディアさんの言葉を無視するのは失礼かもしれないが、それくらい、目の前の城は巨大で綺き麗れいなのだ。

			　初めてテルベールに来て、遠目にサリアと眺めながら興奮したとき以上の感覚だった。

			「すげぇ……」

			　城なんて、地球にいたころじゃ、まず見る機会なんてなかった。いや、日本の城は見たことあるし、某ネズミの住む夢の国の城だって見たことあるけど、きちんとした王様が暮らしている西洋の城は初めてだった。

			　だから、このアークシェル城の存在感に、圧倒されたのだ。

			　呆然と城を見上げる俺を見て、クラウディアさんは満足そうに微笑ほほえんだ。

			「うん、気に入ってもらえたようで何よりだ。それじゃあ、早速入ろうか」

			　クラウディアさんに続く形で、城門の中に入っていく。

			　その際、街の外に続く門で守護をしているクロードと同じ鎧よろいを着た男の人が、クラウディアさんとローナさんに敬礼していた。すげー。……小並感。

			　門を抜けた先には広い豪華な庭があり、様々な色の花が咲き乱れていた。それなのに、花の匂いは喧けん嘩かしておらず、それぞれが控えめに匂いを主張している。すげー。

			　中心には、おそらく魔道具の類たぐいだと思われる噴ふん水すいがある。もうね、すげー。……すげーしか感想の言えない自分に、そろそろ泣きたくなってきた。

			　人知れず傷つく俺は、クラウディアさんについて行くと、ある場所で立ち止まった。

			「ここが、ウィンブルグ王国の兵士たちが訓練する訓練場だよ」

			「ちなみに、魔法師団のみなさんが全力で魔法を放っても、ビクともしない結界が張ってあるんですよ！　ただ、そんな危ない魔法を使ったら、ルイエス様に怒られるんですけど！」

			「……まあ、ルイエス様の場合、怒るというより事務的な作業をしているようにしか見えないんだけどね。誠一君を迎えに行く前に、王都カップの賞品のことでローナがルイエス様から折せつ檻かんを受けてる様子を見てたけど、いつも以上に表情に変化がなかったよ……」

			「お、思い出させないでくださいよ！　私と一緒にルイエス様の写真を隠し撮りした、諜ちよう報ほう部のジョージ君なんて、ルイエス様の折檻に耐えきれなくて、宿屋に向かう前なんか『……ハハッ、木剣が……鉄を斬る木剣が僕に……僕に迫って来る……！　こっちに来ちゃイヤぁぁぁぁぁぁあああああ！』って壊れちゃったんですから！」

			「……ちゃんと医務室まで連れて行ったのかい？」

			「相手にするのが面倒だったので、放置してきました。クッ……ジョージ君、君の勇姿は忘れない……！」

			「……生きてるんだよね？　ジョージ君」

			「ジョージ君？　誰ですか？　それ」

			「君は鬼だね……！」

			「帰っていいですかねぇ!?」

			　俺はとうとう耐え切れなくなり、二人の会話に割り込んでそう告げた。

			　だってそうでしょ!?　黙って話を聞いてれば、まともな言葉が耳に入ってこないじゃねぇか……！

			　そんな危ない場所に、俺は長居したいと思わなかった。いや、思うわけねぇだろ!?　それ以上に、ジョージ君とやらが不ふ憫びんすぎるわっ！　半分以上自業自得だけれども！

			　だが、そんな俺を逃がさまいと、クラウディアさんは俺の肩を掴んできた。

			「……残念だが、諦あきらめてくれ。これが、この国の現状だ……」

			「ギルドもそうだけど、王城内も大概だな!?」

			　この国は、変態や変人しかいねぇのかよッ！　でもその変態っぷりがいい方向に進んでるんだから、タチが悪い……！

			　ここは、変人で成り立っているからこそ、みんな幸せなのかもしれない。……いいのか？　それで。

			「ん？　おお、ちょうどいいね。誠一君、あれを見てごらん」

			「え？」

			　唐とう突とつに、クラウディアさんにそう促された俺は、クラウディアさんが示した方角を見た。

			　すると、訓練場の一角でクラウディアさんやローナさんと同じ鎧よろいを身に着けた、数人の女性が木剣を構えているのが見えた。

			「あれは……訓練ですか？」

			「そうだよ。私たちワルキューレの訓練だ」

			「そしてあれが、私たちの団長――――ルイエス様ですっ！」

			　もう一度、よく見てみると、木剣を構えた女性たちは一人の女性を囲う形で立っていた。姿は確認できるが、顔はよく見えない。

			「さあ、もっと近くで見てみましょう！」

			「そうだね。誠一君にとっても、いい刺激になるはずだよ」

			　二人に促うながされるまま、女性たちに近づく。

			　すると、ようやく囲まれていた女性の容よう貌ぼうが確認できた。

			　流れるように腰まで伸びた、水色のストレート。そして、驚くほど整った顔立ち。

			　蒼あお色の鎧よろいは洗練されたスマートな形で、武骨な印象はまったく受けない。

			　木剣を腰にさしたまま瞳ひとみを閉じ、純白のマントをはためかせて佇たたずむ姿は、凛りんとした気高い騎士そのものだった。

			　ルルネさん、この人を見習ってください。

			「見えるかい？　あの中心にいる人物が、ルイエス様だよ」

			「よぉーく見ててくださいよ！　一瞬で終わっちゃいますから！」

			　ローナさんが興奮気味にそういうので、興味を持った俺は、彼女たちの訓練風景を観察することにした。

			　すると、今まで木剣を構えていた女性たちは、一斉にルイエスという人物に斬りかかる。

			　俺はゼアノスから手に入れたゼフォード流守護剣術を持っているが、倒して手に入れた技術であって長い修練の果てに身に付けた技術ではないので、剣術そのものは素人しろうと同然である。

			　だが、そんな俺から見ても、彼女たちの剣筋が洗練された本職の一振りだということは簡単に分かった。

			　その剣速は、心眼のスキルを持つ俺にとってでさえ、驚くほど速い。

			　彼女たちの会心ともいえる一撃が、集中してルイエスさんの頭上に振り下ろされる。

			　まさに、そのすべての木剣がルイエスさんに直撃する――――そう思った瞬間だった。

			「――――」

			　ルイエスさんは、静かにその瞳ひとみを開いた。

			　木剣が迫る刹せつ那なのなかで、彼女は波一つない水面のような澄んだスカイブルーの瞳で、すべての木剣を捉とらえたことが、俺の目で分かった。

			　そして――――。

			「……」

			　一いつ閃せん。

			　ルイエスさんは、彼女を囲んでいた女性たちの誰よりも圧倒的な速度で腰の木剣を抜いたのち、振りぬいた。

			　その速度は、心眼のスキルがほとんど無意味なくらい速かった。

			　ルイエスさんが斬ったモノ……それは、一斉に斬りかかっていた女性たちの木剣。しかも、斬られた木剣は、同じ木剣で斬られたとは思えないほど、鮮やかな切り口のまま静かに剣先がズレ落ちた。

			　自分たちの武器が斬られた女性たちは、みんな呆然とした表情を浮かべ、ルイエスさんは、木剣を軽く振り払うと、静かに腰にさした。

			「――――剣速は上がっています。ですが、剣筋が正直すぎます。精進するように」

			『っ！　はいっ！　ありがとうございましたっ！』

			　どこか浮世離れした雰囲気に合う、綺き麗れいな声で女性たちに告げると、女性たちは元気よく返事をした。
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			　……おいおいおい、一人だけ実力がずば抜けてるぞ。なに？　あの人間離れした動き。俺以上に化け物なんじゃねぇかと思うよね。

			　あまりにもぶっ飛んだ実力に俺が唖あ然ぜんとするなか、クラウディアさんたちは苦笑いを浮かべていた。

			「ははは……相変わらず、剣がまったく見えない。彼女たちも、レベルは２５０以上の強者だし、私自身も３８０はあるんだけどね……。ローナ、君は見えたかい？」

			「くーちゃんのレベルで認識できないのに、レベルが３６０の私に、あんなのが見えるわけないじゃないですか」

			「うーん……ルイエス様の場合、ルイエス様と同じレベル５００が相手でも、似たような状況になる気がする」

			「いやぁ、さすがにそれは……あれ？　否定できない!?」

			　どうやら二人には、さっきのルイエスさんの攻撃が見えなかったようだ。それにしても、クラウディアさんのレベルは３８０で、ローナさんは３６０。ルイエスさんに至っては、５００ですか。

			　そんなことを考えていると、ルイエスさんは俺たちに気づき、近づいてきた。

			「クラウディア、ローナ。帰ってきましたか」

			　その一言を聞いた二人は、姿勢を正して敬礼する。

			「はい、連れてきました」

			「もう完かん璧ぺきですよ！」

			「ローナ、アナタが余計なことをしなければ、ここまで面倒なことにはならなかったんですよ」

			　どこか淡々とした口調でそういうルイエスさん。

			　ローナさんは目を逸らして口笛を吹き、クラウディアさんはその様子に苦笑いしている。

			　ルイエスさんが俺のほうに視線を向けた。

			「それで、アナタが誠一さんですか？」

			「え？　あ、はい」

			「私は、このウィンブルグ王国の【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】を率いている、ルイエス・バルゼです」

			　自己紹介をするときも、彼女の表情は一切変わらない。とにかく無表情なのだ。

			「さて……それでは、これを」

			「へ？」

			　失礼にならない程度に顔を見ていると、ルイエスさんから唐とう突とつに木剣を渡された。えっと……？

			「模も擬ぎ戦をしましょう」

			「帰っていいですか？」

			　思わずそう訊きいてしまった俺は、悪くないと思うんだ。

			　だが、ルイエスさんは首を静かに横に振る。

			「私の部下が変な賞品さえ用意していなければ、こういったことにはならなかったのですが、アナタは王都カップで優勝を果たしました。その優勝賞品が私たちと共に過ごすことというのであれば、私はその責務を全うしなくてはなりません」

			「その責任感は大変素晴らしいと思うんですけど、なぜに模擬戦なんでしょうか？」

			「……？　なぜと言われましても……私たちと過ごすということは、一緒に訓練に参加するということだと私は勝手に思っていたのですが……違うのですか？」

			　アカン、この人自覚がねぇ！

			　絶対この権利を用意したローナさんの意図は、美人だらけのワルキューレのみなさんや、ルイエスさんと一緒の時間を過ごして楽しむためだと思う。

			　それなのに、ルイエスさんは、訓練を一緒に受けられる権利だと勘違いしているようだ。

			　というより、訓練を受けることのどこが賞品なんですかね？

			「まあとにかく、一度アナタの腕を見てみましょう。私に指摘できるところがあれば指摘しますし、それを修正できれば、アナタは今以上に強くなれるでしょう」

			「へっ？　いや、ちょっ……」

			　ルイエスさんに声をかけようとするが、彼女はすでに俺から離れ、いつでも模擬戦が始められる体勢になっていた。

			　そして、クラウディアさんたちや他のワルキューレのみなさんは、俺たちから大きく離れ、もはや完全に観戦モード。逃げ場がねぇ……！

			　呆然とする俺に、ルイエスさんは声をかける。

			「私はいつでも大丈夫ですよ？」

			「え？　あの、俺……」

			「それではまず、防御面から見てみましょうか」

			　俺のバカ野郎……！　ハッキリと断れよ！　もう断れる雰囲気じゃなくなったじゃねぇか！

			　自分に激しいツッコミをしていると、ルイエスさんは静かに木剣を抜いた。

			「さて、それでは――――参ります」

			「っ!?」

			　ルイエスさんは、さっき戦いを見ていたときのように心眼のスキルが無意味に思えるような速度で迫ると、俺のみぞおちに木剣を鋭く打ち込むように振るってきた。

			　俺はほぼ反射のような形で、思いっきり後ろに飛んで避ける。

			　その際、着地した地面に小さいクレーターができたけど……うん、気にしない。

			「……驚きました。まさか、私の初撃が簡単に躱かわされるとは……」

			「いや、簡単じゃなかったんですけど……」

			「いいでしょう、ここからは全力で行きますよ」

			「何でこうも話を聞かない人が多いの!?」

			　簡単じゃないといったのに、全力での攻撃を宣言するルイエスさん。そのうち泣くぞ、俺。

			　そんなことを思っていると、ルイエスさんは今度こそ、本当にスキル心眼で捉とらえられないような速度で、離れた位置から木剣を振るった。

			　……シュパンッ！

			「ちょっと!?　攻撃の動作と音がズレてませんか!?」

			　ルイエスさんが木剣を無音で振り下ろしたかと思うと、少し遅れて音が聞こえてきた。い○こく堂さんもビックリだよ！　完全に音を置き去りにしてやがる……！

			　そして、驚く俺を追撃する形で、音速を超える斬ざん撃げきが迫る。

			「もうこの人イヤッ！」

			　俺は横っ飛びでその斬撃を避けた。

			　だが――――。

			「っ！　っ！　っ！　っ！」

			　……シュパパパパンッ！

			　再び音速を超える斬撃が、４つも俺へと飛んできた！

			　音速を超える斬撃って何よ!?　これ、人間辞めてる俺じゃなかったら確実に死んでる攻撃だよね!?

			　そもそも、木剣で再現できる攻撃じゃねぇよ！　避けた後、地面に綺き麗れいに斬ざん痕こんが残るとか、訳分かんねぇ！

			　次々と襲い掛かる音速を超える斬撃を、俺はいろいろな体勢で避け続ける。うおっ!?　顔面当たるとこだったぞ!?

			「……ルイエス様も大概だけど、その攻撃を無傷で避け続ける誠一君も十分人間を辞めてるね」

			「さすが、ロバで王都カップを優勝しただけはありますね。レベル、いくつなんでしょうか？」

			「いや、それ以前に、ルイエス様の本気の斬撃を避けてる誠一君は異常だ。仮に、彼が人類の最高レベルである５００であったとしても、同レベルのルイエス様の攻撃を無傷で避けられるわけがない。彼、本当にただの冒険者なのかい？」

			「うーん……一応、ジョージ君に調べてもらったんですけど、本当に最近この街に来て、ギルドに登録したばかりの新人冒険者らしいですよ」

			「……ジョージ君、大活躍だね」

			　俺が必死に避け続けているなか、クラウディアさんたちはそんなほのぼのトークをしている。

			　チクショウ！

			「……本当に驚きました。まさか、私の本気が通用しないだなんて……」

			　ルイエスさんから放たれる斬ざん撃げきを一心不乱に避け続けていると、少しショックを受けたような声音で彼女はそう呟つぶやいた。

			「……なら、これはどうですか？」

			「！」

			　一度斬撃の嵐が止まったかと思うと、今度は最初のとき以上の速度で、俺に接近してきた。

			「ハッ！」

			　俺の頭上から振り下ろす形で、ルイエスさんが鋭い一撃を放ってくる。

			　その速度と鋭さに、俺は避けることができない。いや、本当にヤバいんだけど!?

			　確かに俺が認識さえできていれば、最初の攻撃を避けたときのように、多少本気を出せば避けることは可能だろう。

			　だが、それ以上に、俺の反射速度を上回る一撃が、俺に振り下ろされているのだ。

			　そもそも、俺がムキになって戦う必要もないので、わざと攻撃に当たってダメだしされて終わらせることも考えていた。

			　でもさ？　無理でしょ!?　木剣で地面に斬ざん痕こん残すとか、どんな攻撃してんの!?　これ、黒龍神の『透過』みたいなスキルが使われていたら、間違いなく俺の体がみじん切りにされちゃうよ!?　怖くて攻撃に当たりに行けねぇよ！

			　最初の攻撃を避けたとき、思わず少し本気で避けてしまったせいで地面にクレーターを作った俺だけど、ルイエスさんも十分化け物ですよね!?

			　勇者召しよう喚かんされたみんなと同じ高校出身ってことが、何かの拍子にバレて同じ勇者扱いされるかもと思っていた俺は、なるべく目立つことを避けたかったので、人がいる前では今まで全力を出していなかった。

			　でも、ルイエスさんの攻撃は、思わず少し本気で避けてしまうほどヤバいものだった。

			　……この攻撃食らっても、俺、死なないかな？　死ななくても、痛そうだなぁ……。

			　徐々に迫る木剣を眺めながら、諦あきらめの境地に達したそのときだった。

			『スキル【進化】の効果が発動しました。これにより、体が戦闘に適応されます。体の適応により、スキル【心眼】はスキル【索さく敵てき】と統合され、スキル【世界眼】に変更しました。さらに、スキル【反射防衛】を習得しました』

			　そんな無機質な声が、脳内に流れた。

			　唐とう突とつに脳内に流れる声に驚いていると、ついにルイエスさんの木剣は俺に到達し、そこから大きな力が加えられるというところまで来ていた。

			　しかし――――。

			「っ!?」

			　俺の体が、その状況をひっくり返した。

			　脳天に当たった木剣から伝わる力を受け流すため、木剣の振り下ろされる向きと同じ方向に木剣の速度以上の速さでしゃがむと、バク転の要領で少し距離をとると同時に、足を振り上げる動作でルイエスさんの振り下ろしていた腕を痛めない程度に蹴けり上げ、木剣を手から放れさせた。

			　そして、俺は着地してすぐ、目を見開くルイエスさんの首筋に木剣を突きつけたのだった。

		

	
		
			　

			陰いん謀ぼう

			　

			　あまりの急展開に、ワルキューレのみなさんやクラウディアさんたちは、呆然としている。

			　おかしな話だが、ルイエスさんに木剣を突き付けている俺自身も、訳が分からず呆然としている。

			　そして――――。

			「「「「ええええええええええええええええっ!?」」」」

			「えええええええええええええええええええっ!?」

			「いやいやいや！　何でルイエス様を倒した張本人の君が、同じように驚いてるんだい!?」

			「……さすが、ロバで優勝した誠一さんですね。ルイエス様以上の化け物が存在するとは……」

			　クラウディアさんは、ワルキューレのみなさんと一緒に驚く俺にツッコミ、ローナさんは大変失礼なことを口にしている。

			　いや、だって！　俺もなんで急にあんな動きができたのか分からねぇんだもん！

			　あ、そういえば頭に声が流れてきたけど、そのせいか!?

			　俺はすぐに周囲にバレないようフードを深くかぶって、ステータスを確認した。

			　するとスキルの欄に、見慣れない二つの名前があった。

			『世界眼』……世界そのものに干かん渉しようするスキル。細かい索さく敵てきが可能となり、範囲は５００メートルまで及ぶ。ただし、普段は通常の索敵状態であり、任意で詳しよう細さいな索敵が可能。スキル『心眼』の効果が上がり、今まで以上のスピードに対応できるようになる。見えなくていいものまで、見えるようになる。常時発動

			『反射防衛』……自身が反応できない攻撃に対し、体が自動で防衛行動を起こすスキル。ただし、死角からの攻撃には反応しない。常時発動

			　もうヤメテぇぇぇぇえええええっ！

			　何なの!?　最近ちょっと落ち着いてきたかなぁ？　なんて思ってたら……何のこたぁねぇ、嵐の前の静けさだったよッ！

			　全然体が俺のこと尊重してくれないんですけど!?　いつの間にか、自分自身の体からすら人権を取り上げられちまったぜ、コンチクショー！

			　ワルキューレのみなさんに訝いぶかしく思われないように、俺は表面には出さず、ただひたすら内心で大暴れする。

			　それにしても、こんなに強力なスキル……本当に俺に扱えるのか？

			　さっきのスキル『反射防衛』による俺の体の動きだって、俺は訳が分からないまま体を動かされたんだぞ？

			　他のスキルでさえ、未だに俺がスキルを使うんじゃなくて、スキルに俺が使われてる状態だってのに！

			　本当に、人間の固有スキル『進化』が自重してくれねぇ！　いや、『自重知らず』の称号を持ってるけれども！

			　……父さん、母さん。俺が死んだとき、ちゃんと人間のまま天国に行けるかな？

			　無言で空を見上げて涙を流していると、ずっと自分の手元を見つめていたルイエスさんが、静かに俺に近づいてきた。

			「え、えっと……？」

			　目の前で無言のまま俯うつむくルイエスさんに、なんて言葉をかければいいんだろう？

			　……何なんだろうね。この国最強の騎士を倒しちゃったし……俺の明日はどっち？

			　ワルキューレのみなさんも、ルイエスさんの様子を見て無言になる。お願い、何かしゃべって！　ほら、さっきまで騒いでたじゃないか！　ローナさん、今こそトーク力アピールしようぜ！　無言は一番キツイよ!?

			　俺は、そっとルイエスさんの様子をうかがった。

			　すると、ルイエスさんはゆっくりと顔を上げ、俺を見つめる。……あれ？　何だろう。スゲー目が輝いていらっしゃる気がするんだけど……。

			　そんなことを思っていると、ルイエスさんはついに口を開いた。

			「……師匠とお呼びしても？」

			「これ以上、俺のライフポイントを削るんじゃねぇぇぇぇえええええ！」

			　やっとしゃべったのに、何て爆弾発言してんの!?

			　ほら、周りを見てみろよ！　全員ポカンとした表情じゃねぇか！

			　そりゃそうだろうよ？　だって、最強の騎士が、どこぞの怪しいローブ野郎を師匠って言うんだぜ？　驚くなってほうが無理だろ……！

			　だが、ルイエスさんは、腰に提げていた神秘的な白銀の剣を抜くと、地面に突き刺し首を垂れた。

			「これからよろしくお願いします、師匠」

			「ウソでしょ!?」

			　気がつけば、いつの間にか忠誠を示すような形で、師匠と呼ばれていた。ナンテコッタイ。

			　呆然とする俺をよそに、ワルキューレのみなさんは、ルイエスさんに近づき祝福の言葉をかけていた。

			「良かったですね、ルイエス様！　やっと、【黒の聖騎士ブラツク・パラデイン】様以外で、ルイエス様と同等以上の存在が見つかりましたね！」

			「同等どころか、圧倒してしまうんだもの！　これで、ルイエス様は今以上に強く、そして美しくなれるわ！」

			「ルイエス様は、常に教える立場にいるしねー？　本当に強くしてくれる方が見つかってよかったよ！」

			　もはや、俺が口をはさむ余地もない。ナンデ？

			　目を点にして唖あ然ぜんとしていると、クラウディアさんが近づいてきた。

			「いや、強かったんだね、誠一君。おっと、ルイエス様の師匠になるんだし、誠一様と呼んだほうがいいかい？」

			「勘かん弁べんしてください」

			　切実にそうお願いすると、クラウディアさんは爽さわやかに笑った。イケメンや。

			「フフッ。まあ、でも……本当に君がルイエス様以上に強くてよかったよ」

			　クラウディアさんは、さっきまでの雰囲気とは違い、今度はどこか悲しそうな表情を浮かべた。

			「ルイエス様はね、生まれながらにして剣術の天才だったんだよ」

			「え？」

			「そして、ルイエス様は……スキルと魔法が一切使えないんだ」

			「…………は？」

			　クラウディアさんの口から出たとんでもないカミングアウトに、俺は間抜けな声を出す。

			　……って、イヤイヤイヤ。それはおかしいだろ。

			　だって、あの人、メチャクチャ斬ざん撃げき飛ばしてきたよ？　あの超人的な攻撃がスキルじゃないわけが――――。

			　そこまで考えて、俺は気づいた。

			　……俺の固有スキル『業盗り』も『アレンジ』も発動していないことに。

			　一瞬、俺がすでに持っているスキルなのかとも思ったが、戦いの最中、俺の持つスキル『千里眼』で、スキルが発動されたことを示すエフェクトは見られなかった。

			　黒龍神と戦ったときに、『透過』のスキルを見抜けなかったことを考えると、常時発動しているスキルには意味がないのかもしれないが、そうだとすると、さらに俺の固有スキルが発動しなかったことがおかしい。

			　だって、常時発動するタイプのスキルで、斬ざん撃げきを飛ばすようなスキルを持っていないんだから――――。

			「だけど、ルイエス様は、そんなハンデをものともしないような、とんでもない才能を秘めていた。それは剣術。ルイエス様は、ありとあらゆる剣術を、一度見ただけでスキルとしてではなく自身の技術として再現できるんだ。剣術ほどではないけど、武術のほうもすごい才能があってね。その道のプロでさえ、超越してしまっているんだよ」

			「……」

			　ルイエスさんは、俺の予想以上にヤバかったようです。

			「そんなルイエス様だから、同年代どころか他の年代でさえ並び立つような強者がおらず、常に畏い怖ふ、尊敬されてきた。だから、ルイエス様は……いつも、一人だったんだよ」

			「……」

			「幸い、今のこの国には、【黒の聖騎士ブラツク・パラデイン】様がいらっしゃる。顔は見たことないんだけどね？そして、強さは……ルイエス様と同等。でも、同等なんだよ」

			「……」

			「【黒の聖騎士ブラック・パラディン】様も似たようなものだけど、ルイエス様は訓練のときなんかに、ふとした瞬間に寂さびしそうな表情を浮かべるんだよ。その強さゆえに孤独なんだ。友だちと呼べる存在がいるかどうか、部下である私が気にすることではないのかもしれないけれど、私は見たことがない。いつも、私たちとの間に壁を感じていたんだ。……だから、ありがとう。ルイエス様を倒してくれて。私たちに、あそこまで目を輝かせたルイエス様を見せてくれて……」

			　クラウディアさんはそう言うと、ローナさんの下へ歩いて行った。

			　俺の場合は、この世界に来てなんだかんだでとんでもない力を身に付けたけど、ルイエスさんの場合は、生まれたときからそんな力を身に宿していたのか。

			　……一人って、辛つらいもんな。その上、馬鹿げた力まで付いてくる。

			　俺なんかには分からない、寂しい思いをしたんだろうな……。

			　そんなことを思いながらルイエスさんを眺めていると、彼女が俺の視線に気付いた。

			　そして、無表情を崩して小さく笑った。

			「師匠、改めてこれからよろしくお願いします」

			「あ、はい……」

			　かすかな笑みだが、普段、表情が薄い分、破壊力があった。その笑顔に俺が見惚れていると、ルイエスさんはすぐに表情を戻した。

			　……って、あれ？　今、生返事しちゃったけど……。

			　何をしろっていうの!?　ルイエスさんがワルキューレのみなさんにしていたように、訓練をつければいいの!?

			　いくらステータスが化け物とはいえ、戦いはド素人しろうとの俺。教えられることなんてあるかーい。

			「えっと、ルイエスさん。特に俺、教えられることないと思うんですけど……」

			「いいえ、大丈夫です。見て盗みますから」

			　あらヤダ。

			　ビックリするほど超人発言！

			　内心でそんなことを思っていると、再び脳内に無機質声が流れた。

			『スキル【進化】の効果が発動しました。これにより、体が状況に適応されます。体の適応により、スキル【指導】を習得しました』

			　半ば諦あきらめにも似た境地で、唐とう突とつに習得したスキルを確認する。

			『指導』……他者に対して、スキルや魔法、その他の技能や知識を、詳しく分かりやすく教えるスキル

			　わーい、これで教えられるね！

			　俺は、あまりのスキル『進化』の暴れっぷりに、人知れず血涙を流した。

			　つか、もう俺……帰っていいんじゃね？　だって、もうやることやったよ？

			　そう、もう俺は帰っても問題ないはずなのだ。一応、この場所に来る前に、サリアたちには『果て無き愛の首飾り』の効果である『念話』で状況は伝えてある。……サリアはともかく、アルはメッチャ驚いてたけどな。

			　やることもないわけだし、帰ってもいいはずだろう。

			　ルイエスさんにそのことを聞こうと、声をかけようとしたその瞬間だった。

			『きゃああああああああああああああああああっ！』

			　突然、王城内に女性の悲鳴がこだました。

			　唐とう突とつな悲鳴に、ワルキューレのみなさんやルイエスさんが困こん惑わくしていると、一人のメイドが必死の形相でルイエスさんに向かって走ってきた。

			　おお、リアルメイドだ。すげー。

			「る、ルイエス様っ！　王様が……王様が……！」

			「落ち着いてください。陛へい下かが、どうかしたのですか？」

			　視線を鋭くしたルイエスさんにそう訊きかれたメイドは、一度深呼吸をすると、大きな声で告げた。

			「王様が何者かに襲われ……倒れました……ッ！」

			　その言葉を聞いた瞬間、ルイエスさんもワルキューレのみなさんも、さっきまでの雰囲気がウソのように緊張で顔をこわばらせると、城の奥へと入って行った。

			　……あれ？　俺は放置？

			　いや、ヤバい状況だってのは分かるんだけどさ。

			　でも、今の俺は下手に動けない。

			　なぜなら、部外者の俺がむやみに城内をうろついてたら、それこそ襲撃者の仲間だと勘違いされてしまう。

			　今の俺に、できることは少ない。

			　だから、これだけは言っておこう。

			「メディック！　メディーック！」

			　あれ？　何か違う。これじゃねぇな。

			「えーせーへー！」

			　……。

			　取りあえず、ふざけるのはやめようと思った。イヤ、急展開過ぎて頭がおかしくなってたんだって。

			　冷静になった俺は、さっき手に入れたばかりの『世界眼』のスキルを発動させ、その襲撃者とやらを見つけられないか捜すことにしたのだった。

		

	
		
			　

			呪のろいと決意

			　

			　一人訓練場に残された俺は、さっき手に入れたばかりのスキル『世界眼』を発動させた。

			　このスキルは常時発動しているが、それはどうやら『心眼』の効果だけらしく、『索さく敵てき』の効果は意識して発動させるものらしい。

			　スキルを発動させ、取りあえずこの王城から遠ざかって行こうとする存在を探した。

			　すると、ルイエスさんたちを示すであろう気配が、まるで頭の中にあるレーダーのようなものに青い点で表示され、それとは逆に、すごい勢いで王城から遠ざかって行こうとする赤い点がレーダーに引っかかった。

			　スキル『索敵』のときは、ここまで詳しよう細さいじゃなかったけど、どうやら俺にとって味方である存在はスキルが勝手に判断して青色の点で表示し、俺にとって敵である存在は赤色の点で表示されるらしい。

			　おかげで、一瞬で敵と味方が判断できそうだ。でも、うーん……もう少し詳しい情報を手に入れられないかな？　詳細に分かるってスキルの説明にあったんだし。

			　そんなふうに思った瞬間、脳内の赤色の点の詳細な情報が表示された。

			 

			【オリガ・カルメリア】

			　出身：カイゼル帝国

			　種族：獣じゆう人じん

			　性別：女

			　職業：暗殺者

			　年齢：８

			　レベル：４５５

			　状態：隷れい属ぞく

			　異名：黄昏の暗殺者トワイライト・アサシン

			　スリーサイズ：――――……

			「アウトぉぉおおおおっ！」

			　俺は思わず表示された情報にツッコんだ。

			　プライバシーもクソもねぇな、このスキル！　つか、冗談抜きで詳細すぎるデータが出てきたんですけど!?　しかもスリーサイズまで!?

			　もちろん、スリーサイズ以降の部分は見ていない。倫りん理り観かんがそれを阻そ止しした。よくやった、俺。

			　攻撃力などが分からないのは、違うスキルで調べるしかないということだろうか？　まあ、それでもこれだけ情報が出てくれば上出来すぎるんだけど。

			　それはともかく、ずいぶんとツッコミどころ満載なデータが出てきたな。

			　まず、出身がカイゼル帝国ってこと。これ、翔太たちを召しよう喚かんした国だよな？

			　カイゼル帝国って、魔王討とう伐ばつに一番乗り気だから勇者召喚を行ったんだろうし、そう考えると、魔族と共存したいっていう考えのこの国の王が邪魔になった……とかだろうか？

			　しかも、暗殺者は女性のようだ。その上、獣じゆう人じんであり年齢はとても幼い。その割にレベルが４００を超えているのはおかしい。

			　だが、俺はそんな情報より、もっと気になる項目に目を向けた。

			「この隷れい属ぞくって状態……何なんだ？」

			　そう、その部分だけ俺にはよく分からなかった。

			　あれか？　奴ど隷れい的な存在なのだろうか？

			　この世界に来て奴隷のような存在を見ていないので、てっきりいないものだと思っていたんだけど……。

			　もし、これが本当に奴隷なんだとすれば、翔太たちの安否が気になる。勇者アベルの日記の内容みたいに、使うだけ使われて、消されるなんてことをされるかもしれないからだ。

			　ただ、俺には奴隷という概念が未だにピンとこない。

			　地球でも、奴隷のように働かされるって表現があるけど、本当の意味で奴隷なわけじゃない。

			　召喚された勇者の流る布ふした技術のおかげで、今まで地球に近い感覚でいたけど、奴隷制度があるのかもしれないと思うと、ここが異世界なのだと強く実感する。

			　どちらにしても、奴隷って言葉は不愉快だ。

			　あれこれ考えているうちに、暗殺者はぐんぐん俺のいる訓練場をめがけてきているようだ。

			　そして、ついに王城内につながる入口から、すごい勢いで黒い影が飛び出してきた。

			　その影の姿を見て、思わず言葉をこぼす。

			「うーん……本当に暗殺者っぽい見た目だな」

			「っ!?」

			　飛び出してきた黒い影は、俺と似たような漆しつ黒こくのローブを身に纏まとった、小柄な人型だった。顔は分からないけど。

			　この黒い影が、暗殺者で間違いないはずだ。

			　冷静に暗殺者を見つめていると、相手は俺のほうを見て驚きよう愕がくしていた。

			「……な、なんで……私の姿が……!?」

			「はい？」

			　何言ってんだろうか。見た感じ『なぜ私の姿が見える!?』とでも言いたげな雰囲気である。

			　そんな雰囲気の相手に首を捻ひねっていると、ローブ姿の女性は何かを懐から取り出し、俺めがけて投げつけてきた。

			「っ！」

			「えっ!?　ちょっと!?　いきなり攻撃!?」

			　もうね、嫌になっちゃう。

			　まあ、確かに相手がこの国の王様を狙った以上、その人物の姿を見てしまった人間を消すのは当たり前なのかもしれないけど。

			　それはさておき、相手はどうやら俺に向けて、投げナイフを２本放ってきたようだ。

			　ここは普通に避けて、すごい手加減をした上で無力化するしかないだろうなぁ。本気で殴ると、相手が消し飛んじゃう。ホント、人間辞めてるって実感するなぁ……。

			　俺に向かってくるナイフを眺めつつ、そう考えていると――――。

			「ッ!?」

			「へ？」

			　俺の体が、ルイエスさんと戦闘したときと同じように、突然動き出したのだ。

			　俺の体は、俺めがけて飛んでくる２本のナイフを右掌……人差し指と中指の間、中指と薬指の間で受け止めると、そのまま間かん髪ぱつ入れずに相手に投げ返した。

			「ちょっ!?」

			　魔物と戦い倒してきた俺だが、人間や獣じゆう人じんと命のやり取りをする覚悟は、今の俺にはない。

			　同じ命であるはずなのに、どうしても魔物と人を同じに考えることができないでいる。

			　すごく甘い考えだって分かるけど、どうしても俺にはできそうになかった。

			　だからこそ、今の行動に、俺自身がとてつもない恐怖を感じていた。ルイエスさんのときは本当に訳も分からなかったので、怖いとかそんな感情が出る以前の問題だった。でも、今は違う。

			　恐らく、スキル『反射防衛』が発動したんだろうけど、それで暗殺者を殺してしまう……俺はそう思った。

			　だが、スキル『反射防衛』は、俺の想像以上に優秀だった。

			「くっ……！」

			　俺の投げ返したナイフは、とてもじゃないが、避けられるような速度じゃない。

			　だから、確実に暗殺者の体を貫つらぬくと思ったのだが……俺の放ったナイフは、暗殺者のローブを貫き、城じよう壁へきに突き刺さった。

			　ナイフの速度と勢いのせいで暗殺者はローブを引っ張られ、体を城壁に縫ぬい付けられたのだ。普通なら、投げ返したナイフが暗殺者を貫通して終了だと思うが、進化した俺の体は、相手の動きを封じるという神業を難なくやってのけやがった。喜んでいいのかね？　これ。

			　でも、スキルの名前通り防衛で済んでいるし、今回は良しとしよう。うん。

			　無理やり自分を納得させていると、動きを封じられていた暗殺者は一気にローブを脱ぎ捨て拘こう束そく状態から抜け出した。

			「おおっ！」

			　ローブを脱いだ暗殺者の本当の姿を見て、思わず声が出てしまった。

			「……」

			　なぜなら、暗殺者は俺と同じ黒髪だったのだ。しかも、頭には猫耳のようなものまで付いており、腰辺りからは、髪の毛の色と同じ黒色の尻尾しつぽが伸びている。

			　暗殺者が俺を油断なく睨にらみつけているため、俺も暗殺者をもう一度よく確認した。

			　黒髪のショートヘアに、猫のような金色の瞳ひとみ。年齢通りの幼さで、とても可愛かわいらしい。だが、半眼気味の目を今は睨にらむような形にしているので、せっかくの可愛さも半減である。

			　おそらく黒猫の獣じゆう人じんだろう。黒色の猫耳だし、尻尾も黒いからな。

			　服装は、まるで忍び装しよう束ぞくのような漆しつ黒こくの服に身を包んでおり、首には同じような黒色の首輪らしきものを嵌はめている。

			　この世界に忍者という概念があるのかは分からないが、暗殺者っぽい格好であるのは確かだ。

			　いやー……それにしても、俺と同じ黒髪がいて、スゲー安心した。攻撃されたけど。

			　彼女のおかげで、黒髪はそこまで意識する必要がないと改めて分かったからな。こうして存在しているわけだし。

			　偶然確認できた事実に俺が満足していると、暗殺者はビックリするような速度で俺に迫ってきた。しかも、手にはナイフが握られている。

			「――――っ！」

			「また攻撃!?　ちょっと落ち着こうぜ!?」

			　こんな可愛い子供がナイフで殺しにかかって来るとか、どんなホラーだよ。

			　内心で盛大な舌打ちをしつつ、攻撃を避けようと足に力を込めた瞬間だった。

			　また、俺の体が勝手に動き始めたのだ。

			「ちょっ！　待って！」

			　完全に、スキルに振り回されてるな。

			　俺は自分の体を制御することもできず、迫りくるナイフを左手の指で挟んで受け止めると、そのまま右手で軽く彼女の頭を小突いた。

			「ッッッッ！！？？」

			　ただそれだけで、暗殺者の女の子は目を回したようにふらつき、その場に崩れ落ちた。

			「おっと」

			　俺は地面に倒れる前に、暗殺者の女の子を抱きかかえた。

			　ははは……本当に軽く小突いただけで相手が気絶ですか、そうですか。この目からあふれ出る液体は、俺の人間の証ですから。

			　アホなことを考えながら、俺の腕の中で気絶中の暗殺者の顔をもう一度確認する。

			　……うーん。こうして寝ている姿は、普通の子供となんら変わらないんだけどなぁ。

			　そんな子供が普通にナイフを持って、人を殺そうとすることができるこの世界に、俺は無意識のうちに体を震わせた。

			　今までは、そんなこと意識しようとも思わなかったが、改めて異世界の恐ろしさを感じる。

			　魔物を倒しておいて言えることではないけれど、それでも命を奪うことが当たり前になってしまいそうになる自分が、とても怖かった。

			　これは、ぶっ飛んだステータスを手に入れるよりも、一番怖い。

			　相手が襲ってきたからって理由で倒していたけど、そんな考えに辿たどり着いていること自体が、すでに異常なのだと今さら気づいた。

			　でも、この世界ではそれが当たり前で、そうしないと生き抜いていけない。

			　ここはもう……地球じゃないんだ。

			　頭で理解していても、心のほうでは、まだ理解するのは難しそうだ。

			　強こわ張ばらせていた肩から力を抜き、ため息を吐く。

			　そうすることで緊張していた体を解ほぐしていると、再び城内のほうから慌ただしい気配が近づいてくるのを感じた。

			　その方向に視線を向けると、ルイエスさんたちを含むワルキューレのみなさんが、この訓練場にやって来るところだった。皆、一様に険しい表情をしている。

			　ルイエスさんは、俺の姿を確認すると、足早に俺のほうにやって来る。

			「師匠。突然の事態で大変申し訳ないのですが、今回はお帰り願えないでしょうか？」

			　……師匠呼びは決定なのね。

			「はい、別に大丈夫ですけど。……あ、ルイエスさん」

			「ルイエスと呼んでください。敬語も不要です」

			　ルイエスさんの、有無を言わせぬ迫力に負け、俺はルイエスの言葉に従うことにした。

			「あー……うん。それじゃあ、ルイエス。たぶん、王様を襲ったっていう犯人を捕まえたんだけど……」

			「…………はい？」

			　俺の言葉に、ルイエスはたっぷり時間をかけ、そう訊きき返してきた。

			　まあ、そりゃあそうだよな。王様を襲ったっていう暗殺者を、いきなり捕まえたって言えば、誰だって驚くよなぁ……。

			　そんなことを思いつつ、自身が抱える暗殺者の女の子を見せる。

			「ほら、この子。すごい勢いで王城内から飛び出してきて、俺に襲い掛かってきたからさ……」

			　……あれ？　何でだろう。スゲェ言い訳がましく聞こえる。

			　だが、そんな俺をよそに、ルイエスは俺の抱える暗殺者の女の子を見ると、驚きで目を見開いた。

			　そして、ルイエスはローナさんに何かを告げると、ローナさんは観察するような視線を女の子に向けた。その瞬間、俺の目には、一瞬彼女の目が光ったように見えた。

			　ローナさんの暗殺者の女の子に向けるその視線には、覚えがあった。

			　それは、まだこの世界に転移する前、教室で大木が勝手に俺のステータスを、スキル『鑑かん定てい』を使用して調べてきたときと同じだったからだ。

			　一瞬ローナさんの目が光ったように見えたのも、俺のスキル『千里眼』が発動したことで、ローナさんがスキルを使用したことが目に見える形で現れたのだろう。

			　どうやら、暗殺者の女の子のステータスやらを調べているらしい。

			「ローナ、どうでしたか？」

			「……ルイエス様の想像通りかと」

			「そうですか……」

			　ルイエスは険しい表情を浮かべ、しばらくの間黙もつ考こうすると口を開いた。

			「彼女の尋じん問もん、お願いします」

			「了解しました！」

			　一言そう頼むと、暗殺者の女の子をローナさんに渡した。

			　女の子を受け取ったローナさんは、そのままどこかへ行ってしまう。

			　それにしても……尋問？　ローナさんに任せて大丈夫なの？

			　とても失礼なことを思いながら首を捻ひねっていると、クラウディアさんが俺に近づいてきた。

			「ローナに任せれば、大丈夫だよ。あの女の子にも、悪いことはしないさ」

			「いえ、そこは特に心配していないんですけど……ローナさんに尋問を任せて大丈夫なんでしょうか？　あ、いや、信用していないというわけではなくて……」

			　思わず言い訳じみた言葉になる俺に、クラウディアさんは苦笑いを浮かべる。

			「ははは。言いたいことは分かるよ。でも、彼女はこの国で一番の尋問官だからね」

			「本当ですか!?」

			「本当だよ。ギルドのエリス嬢が開いている『ＳＭ講座』を、上級編まで完かん璧ぺきにマスターしているからね」

			「ここで、まさかのエリスさん!?」

			　あのどこに需要があるか分からない講座を受けている人がいたのかよ！　しかも上級編まで完かん璧ぺきってスゲー無駄だな!?

			　もしかして、ガッスルの筋肉を効率よくつける方法を習いに行くヤツもいるんだろうか？　……ヤバい、否定できない。

			　需要がないと思っていた講座が、意外なところで活躍している事実に、俺は戦せん慄りつした。

			「それはともかく、誠一君。君には悪いけど、今回は帰ってもらわなければいけなくなったんだ」

			「それは、ルイエスも言ってましたね」

			「はい。すみません、師匠。こちらがお呼びしたのに……」

			「いや、別にそれはいいんだけど……王様は大丈夫なのか？」

			　そう訊きいてみると、二人とも同時に険しい表情を浮かべた。

			「……魔法師団の兵士たちが回復魔法をかけたため、一命はとりとめました。ですが……」

			「？」

			　言葉の続かないルイエスに首を捻ひねると、続きをクラウディアさんが引き継いだ。

			「……陛へい下かの目が、覚めないんだよ」

			「え？」

			　目が覚めない？　今、ルイエスは回復魔法で一命はとりとめたって言ってたけど……体力的な問題だろうか？

			　そう推測してみたが、違った。

			「誠一君は、すでに陛下が襲われたことを知っているから、言ってしまうが……まずは、今回のことを他言しないと約束して欲しい」

			「え、ええ。初めから誰かに言うつもりはなかったですけど……」

			「なら、教えよう。陛下を襲った先ほどの暗殺者だけど……どうやら、そのときの凶器が『呪じゆ具ぐ』だったんだよ」

			「じゅぐ？」

			　聞き慣れない単語に首を傾かしげると、ルイエスが教えてくれた。

			「師匠。呪具というのは、その名の通り呪のろいや悪霊などがとり憑ついた、人に害を与える道具や武器のことを指します。悪霊などが憑いた呪具の中には、持ち主などを簡単に死に至らしめるモノまであるのですが、強力なぶん数は少ないのです。そして……今回は、『悠ゆう久きゆうの眠り』という呪いがかけられたナイフが使用されたようなのです」

			「悠久の眠り……」

			　呪い、か……そういえば、アルも『災さい厄やくを背負う者』っていう呪いがかかってたせいで、ステータスの運がマイナスになってたんだよな。

			　そして、アルが言うには、その呪いを解く手段はなかった。

			　つまり――――。

			「……陛下は、もう二度と目を覚まさないかもしれない」

			　複雑な感情を押しつぶしたような声で、クラウディアさんはそう言った。

			「……」

			「……不幸中の幸いだったのが、第一王子ロベルト殿下、第二王子ジオニス殿下、そして第一王女のラティス様のすべてが学園におられるため、狙われなかったことだろうね」

			　クラウディアさんはそういうが、暗い表情のままだ。

			　ルイエスも王様を護まもれなかったためか、すごく沈んだ表情を浮かべている。

			　……何か、俺にできることはないだろうか……。

			　目立つ、目立たないとかの問題じゃないと思う。

			　この国のことを、俺は純粋にすごいと思うし、短い間とはいえとても好きになった。

			　今の国王がいい政治をしているのか、それとも前の国王がいい政治をしたのかは分からない。

			　何にせよ笑顔でいっぱいのこの国が、とても輝いて見えていた。

			　それなのに、クラウディアさんもルイエスも、沈んだ表情を浮かべている。

			　さっきまで楽しい雰囲気だったのに、それが一瞬で崩されたのだ。

			　そんな理り不ふ尽じんに、俺は耐えられない。

			　だから、俺はできるなら、力を貸してあげたいと思った。

			　地球では助けられてばっかりで、誰かを助けることなんてできなかった。

			　でも、今はそれができるだけの力があるはずだ。いや、絶対にある。

			　俺は、何か呪のろいを解くための魔法がないか、頭のなかで覚えた魔法のすべての効果を思い出していた。

			　だが、どれだけ探しても、呪いを解く魔法はない。

			　……やっぱり、ダメなんだろうか？

			　そう思ったときだった。

			　一つだけ、方法があることに気づいた。

			　その方法とは――――。

			「……無ければ、創ればいい」

			「え？」

			　小さく呟つぶやいた。

			　どこぞの王妃様のような俺の言葉に、クラウディアさんとルイエスは首を傾げる。

			　そうだよ……こういうときこそ、俺のふざけたステータスを発揮するときじゃねぇか。

			　スキルに振り回されて、魔法すらちゃんと理解できていない俺。

			　今までは、強大な力から目を背そむけて現実逃避をしていた。

			　手に入れるだけ手に入れて、嘆き続けていた。

			　だから、今度はちゃんと向き合おうと思う。

			　数あるチートスキルの一つ……『魔法創造』。

			　これが、俺の力と向き合う最初の一歩で、初めて自分で生み出す魔法になる。

			　俺は強い意志の籠こもった目で、二人に視線を向け――――。

			「王様のところへ連れてってください」

			　――――そう告げたのだった。

		

	
		
			　

			反転魔法

			　

			「ここが、国王陛へい下かが眠っておられる場所だよ」

			　俺の決意のこもった言葉を聞くと、ワルキューレのみなさんがすぐに王様の下まで案内してくれた。

			　こんなに簡単に身元不詳の人間を王様の下へ連れて行っていいモノなのか疑問に思ったが、ルイエスが言うには、そもそも俺が王様に害を与えようとするなら、回りくどい方法じゃなくてもできるだろうということだった。それくらいの戦闘力が俺にはあるらしい。某戦闘民族もビックリだね！

			　そういうわけで、俺は王様と会うことが許可されたのだ。素直に喜べねぇ。

			　一人勝手に落ち込んでいると、一つの部屋に辿たどり着く。どうやら、ここで王様が寝ているらしい。

			　扉は重厚な木製で、見るからに偉い人がいそうな雰囲気が漂っている。

			　中に入ると俺の想像とは違い、とても落ち着いた雰囲気の場所だった。……まあ、天てん蓋がい付きのベッドが部屋の中央にあるけどね！　さすが王族……。

			　クラウディアさんとルイエスが俺に付き添う形で、寝ている王様の下まで連れて行ってくれた。

			「っ!?」

			　ベッドで静かに瞳ひとみを閉じている人物を見て、俺は驚きよう愕がくした。

			　なぜなら――――。

			「ランゼさん!?」

			　喫茶店アッコリエンテで俺の悩みを聞いてくれた、ランゼさんだったのだ。

			　だが、喫茶店にいたときと違い、質素な服装がとても豪華な服装に変わっている。

			「ど、どういうこと？」

			　訳が分からず混乱していると、ルイエスが不思議そうに訊きいてきた。

			「？　師匠は陛下をご存じなのですか？」

			「え？　あ、ああ……喫茶店アッコリエンテってところで、俺の悩みを聞いてくれたんだけど……」

			　そう言うと、ルイエスは納得したように頷いた。

			「なるほど、ノアードさんの喫茶店ですか。陛下は国民の様子を調べるのに、顔が知られるのは都合が悪いと考えていたので、顔出しは行っていないのです。なので、知っている人がいたことに驚いたのですが……そういう理由なら、納得です」

			　ノアードさんって何者なんだろうか？

			　ランゼさんが王様だってことにも驚きだけど、王様と普通につながりを持ってるノアードさんって……。そもそも、王様が国民に顔を見せなくてもいいモノなのか？

			　ダメだ。一度にいろいろなことが起こりすぎだろ。

			　それに、喫茶店で会ったときはあんなに元気だったのに、今は見る影もない。

			　息はしているようだけど、何というか……本当に深い眠りに就いているといった様子だった。

			　そんなことを思っていると、部屋に新たな集団が入室してきた。

			「君かい？　陛へい下かの目を覚ますことができるかもしれないといった人物は……」

			　その集団は、みんな一様に白色のローブに身を包んでおり、何というか……いかにも魔法使いですと言った風ふう貌ぼうだった。

			　その中でも、先頭にいた人物が話しかけてきた。

			「ええ。まあ、できるかどうかは分かりませんが……」

			「それでもかまわない。陛下が目を覚ます可能性が１パーセントでもあるのなら、僕たちはそれに縋すがり付きたいんだ。だから……頼むよ」

			　そう言うと、先頭の人は頭を下げてきた。それに続く形で、後ろのローブの集団も頭を下げる。

			　……ランゼさん、スゲー慕したわれてるんだな。

			　俺自身も、悩みを聞いてくれた恩がある。恩がなくても、俺にできるなら助けるつもりだけどね。

			「分かりました。できる限りのことをしてみます」

			「……ありがとう」

			　先頭の人はそう言うと、フードをとった。

			　するとフードの下から、サラサラな水色の髪に澄んだ水のような瞳ひとみを持ったすごいイケメンが出てきた。しかも、柔にゆう和わな笑みを添えて。このスマイルは無料なのだろうか。

			「申し遅れたね。僕は、このウィンブルグ王国の魔法師団をまとめてるフロリオ・バルゼだ」

			「あ、えっと……誠一です」

			「そうか。それじゃあ誠一君。陛下のこと、頼んだよ」

			　先頭の人――――フロリオさんはそう言うと、他のローブ姿の人たちと一緒に部屋の隅に移動した。

			　……あれ？　何だろう。今の人、すごく誰かに似てたような……。

			「師匠。今のは私の兄で、先ほどまで回復魔法をかけ続けていた魔法師団の団長です」

			「へぇ……」

			　ルイエスのお兄さんだったのか。確かに、髪の色や瞳なんかも同じだし、二人とも美形だしな。納得である。

			　一人で勝手に納得していると、不意にルイエスが微かすかではあるが、不安そうな表情を浮かべた。

			「師匠……本当に陛へい下かの目を覚ますことができるのですか？」

			「……それは俺も分からない。俺も初めてやるからな」

			　大見え切っといて何だが、そこは俺には分からない。

			　でも、やらないで後悔するよりはマシだと思う。そう考えでもしないとやってられない。

			「……師匠。アナタの好意を無む下げにするような形になってしまうのですが、無理をしないでください」

			「……」

			「『呪のろい』というモノは、一度受けてしまえば、もう二度と解呪することができないモノなのです。それは、過去の偉人たちが気の遠くなるような年月をかけ、研究した結果なのです。だから――――」

			「大丈夫だ」

			　俺はルイエスの言葉を遮さえぎって、そう言い切った。

			「大丈夫。絶対、やり遂げてみせるから」

			「…………分かりました」

			　そう言うと、ルイエスは身を引いた。

			　その様子を見て、俺は再びランゼさんと対面する。

			　……やっべぇ、どうしよう。

			　断言した途端、不安になってきたぞ。

			　……もう後には引けないんだけどな。

			　思わず苦笑いしてしまった俺は、ランゼさんに両手をかざす。

			　そして、大きく深呼吸をした。

			「すー……はぁ……」

			「「「…………」」」

			　背後からたくさんの視線を感じる。

			　取りあえず『魔法創造』を発動させるには、明確なイメージと魔法名を唱える必要がある。

			　一度魔法名を唱えて発動させてしまえば、あとは俺のスキル『無詠えい唱しよう』で発動できるようになるのだ。

			　というわけで、最初は明確なイメージが重要になってくる。

			　……あれ？　呪いを解くイメージって……どんなの？

			　炎をイメージするとかなら分かるけど……解呪のイメージってどうすりゃいいの？

			　そんな考えが頭をよぎった瞬間、俺は全身から冷や汗を流し始めた。

			　ヤバいヤバいヤバいって！　お、おおおお落ち着け俺！

			　こう……フワーッ！　って感じか？　……あ、ダメだこれ。自分の貧相な想像力が恨うらめしいぞ！

			　と、とにかく、まずはランゼさんが良くなるイメージをするんだ。

			　……それが分からないんですけどね！

			　取りあえず、『良くなれ！』って頭の中で連呼するか？　……アカン。その先のビジョンが見えねぇぜ……。

			　もういいや！　他にイメージできるモノもねぇし！　こうなりゃ自棄やけだ！

			　んじゃ、早速…………良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ良くなれ…………。

			　俺は壊れたレコードの如く、ずっとそう頭の中で連呼し続けた。

			　だが、後から考えると、頭の中で連呼したのが不味まずかったのだろう。

			　ただ連呼しただけだが、もう十分にイメージできただろう……そう思い、いざ魔法名を考えて口にしようとしたときだった。

			「良くなれ！」

			「「「……………………」」」

			　盛大にやらかした。

			　ああああああっ！　やっちゃったああああああああっ！

			　思わず口に出ちゃったよ!?　ヤベェ、背後から感じる視線が痛ぇ……！

			　俺と、王城に勤めるみなさんとの間に、寒い風が吹き抜けたような気がした。

			　もうね。何なんだろうね。あれだけ堂々と言っておいて、このザマですよ。泣いていい？

			　両手をかざしたまま、最初のとき以上に冷や汗を流し続けて固まる俺。

			　しかし、次の瞬間、今度は違う意味でみんなが固まるのだった。

			「へ？」

			「「「！！！？？？」」」

			　突然、俺の両手が輝きだし、その輝きがランゼさんに向かって飛んでいったのだ。

			　誰もが予想できなかった事態なので、みんな思考、行動共に停止している。

			　すると、さらなる衝撃が俺たちを襲ったのだった。

			「……ん……あ……？」

			　何と、さっきまで深い眠りに就いていたはずのランゼさんが、目を覚ましたのだ。

			　ゆっくりと体を起こすランゼさんは、周囲を見渡し、一言。

			「……あん？　何で誠一がいるんだ？　それに、お前らまで――――」

			『うわああああああああああああっ！』

			　ランゼさんの言葉を遮さえぎり、一斉にランゼさんへ駆け寄るみなさん。

			　そんなみなさんの様子に、ランゼさんは目を白黒させていた。

			「おいおいおいおい……何がどうなってやがる!?」

			　驚き、困こん惑わくするランゼさんに、ルイエスやフロリオさんが冷静に状況説明をした。

			　説明を受けたランゼさんは、苦い表情を浮かべる。

			「……そうか。俺は、呪のろいで死にかけてたのか……」

			「陛へい下か。どうしますか？　先ほども説明しましたが、暗殺者を送ったのはカイゼル帝国だと思われますが……」

			「どうもしねぇよ。面倒くせぇ……それに、今回の件自体が特殊なんだ。まさか、一人だけを送り込んでくるとは思わなかったからな……さすがに相手が一人だと、【海】も【山】も手出しが難しいだろ。次を気をつければそれでいい。ここで余計な兵力を割いて、国民をむやみに不安にさせる必要もねぇだろ？」

			「それは、そうですが……」

			　何だが、よく分からない会話を始めた。海？　山？　キャンプにでも行くのかな。

			　くだらないことを考えていると、不意にランゼさんが俺のほうに向き直る。

			「――――誠一」

			「え？　あ、はい！」

			　まさか王様だと思っていなかった俺は、緊張したまま返事をした。

			　そんな俺の様子に、ランゼさんは苦笑いする。

			「そんなに緊張すんなよ。お前さんは俺の命の恩人なんだからよ」

			「はぁ……」

			「んで？　誠一。お前さん、どうやって呪のろいを解いたんだ？　いや、そもそも、なんで助けようなんて思ったんだ？　俺という名の後ろ盾でも欲しかったのか？」

			　さっきとは打って変わって、ランゼさんは真剣な表情でそう訊きいてきた。

			　でもなぁ……なぜって訊かれても……。

			「……強いて言うなら、自己満足ですかね」

			「自己満足？」

			「はい。今日、俺がこの場所に来たのは、王都カップで優勝したからなんです。そんなときに今回の事件に巻き込まれて、ランゼさんを助けることになりました」

			「……」

			「ランゼさんが倒れた……いや、そのときはランゼさんが王様だって知らなかったんですけど、とにかく王様が倒れたって聞いたときのルイエスたちの表情が、見るに堪えなかったんです。だって、さっきまで笑ってたのに、それが一瞬で崩れるんですよ？　俺はまだ、この国の光の部分しか見ていないのかもしれないけど、それでも笑顔が溢れているこの街で、悲しそうな表情を浮かべている人がいるのが、耐えられなかった。だから、助けたんです。もう一度、笑って欲しいから」

			「師匠……」

			「……」

			「それに、ぶっちゃけて言うと、ランゼさんの呪のろいが解けるかどうかは賭けだったんですよね。何せ、初めての試みでしたし！」

			「俺で実験したのか!?　一応、国王だぞ!?」

			　いや、ホント……スミマセン。

			「もうなりふり構ってられませんでしたからね。おかしな話ですが、俺もどうやって呪いを解くことができたのかは分かってません」

			「おいおいおい……聞いた話だと、お前さんは新しい魔法を使用したって言うじゃねぇか」

			「ええ。なんか、できました」

			　そう言うと、ランゼさんは疲れたような表情を浮かべた。

			「……なんかでできるモノなのか？　フロリオ」

			「無理ですね。新しい魔法を創り出すことが、どれだけ難しいのか……同じ魔法を使うからこそ、僕たちにはよく分かります。それが、今までどうすることもできなかった『呪い』を解く魔法だというのなら、特に……」

			「……だ、そうだぞ？」

			「おお、なんか知らないうちにすごいことやってたんですね、俺」

			「…………もういいよ。んで？　魔法をどうやって創ったかはこの際置いておくとしよう。でも、さすがにどんな効果の魔法なのかくらいは分かるだろ？」

			　ランゼさんにそう言われても、さっき使用した魔法がどんな効果だったのか、俺は知らない。

			　……うん。知らないって言えば、もっといろいろと訊きかれるだろうけど、事実知らないんだから仕方がないよな！

			　というわけで、素直にそう伝えようとしたときだった。

			　脳内に、無機質な声が流れる。

			『スキル【魔法創造】が発動しました。反転魔法【良くなれ】が創造されました』

			　ガッデム！

			　俺は思わずそうツッコんだ。心の中で。

			　いやいやいや！　魔法名どうした!?　それに、解呪魔法とかじゃなくて、反転魔法って何よ!?

			　まあ、まだ反転魔法は良しとしよう。ちゃんと魔法って付いてるしね。……でも【良くなれ】が魔法名ってどういうこと!?

			　ツッコむ俺をよそに、俺にだけ見える形で魔法の効果が表示された。

			『反転魔法：良くなれ』……対象にかけられた『呪のろい』を、『呪まじない』に反転させる魔法

			　先生、よく分かりません。

			　表示された内容がよく分からず首を捻ひねっていると、ランゼさんが怪け訝げんな表情を浮かべた。

			「どうした？　何か言いにくい効果でもあるのか？」

			「え？　いや、そういうわけじゃないんですけど……」

			　一人で悩んでいても仕方がないので、素直にランゼさんたちに教えると――――。

			「「「……………………」」」

			　全員絶句した。

			　あ、あれ？　なんか俺、またやっちゃった？

			　不安に思う俺をよそに、フロリオさんはすごい勢いでランゼさんを観察するような視線で見た。その際、目が一瞬光ったので、『鑑かん定てい』のスキルを発動させたんだろう。

			「へ、陛へい下か……『悠ゆう久きゆうの眠り』という『呪のろい』から、『永遠の健康』という『呪まじない』へと変化しております……」

			　そのフロリオさんのセリフに、みなさんは唖あ然ぜんとする。

			　よく分からないので、失礼かもしれないが、俺もランゼさんに鑑定のスキルを発動させてみた。

			　

			《ランゼルフ・フォード・ウィンブルグ》

			　種族：人間

			　性別：男

			　職業：国王

			　年齢：48

			　レベル：１３４

			　魔力：１０００

			　攻撃力：２５００

			　防御力：３０００

			　俊敏力：５８７０

			　魔攻撃：１１１０

			　魔防御：３３００

			　運：３０００

			　魅力：測定不能

			　状態：【永遠の健康】

			　

			　わお。王様つえー。

			　……じゃねぇよ！　え？　ナニコレ？　王様ってみんなレベル１００超えてるもんなの？　まあなんにせよ、俺が言えたことじゃねぇけど！　それでも言わせてくれ。魅力が羨うらやましい……！

			　それより、状態の【永遠の健康】って何だ？

			　そう思った瞬間、【永遠の健康】の効果が表示される。

			【永遠の健康】……呪まじない。対象の寿命を10年延ばし、生涯病気に罹かかることがなくなる。その上、怪我をしにくくなる

			　なんかトンデモねぇ効果が出てきたぞ!?

			　……これは、【悠ゆう久きゆうの眠り】とかって言う永遠に目が覚めなくなる呪のろいから、このトンデモ効果な呪まじないに変化したっていうことだろうか？

			　もし俺の推測が当たっているんだとすれば……うわぁ。みなさんが絶句した意味が分かる気がする……。

			　俺を含めた全員が唖あ然ぜんとするが、結果的に俺は無事、呪いを解くことに成功したのだった。

		

	
		
			　

			お風呂

			　

			「改めて、礼と自己紹介をさせてもらうぜ。俺はこのウィンブルグ王国の国王、ランゼルフ・フォード・ウィンブルグだ。俺にかかった呪のろいを解いてくれて、ありがとよ。それと、俺のことは前と同じでランゼでいいぜ」

			『ありがとうございました！』

			　俺は今、いわゆる謁えつ見けんの間と呼ばれる場所で、みんなから頭を下げられていた。

			「いや、いいですから！　頭を上げてください！」

			　地球にいたころ、頭を下げて感謝されるなんてことがなかった俺からすると、恐縮してしまう。

			「そうは言うがな？　誠一、お前さんは国王である俺を助けたんだぞ？」

			「そうかもしれませんけど、やめてください！　俺の精神が死にます！」

			「そこまで!?」

			　何とか俺の必死さを理解してもらい、全員に顔を上げてもらえた。

			　すると、今度は少し真剣な表情でランゼさんが言う。

			「だが、お前さんには、何か褒ほう美びの品を与えなきゃならん」

			「え!?　だ、だからそう言うのは別に――――」

			　俺が再びそう言うと、ランゼさんは苦笑いした。

			「まあ、善意でやってくれたってことは分かったけどよ。でも、一国の王が助けられて、それで何もせずに『はい、さよなら』ってわけにはいかんのよ。だから、誠一。お前の欲しいものを何か言うといい。この俺でできることなら、何でも叶かなえてやるぞ。それだけのことを、お前さんはしたんだ」

			「ええっと……」

			　俺はランゼさんの言葉に、なんて返せばいいのか分からなかった。

			　俺にはよく分からないけど、国の面めん子つってモノもあるんだろうし、そう考えると俺一人の都合で断るのもな……。

			　そう思いながら、どうしたもんかと考えていると、ふとあることを思いついた。

			「えっと……それじゃあ一つ」

			「おう、何だ？」

			「俺の魔法やスキルの訓練を手伝ってください」

			『…………はい？』

			　俺が提案した内容に、俺以外の全員が首を捻ひねった。

			「おかしな話なんですけど……実は俺、スキルや魔法を上手く扱えないんですよね。具体的に言えば、威力の調整ができなかったり、そのスキルや魔法に振り回されたり……とにかく、全然使いこなせてないんです。それで、せっかくその道のエキスパートたちがいるんですし、教えてもらえたらな～？　なんて思ったり思わなかったり……」

			『………………』

			　徐々に言葉が尻しりすぼみになったのは、仕方がないと思う。だって、全員が呆気にとられたような表情で俺を見てくるんだもの。

			　例えば、ルイエスに体の動かし方なんかを指導してもらえればと思ったんだけど……やっぱりこの国の最強戦力って言うぐらいだし、ダメだろうか？　などと思いつつ、内心びくびくしていると――――。

			「師匠……アナタはまだ自分を高めようというのですね……尊敬します」

			「うーん……誠一君の向上心には感心させられるね」

			「あれだけの魔法が使えて、まだ満足していないとは……僕もまだまだだね」

			　あれ？　なんか無駄に好印象だぞ。俺、事実を言っただけなのに。

			　俺の心配は何だったのかと言いたくなるほど、周りのみなさんの反応は良かった。

			　すると、ランゼさんはフロリオさんとルイエスに呼びかける。

			「フロリオ、ルイエス」

			「「はっ！」」

			「お前ら二人で、誠一の訓練を手伝ってやりな。なに、お前さんたちにもいい刺激になるだろ」

			「「はい！　承うけたまわりました」」

			　oh……結局オーケーされたぞ。いや、嬉しいんだけどね？

			　本当に俺の心配が杞き憂ゆうに終わってしまった。

			　今度は逆に俺が呆気にとられていると、俺の目の前にルイエスとフロリオさんの兄妹がやってくる。

			「師匠。私も師匠と共に学んでいきたいと思いますので、正式によろしくお願いします」

			「僕も、君の使う魔法に興味があるからね。まあ、陛へい下かの呪のろいを解いた魔法は、どうやら固有魔法のようだし、僕どころか他の誰にも真似できないだろうけど……それでも、僕の魔法にいい刺激が得られるかもしれないからね。よろしく」

			「あ、はい！」

			　こうして、俺は自分の力を使いこなすための、重要な先生を見つけることができたのだった。

			「よぉし！　んじゃ、堅っ苦しいのはこれくらいにして……誠一！　お前さん、ウチの風呂入ってけよ！」

			「へ？」

			　唐とう突とつなランゼさんの申し出に、俺は間抜けな声を出す。

			「この街には大衆浴場がねぇからなぁ……誠一もこの街に来て、一度も風呂に入ってねぇだろ？」

			「え？　あ、はい」

			　確かに、この街どころか、この世界に来て一度も風呂に入っていないな。……セリフだけ見るとスゲー汚いヤツだけど、魔法で綺き麗れいにできちゃうんだよなぁ……。

			　でも、魔法だと風呂上がりの爽そう快かい感かんはないわけで、そこは残念だったりするんだが。

			「まあ細かいことは考えるな！　いいから入ってけよ」

			　一瞬、黒髪のことを気にしたが、そういえばルルネが人化したときすでにローブを脱いでいるので、今さらだということに気づいた。

			　なので――――。

			「じゃあ……お言葉に甘えて」

			　風呂に入ることにしました。

			　いや、日本人なら分かるだろ？　風呂って最高だよな。

			　この後、ランゼさんも一緒に入るという話になり、ランゼさん直々に風呂場まで案内してもらった。王様直々の案内とか……贅ぜい沢たくすぎるだろ。

			　脱衣場がすでに地球の銭せん湯とうや旅館のような大きさで、その広さと豪華さに圧倒されていると、ランゼさんはさっさと服を脱ぎ、浴場へと向かってしまった。

			　俺も急いで服を脱ぐと、浴場内に足を踏み入れる。

			　中に入ると、まずその豪華さに度ど肝ぎもを抜かれた。

			　マーライオンみたいな口からお湯が出てくる石像は当たり前で、お湯の噴ふん水すいが浴場内にあったり、観葉植物が植えられていたり……。上を見上げれば、ガラス張りになっているので、空を見ることもできた。

			　辺りを見渡せば、地球の銭せん湯とうでも見かけたジェットバスや電気風呂が普通に存在している。……たぶん、魔法の力で似たようなものを創り出してるんだろうなぁ……。魔法って本当に万能だよな。

			　思わず呆気にとられていると、ランゼさんがやって来る。

			「おいおい、そんなところに突っ立ってねぇで、さっさとこっちに――――」

			「？」

			　突然、ランゼさんが目を見開いて立ち止まったので、俺は首を傾かしげる。

			「……り、立派なモノをお持ちで……」

			「どこ見てるんですか!?」

			　俺は咄とつ嗟さに下半身を隠した。

			　何か言われるとしたら、黒髪のほうだと思ってたのに！

			　裸で下半身を隠すというずいぶん間抜けな絵面を晒さらしていると、ランゼさんは納得したような表情を浮かべた。

			「なるほど……そんだけ立派なモノが付いてたら、そりゃあモテるか……お前クラスは見たことねぇぜ」

			「違いますから！　モテてるかどうかは別として、それだけは絶対に違いますから！」

			　ギルドの露出狂じゃねぇんだから、そんな当たり前に見せるわけないでしょ!?

			　風呂に入る前から羞しゆう恥ち心しんで熱くなっていると、ランゼさんは「ワリぃ」と笑いながら言い、湯船に入った。

			　俺も体にお湯をかけ、ある程度体を清めると湯船に入る。

			「あっ…………ああああぁぁぁぁ…………気持ちいい……」

			　何でだろうね。お風呂に入ると、思わずこのセリフが口に出ちゃうよね。

			「おう、誠一。お前さん、風呂に入り慣れてる感じがするなぁ。この大陸では、普通風呂って言えば貴族や王族くらいしか縁がねぇモノなんだけどよ。東の国では違うのか？」

			「え？　あ、まぁ……そんなところですね」

			　東の国のみなさん、ごめんなさい。なんか適当な慣習を教えちゃってます。

			　でも、俺が風呂に入り慣れてる感じがするのは、やはり日本人だからだろう。

			　海外ではお湯に浸かる習慣がないらしいけど、この世界ではそんなことはないみたいだし。

			　忙しいときはシャワーでもいいとは思うけど、一日の疲れを癒いやすなら、やっぱりお湯に浸かるべきだと思うね。お風呂最強。

			　あまりの気持ちよさに、顔の筋肉をだらしなく緩ゆるめていると、不意にランゼさんが真剣な表情で言う。

		

	
		
			[image: p313.jpg]
		

	
		
			「俺はよぉ……いつかこの街だけじゃなく、この国のいろんな町や村に、大衆浴場を造ってやりてぇんだよ。いや、この国だけじゃねぇな。こんな素晴らしいものがあるんだってことを、いろんなヤツに知ってもらいてぇ。国境も人種も関係ねぇ。今はくだらない戦争をあっちこっちでやってるせいか、そんな余裕もねぇし、恥ずかしながら金もねぇ」

			「……」

			「それでも、いつかはいろんな国の連中が戦争なんか止めて、こうして裸で風呂に入れるような世の中になって欲しいんだよ」

			「……」

			「理想主義者だとか夢想家だとか、何とでもいえばいい。夢を語って何が悪い？　実現できるかどうかじゃなくて、夢があるからこそ、その方向に少しでも向かうように努力するんだろ。それに……せっかくの一度きりの人生だ。無む謀ぼう、不可能上等！　夢見なきゃ損だろ？」

			　そう言うと、ランゼさんは恥ずかしそうに笑った。

			「あー……ガラにもなく語っちまったな。……やっぱ風呂はスゲェよ。心まで裸にされちまう……ま、俺もいろいろ悩んで、ちょっとでも愚ぐ痴ちりたい気分だったのさ。忘れてくれ」

			　どこか寂さびしそうにそう言うランゼさんに、俺は言った。

			「……また、お風呂に誘ってくださいよ。そのときは、ギルドの知り合いも誘ってみますから」

			　俺のセリフに、呆気にとられた様子のランゼさんだったが――――。

			「おう！」

			　最後は笑顔になった。

			〈『進化の実～知らないうちに勝ち組人生～』④へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編・芽生えた感情

			　

			　私――サリアは、目の前で誠一が連れて行かれるのを呆然と見ていた。

			　しかし、そんな時間も一瞬で、すぐに正気に返る。

			　すると、同じように呆然としていたアルとルルネちゃんが、私に焦ったように訊きいてきた。

			「お、おい！　いいのか!?　誠一が連れていかれたぞ!?」

			「そ、そうですよ！　主様が……！」

			「大丈夫だよ！」

			　焦っている二人に、私は笑顔でそう言い切った。

			　すると、後ろで黙って聞いていたライルさんが、不思議そうな表情を浮かべて訊いてくる。

			「どうしてそこまで落ち着いていられるんだい？　さっきの騎士様たちの会話から考えると、誠一君が悪いことをしたわけじゃないのは分かったけど、それでも不安にはならないのかい？」

			　確かに、ライルさんの言う通り、不安がないと言えばウソになる。

			　でも、私はそれ以上に誠一のことを信じていた。

			「大丈夫だよ！　だって、誠一だもん！」

			「誠一だもんって……」

			　私の言葉に、苦笑いを浮かべるアル。うーん、信じてもらえないなぁ。

			　そこで、私は自分の思っていることを素直にアルに言った。

			「私は、どんな状況でも誠一が面白おかしく切り抜けちゃうって信じてるの！　何でって訊きかれても、それが誠一だからとしか答えられないけどね」

			「あ……」

			　私の言葉に、アルは納得するような表情を浮かべた。

			「うーん……サリア様。私はまだ付き合いが浅いため、主様のことは深く知らないのですが……」

			　唯一、誠一のすごいところを見ていないルルネちゃんは、首を傾かしげている。

			「焦らなくても大丈夫だよ。一緒に過ごしていれば、誠一がすごいって分かるから！」

			「はははっ、誠一君は愛されてるなぁ」

			「うん！　誠一のこと、大好きだよ！」

			　ライルさんは、私の本心を聞いて優しい眼差しを向けてきた。なんだかくすぐったいなぁ。

			　その後、ライルさんは普通に宿屋の準備をするために戻ってしまったので、私たち三人が残された形になった。

			「それじゃあ、私たちも部屋に戻ろうよ」

			　そう言うと、私とライルさんが話していた間ずっと顔を伏せていたアルが、勢いよく顔を上げた。

			「やっぱり気になる！」

			「え？」

			「サリアは知らないかもしれねぇけど、誠一を連れて行った騎士団は、美人、美少女しかいねぇって噂の【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】なんだぞ！　もしかしたら、新しい女を引き連れてくるかもしんねぇだろ!?　サリアはそれでいいのか？」

			「うーん……」

			　アルに言われ、私は一瞬心がモヤッとした。しかし、ほんの一瞬だったので、すぐに忘れちゃう。

			　確かに、誠一はカッコイイしなぁ。オスとしても優秀だし、モテないわけがない。

			　でも、それは自然の摂せつ理りであって、優秀なオスには自然とメスが寄って来るし、逆に優秀なメスにはオスが寄って来る。

			　ただ、この考え方は、誠一から聞いた話だと、野生に生きてきた私特有の考え方だという。そんなことないと思うけどなぁ。

			　実際、私と同じようにロバから進化したルルネちゃんは、アルの言っている意味が分からないらしく、首を捻ひねっている。

			　人間の考え方だと、アルのほうが正しいのだろう。

			　もう一度、深く考えてみると、また心がモヤッとするのを感じた。

			　何だろう？　この気持ち。

			　魔物として生きていたころには、体験したことのない感情だった。

			「……サリア？　大丈夫か？」

			「え？　あ、うん！　大丈夫だよ」

			　いつの間にか、心配そうな表情で見つめていたアルに気づき、そう返す。

			　私の様子を見て、アルは真剣な表情で何かを考え込むと、私に言った。

			「……悪い、意地の悪いこと聞いたな。どうもオレは、嫉しつ妬と深いらしい。ただでさえ女らしくねぇってのに、嫉妬深いとか……」

			「嫉妬？」

			　アルの言葉で、私は気づいた。

			　もしかして、私……嫉妬してるのかな？

			　不意に、誠一が他の知らない女の人に笑いかけてる姿が頭に浮かんだ。

			　すると、急に私の胸が切なくなった。

			　どうしちゃったんだろ？　私……。

			　初めての気持ちに、戸惑う。

			　結局、私は心のモヤモヤの正体が分からなかった。

			　そして、今まで私とアルの会話を聞いていたルルネちゃんは――――。

			「さすが主様……モテモテですね！」

			　この場にいない誠一に、尊敬の念を抱いているのだった。
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